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第15回 極 域 生 物 シンポ ジウム
プ ログラム




会 場 国 立 極 地 研 究 所 講 堂
主 催 国 立 極 地 研 究 所
12月9日(水)
開会 挨 拶930-940
シ ンポ ジ ウム1(940-1205)
「極 域 陸上 生 態 系 に お け るモニ タ リン グ」
S1～S8
昼 食1205-1300
シ ンポ ジ ウ ム1(1300-1520)
S4～S6
休 憩1520-1530
ポス ター 発 表1(1530-1710)
陸 上生 物 セ ッシ ョン
A.細 菌 類 ・地 衣 類 ・藻 類
P1-14
B.無 脊 椎 動 物 ・蘇類 ・高 等植 物
P14-27
懇 親 会(極 地研)1730-193e
12月10日(木)
シ ン ポ ジ ウム ロ(930-ll55)
「海 洋生 態 学 に お け る
ニ ュー テ クノ ロジー 」
S7～S9
1155-1300




ポ ス ター 発表II(1420-1700)
海洋 生物 セ ッシ ョン
C.物 理 ・化 学 環 境 ・低 次 生 産
P28-P49
D.動 物 フ'ラン外 ン・オキアミ・魚 類
P50--P68




挨拶 星合孝男(極 地研) 930-940
シンポジウム1
「極域陸上生態系におけるモニタリング」
挨拶 大山佳邦(極 地研) 940-950
座長 小島 覚(富 山大),井 上正鉄(秋 田大)
Sl. 南極湖沼生態系の地球化学的モニタリング
松本源喜(大 要女子大 ・社会情報)




Estimations　 of　 microbial　 biomass　 by　 direct　 and　 indirect
methods　 in　 Antarctic　 soiIs
　　　 BOLTER,　 M.(lnstitute　 for　 Polar　 Ecology,　 Germany)
　　　 Commentator:　 SHIVAJI,　 S.　 (Centre　 for　 Cellular　 and
　　　　　Molecular　 Biology,　 India)
一 休 憩 －
Monitoring　 for　 algae　 introduced　 into　 Antarctica　 by　 human
activity
　　　 BROADY,　 P.A.　 (Univ,　 of　 Canterbury,　 New　 Zealand),
　　　　　SMITH,　 R,A.　 (National　 Inst.　 of　 Water　 and　 Atmospheric
　　　　　Research　 Ltd.,　 New　 Zealand)　 and　 SAFI,　 K.　 (Univ.　 of
　　　　　Canterbury,　 New　 Zealand)






神田啓史(極 地研),井 上正鉄(秋 田大 ・教育)
コメンテイター:中 坪孝之(広 大 ・総合科学)
1300-1340
S5. 北 極域 における植生 や生育期 の変 動が分光反射 に及 ぼす影響
秋 山 侃,井 上吉雄,芝 山道 郎,森 永 慎介(農 環研),
粟屋善雄,田 中伸彦(森 林研)
　　　Commentator:　 MATVEYEVA,　 N.V.　(Komarov　 Bot.　 Institute,
　 　 Russia)
1340-1420
S6. Diversity　 of　 arctic　 Tundra　 vegetation　 and　 International
Tundra　 experiment　 (ITEX)　 in　Canada
　　　SVOBODA,　 J.　 (Dept.　 Bot.,　 Univ.　 of　 Tront,　 Canada)
コ メ ン テ イ タ ー:小 島 覚(富 山 大 ・教 養)
1420-1500
総合討論







「海洋生態学 におけるニ ューテ クノロジー」





Future　 prospects　 for　 marine　 ecological　 studies
　　　ROTHSCHILD,　 B.J.　 (Chesapeake　 Blol.　 Lab.,　 Solomons,
U.S,A.)
コ メ ン テ イ タ ー:杉 本 隆 成(東 大 海 洋 研)
930-940
940-1020
ApPlications　 of　hydroacoustics　 in　marine　 ecological　lO20-l OO
studies:　 a　perspective　 on　 the　 present　 status　 and　 future
directions
　　　MACAULAY,　 M.C.　 (ApP|ied　 Physics　 Lab.,　 Coll.　 of　 Ocean　 and
　　　　　Fishery　 Sciences,　 Univ.　 of　 Washington,　 U.S.A,)
コ メ ン テ イ タ ー:川 口 弘 一(東 大 海 洋 研)
一休 憩－
The　 use　 of　 high　 frequency　 acoustic　 in　 the　 study　 of　 zoo-
plankton　 spatial　 and　 temporal　 patterns
　　　 WIEBE,　 P.H.　 and　 GREENE,　 C.H.　 (Biol.　 Dept.,　 Woods　 Hole
　　　　　Oceanographic　Inst.,　 U.S.A.)
コ メ ン テ イ タ ー:青 木 一 郎(東 大 海 洋 研)
一昼食 一
高密度マイクロデータロガーの開発













A.細 菌類 ・地衣類 ・藻類 1530-1710
座長 松本源喜(夫 妻女子大)
P1. Bacteria　 and　 yeast　 of　 Schirmacher　 Oasis,　 Antarctica:　 taxonomy,
biochemistry　 and　 molecular　 biology
　　　 SHIVAJI,　 S.　 (Centre　 for　 Cellular　 &　 Molecular　 Biology,　 India)
P2. 北アルプス穂高岳におけるチズゴケの分布 から推定 した残雪地の拡大 と
岩屑生産の増加
岩船昌起(東 北大 ・理 ・院)
P3. Buellia　 cr　 tofrigida　 sp.nov.
井 上 正 鉄(秋 田 大 ・教 育)
とその生育環境について
P4. 南極 キング ジ ョ'一'ジ島か ら得 られ た2,
大谷修 司,秋 山 優(島 根大)
3の 糸状性緑藻類について
P5. 南極キングジョージ島のチ リモ類
大谷修司(島 根大),中 野武豊(広 大)
P6. 南 極産緑 藻 クロ レラ　Chlorella　 vulgaris　 の光合成 に対す る温度 の影響
長 島秀行,林 直壁(東 京理科大 ・基礎工),大 谷修 司(島 根大 ・教 育),
百瀬春生(東 京理科大 ・基礎工)
P7. Lake　Kirkkolahati　 (フ ィン ラン ド)の ケイ藻植生
井上 知,小 林艶子(横 浜市立大学),福 島 博(藻 類砂圧),藤 田晴江
(神 奈川公衛試)
P8. King　George　 Island　 のケイ藻類




綿貫知彦(神 奈川衛研 ・環境),中 村澄夫(神 奈川歯科大 ・生物),
松下和弘(埼 玉医科大 ・医動物),加 藤賢三(国 立予研 ・ウィルス2部)
P10. 南極陸水域の藻類相の研究.W.塩 湖
小國昭信(神 戸常盤短大),高 橋永治(山 形大)
P11. Desert-stepPe　lichens　 and　 other　 southern　 lichen　 species　 in　 the
Siberian　 subarctic,　 plateau　 Putorana
　　　 ZHURBENKO,　 M.　 (Komarov　 Botanical　 Inst.
　　　　　 logy　 and　 bryology,　 Russia)
,　l b.　 of　 licheno－
3一
P12.南 極産 ランソウ類の浸透調節について
清水 晃(奈 良女子大),綿 貫知彦(神 奈川県衛研),木 村憲司
(前沢工業)
P13.　 Record　 of　 landscope　 and　 biota　 evolution　 in　lake　 sediments　 of
　　　　　　　　maritime　 Antarctic
　　　　　　　　　　　TATUR,　 A.　 and　 VALLE,　 Del　 R.　 (lnstitute　 of　 Ecology,　 Poland)
P14. Perturbation　 of　 Antarctic　 Tundra
　　　VERA,　 W.,　 SEREY,1.　 and　 GUZMAN,　 G　(Univ.　 of　Chile)
B.無 脊椎動物 ・蕗類 ・高等植物 1530-1700
座長 増沢武弘(静 岡大)
P15.昭 和基地周辺の沿岸露岩域における陸生節足動物相




大山佳邦(極 地研),島 田公夫(北 大 ・低温研)
P17. Svalbard　における極域植物の授粉昆虫
日高敏隆(京 大 ・理学部)
P18. 南極昭和基地周辺 のギ ンゴケ　(Bryum　 argenteum)　 の群落構造
伊村 智,神 田啓 史(極 地研)
P19.ア ラスカ中南 部におけ るスゲ属植物 の生理生態学 的研究
木部 剛,増 沢武弘(静 岡大 ・理)　,　B.SYEINBjONSSON　 (Univ.　 of
　 　 　 　 　 　 　 Alaska)
P20.ス バルバール諸島,ニ ーオルスンにおける氷河の後退 と植物群落につい
て '増沢武弘(静 岡大・理),神 田啓史(極 地研),小 島 覚(富 山大 ・








中野隆志,石 田 厚(都 立大 ・理)
4
P25.　 Building　 a　new　 base　 at　 VesleskarYet,　 Antarctica　 -　Monitoring
　　　　　　　　 ecosystem　 changes　 resulting　 from　 human　 actiYity
　　　　　　　　　　　　STEELE,　 W.K.　 and　 BALFOUR,　 D.A.　 (Percy　 FitzPatrick　 Institute　 of
　　　　　　　　　　　　　 African　 Ornithology,　 Univ.　 of　 Cape　 Town,　 South　 Africa)
P26.　 Macroclimate　 and　 the　 variations　 of　 the　 parameters　 of
　　　　　　　　 biodiversity　 in　the　 Arctic.
　　　　　　　　　　　 CHERNOV,　 Y,1.　 (Severtsov's　 Inst.　 of　 Animal　 Evolutionary,
　 　 　 　 　 　 　 Russia)
P27.　 The　 types　 of　spatial　 structure　 of　 arctic　 communities　 and
　　　　　　　　microclimatic　 conditions
　　　　　　　　　　　 MATVEYEVA,　 N.V,　 (Komarov　 Bot.　 Inst.,　 Russia)　 and　 CHERNOV,　 Y.1.
　　　　　　　　　　　　　(Seyertsov,s　 Inst.　 of　 Animal　 Evolutionary,　 Russia)
ポスター発表 皿
12月10日(木) 海洋生物セッシ区ン
C.物 理 ・化学環境 ・低次生産 1420-1700
座長 谷口 旭(東 北大),田 口 哲(道 区水産研)
P2"'8.・.夏 季 の南極大 陸沿岸定着氷域 におけ る粒 子の下方輸送
鈴木英勝,佐 々木 洋(石 巻専大),原 田尚美(名 大),福 地光男ノ
(極 地研)一 ～一～ ノ
P29. 南大洋の45'W線 沿いにおける海洋構造の特徴
永延幹男(遠 洋水研),久 永 満(水 産庁),嶋 津靖彦(中 央水研)
P30.1991/92年 鯨類捕獲調査によるミンククジラ分布に対する海洋環境の解析
永延幹男(遠 水研),狩 野弘昭(ア ジア航測),藤 瀬良弘(口 触研)
P31バ 南極 ブ リッツ湾 におけ る低 次生産の構造
渡辺研太郎,福 地光男(極 地研)　,　MARCHANT,　 H,J.　(ANARE,　 Aust－ー －
ralia)　 ～－
P32.南 大洋沖合域および季節氷域から分離した珪藻類の培養特性





P34. 夏季ベー リング海循環表面における懸濁物の分布 と組成について
塩本明弘,小 倉未基(遠 水研)
5
P35.チ ュ'一'クチ海 およびセ ン トロー レ ンスポ リニ ア海域 におけ る1990お よび
1991,1992年 の夏 季海況 の比較研究
三宅 秀男,増 田紀義(北 大 ・水産)
P36.西 部北太平洋におけるクロロフィル色素量の リモー トセンシングによる
推定:そ の1.ガ シアン曲線による鉛直分布のモデル比とその時空間変
動について
田口 哲,葛 西広海,齊 藤宏明(道 区水産研)
P87.サ ロマ湖におけるアイスアルジーの強光阻害
佐藤博雄,宮 原猛省(東 水大),渡 辺研太郎(極 地研),山 口征矢
(埼玉大)
P38.能 取湖における冬季から春季にかけての植物プランク トン
浅見大樹,伊 沢敏穂,安 富亮平,今 田和史(道 立水産艀化場),
坂崎繁樹(網 走市水産科学センター),川 尻敏文(西 網走漁業
協同組合)
P39. 寒冷地貧栄養湖における13Cと り込みからみた基礎生産
今田和史,安 富亮平,伊 沢敏穂(道 立水産艀化場)
P40. 高感度 ビデオカメラによる深海生物発光の記録
大橋陽三,青 木利文(東 京大 ・宇宙線研)
P41.　 Phytoplankton　 in　the　 Antarctic　 marginal　 ice　 zone
　　　　　　　　　　　 KANG,　 S.　 and　 FRYXELL,　 G.　 A.　 (Dept.　 of　 Oceanography,
　　　　　　　　　　　　　 Texas　 A　&　M　Univ.,　 U,S.A.)
P42.　 Estimate　 of　 natural　 productivity　 of　 acrylic　 acid　 and　 di皿ethyl
　　　　　　　　 sulfide　 during　 a　summer　 bloom　 of　Phaeocystis　 pouchetii　 in　Ant-
　　　　　　　　arCtic　 COastal　 Water
　　　　　　　　　　　YANG,　 H.　 (Second　 Inst.　 of　 Oceanography,　 China),　 McTAGGART,
　　　　　　　　　　　　　A,R.,　 DAVISON,　 A.　 and　 BURTON,　 H.　 (ANARE,　 Australia)
P43.　 An　 ice-active　 substance　 from　 Antarctic　 sea　 ice　 diatoms
　　　　　　　　　　　RAYMOND,　 J.A.　 (Univ.　 of　South　 Alabama,　 U.S.A.),　 SULLIVAN,　 C.W,
　　　　　　　　　　　　　(Univ.　 of　 Southern　 California,　 U.S,A.)　 and　 DeVRIES,　 A.L.(Univ.
　 　 　 　 　 　 　 of　 lmnois,　 U.S.A.)
P44.　 Measurement　 of　 N-15　 isotope　 by　 ion-mass-spectrometry　 method　 and
　　　　　　　　 its　apPlication　 to　nitrogen　 cycling　 and　 new　 production　 studies
　　　　　　　　 in　marine　 enVirOnmentS
　　　　　　　　　　　 JIAO,　 N.,　 WANG,　 R.　 (lnst.of　 Oceanology,　 Academia　 Sinica
China)　 and　 HUANG,　 Q,　 (Be亘jing　 Syntone　 Scientific　 lnstru-
　　　　　　　　　　　　　ment　 Co.,　 China)
P45。 　 Distribution　 and　 abundance　 of　 choanoflagellates　 in　the　 Great
Wall　 Bay,　 King　 George　 Island,　 Antarctica　 in　austra|　 sum田er






In　 situ　 impacts　 of　 UV　 exposure　 on　 productivity,　growth　 and
survival　 of　 Antarctic　 Phaeocystis　 」≧≦幽 ユ　and　 diatoms
　　　 DAVIDSON,　 A.　 and　 MARCHANT,　 H.　 (ANARE,　 Australia)
Seasona]　 yariations　 of　 chlorophyll　 a　and　 phytoplankton　in Grea
Wall　 Bay,　 Antarctica　 in　 l988/1989
　　　 WU,　 B,,　 ZHU,　 M,,　 HUANG,　 F.,　 YU,　 J.　 and　 LI,　 R.　 (First　 Insti-
　　　　　tute　 of　 Oceanography,　China)
Radionuclide　 deposition　 and　 primary　 plant　 succession　 in　 Eu-
rasian　 Arctic
　　　 MARTIN,　 J.L.　 (lnternational　Pla t　 and　 Pollution　 Res.　 Lab.,
　　　　　Estonia)
The　 use　 of　 system　 apProach　 in　 the　 stusimilate　 capacity　 of　 polar
marine　 ecosystems　 with　 respect　 to　 polar　 ecology　 and　 ocean　 monitor-
ing.
　　　 TYSBAN,　 A.V.,　 GLEBOV,　 B.V.　 and　 KORSAK,　 M.N.　 (Inst.　 Global
　　　　　Climate　 and　 Ecology,　 Russia)
D.動 物 プ ラン ク トン ・オキア ミ・魚類
座長 遠 藤宜 成(東 北大),服 部 寛(道 東海大)
P50.南 極 海域塵事脚類 の一－as　Plakarthrium
について







電気生理学 的手法 による動物 プ ランク トン感覚能 の測 定
佐 々木 洋,鈴 木 均(石 巻専修大 ・理 工)
南極端脚 目　Orchomene　 p_Ll　gpsb　の視 物質 発色団 の日周 期変化
針山孝彦(東 北大 ・応情研),寺 北明久(大 分大 ・教育),
MEYER-ROCHOW,　 B.V.　(西 イン ド大 ・実験動物)
サ ウス シェ トラン ド諸島周辺域にお けるナ ンキ ョクオ キア ミ高密 度域 の
形 成機構'
一井太郎(遠 水 研),帯 津直彦(東 京久栄),石 井晴人,永 延幹男
(遠 水研)
サウスシェ トラン ド諸島周辺海域でのナンキョクオキア ミの餌環境につ
いて
川口 創,佐 竹幹雄(日 本水産㈱中央研)
サウスシェ トランド諸島周辺海域におけるナンキョクオキア ミの過去12
年間の体長組成の変化について




川口 創,佐 竹幹雄(日 本水産㈱中央研),崎 谷悦夫(日 本水産㈱)
P57.サ ウスジ ョー ジア島周辺 海域 におけ るナ ンキ ョク オキ ア ミ 地山superba
Danaの 消化管内容物 について
西野康人,河 村章人(三 重大 ・生物 資源)
P58.第26次 南極観測隊 によ って ブライ ド湾及 び グンネルスバン クで採集 され
た貝形虫　(Ostracoda)　 について
蛭田眞一(道 教育大釧 路分校)




道守加代子(環 境研),本 純子(三 洋
P60. 昭和基地周辺での超音波ピンガーによる魚の行動観察の計画について
幕 軍,宮 本佳則,濱 田悦之(東 水大)
P61. The　 effect　 of　 temperature　 on　 the　 kinectic　 activity　 of
phosphofructokinase　and　 hexokinase　 from　 the　 Antarctic　 fish
Trematomus　 bernachii
RODRIGUES,　 E.,　 ROSA,　 R.　 (Brazilian　 Antarctic　 Prograロ,
　　　　　Brazil),　 FUKUCHI,　 M.　 (NIPR,　 Japan)　 and　 BAClLA,　 M.　 (Braziiian
　　　　　Antarctic　 Program,　 Brazil)
P62.　 Purification　 and　 kinectic　 of　 phosphofructokinase　 and　 hexokinase
　　　　　　　　 from　 the　 Antarctic　 fish　 Trematomus　 bernachii
　　　　　　　　　　　　ROSA,　 R.,　 RODRIGUES,　 E.　 (Brazilian　 Antarctic　 Program,
Brazi1),　 FUKUCHI,　 M,　 (NIPR,　 Japan)　 and　 BAClLA,　 M.　 (Braz日ian
　　　　　　　　　　　　　　Antarctic　 Program,　 Brazil)
P63.仙 台湾沖合における　Eupahusia　靡 の底生魚類の餌生物 としての
重要性
山村織生(北 大),稲 田伊史(東 北水研),島 崎健二(北 大)
P64. サロマ湖氷下における橋脚類の日周鉛直移動 と擬餌
服部 寛(道 東海大 ・工),齊 藤宏明(北 水研)
P65.ホ ッキ ョクダラの長期飼育 と産卵および胚発生
桜井泰憲,石 井清彦,矢 部 衛,中 谷敏邦,増 田紀義(北 大・水産),
杉本 匡(浅 虫水族館),西 山恒夫(道 東海大 ・工)
P66.コ マイの血漿滲透圧とNa濃度及びその寒冷適応/
＼ ・ 小笠願 ・佐藤弘和・・州1㈱(埼 玉大)・ 顧 塑 価 地研)
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P67.　 New　 results　 on　 the　 fish　 and　 shrimp　 fauna　 of　 the　 weddell　 and　 Lazarev
　　　　　　　　Sea　 (Antarctica)
　　　　　　　　　　　 GUTT,J.　 (Alfred　 Wegener　 Institute　 for　 Polar　 and　 Marine　 Research,
　　　　　　　　　　　　　Gernany),　 Ekau,　 W.　 (Center　 for　 Tropical　 Marine　 Ecology,
　　　　　　　　　　　　　Germany)　 and　 GORNY,　 M.　 (Alfred　 Wegener　 Institute　 for　 Polar　 and
　　　　　　　　　　　　　Marine　 Research,　 Germany)
P68. Environmental　impact　 on　 Fish
　　　 FANTA,　 E.　 (Univ.　 Federal　 Parana)
E.海 鳥 ・海獣 1420-1540
座長 河村章人(三 重大),清 田雅史(遠 水研)
P69.ア デ リー ペ ンギンの夏期間 の食性:リ ュツオ ・ホル ム湾,プ リンスオ ラ
フ海岸大 陸棚 では ナンキ ョクオキア ミを食 って いる
綿貫 豊(極 地研),森 貴久(京 都大),内 藤 靖彦(極 地研)
P70. 第2回 国際ペンギン会議報告:ペ ンギン研究の動向
上田一生(ペ ンギン会議)
P71. 窒素安定同位体比を利用 したハイイロミズナギ ドリの繁殖地起源 と北上
渡 りルー ト
南 浩史(北 大 ・北洋研)
北大 ・北洋研)
南川雅男(三 菱化成生命研),小 城春雄
P72. 北太平洋におけるハイイロミズナギ ドリの初列風切 り羽の換羽
塩見浩二,小 城春雄(北 大 ・水産)
P73.産 卵期のアカウミガメに見 られた数種類の潜水 タイプ
佐藤克文,坂 本 亘(京 大農),内 藤靖彦(極 地研),田 中秀二,西 井
啓典(京 大農)
P74.ア カウミガメの潜水深度は肺中の空気の量を反映 しているか?
南川真吾(京 大),内 藤靖彦(極 地研),内 田 至(名 古屋港水族館),
日高敏隆(京 大)
P75.プ リビロフ系 キ タオ ッ トセイの冬期回遊の特徴
清田雅史,馬 場徳寿(遠 水 研)　,　LOUGHLIN,　 T.R.,
ANTONELIS,　 G.A.　(米 国海洋漁業局 海生 哺乳類EJD
P76.ロ ス海およびその沖合域における南半球産 ミンククジラの食性と擬餌量
一・井太郎(遠 水研),山 崎麻子(東 海大),加 藤秀弘(遠 水研),藤
瀬良弘(日 鯨研)
P77.　 Preliminary　 studies　 of　 acoustic　 behaviour　 and　 sound　 signals　 of
　　　　　　　　 pygosce|is　 papua　 in　 Antarctica
　　　　　　　　　　　 FAN,　 Z.　 (lnstitute　 of　 Oceanology,　 Academia　 Sinica,China)
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南 極 湖 沼 生 態 系 の 地 球 化 学 的 モ ニ タ リ ン グ
GEOCHEMICAL　 MONITORING　 OF　ANTARCTIC　 LAKE　 ECOSYSTEMS
松 本 原 書(大 要 女 子 大 学 社 会 情 報 学 部)
Genki　 l.　MATSUMOTO　 (Otsuma　 Women's　 University)
　 Them°nit° ・i・g・f　 en・i・…　 en・ ・1…　 diti・ …　 bi・1・gical・ ・mp・・i・i・ns,　 bi・mass　 and　 bi。1。gi、al
activity　 in　 Antar・ti・ 　1・kes　 are　 discussed　 ・ith・g… 　 hemica1　 ・i・・p・i・t
.　 The　 chang,、 　 i,　 ,ater　 lev,1、
,
ice　 thick・ess　 and　 i・ ・t・pic　 rati・ ・　 (δD　 and　 δ ユ80)　 ・eflect　 ・li・atic　 ch、
nges　 i,　 th,　 1、ke　 envi,。 、ment.
Bi°ma「ke「s… 　 chasvari・uski・d・f　 hyd・ ・ca・b・ ・s
,　 f・tty・ ・idsand・t。,。1sare　usef、n。 。。,。t。r
bi°1°gi・a1… 　 p・・iti… 　 i・th・1・k・・　 Chl… 　 phyll－ 旦and　 f・tty　 ・・id　 ・・ncentrati。ns　 ,、y　 be　 usef、1　 、、　a
ma「ke「 　°f　 bi° ・ass・ 　 N・・mal-alken・i・ 　acid/旦 －alk・n・ic　 acid　 rati・ ・　p・・b・bl,　 refl,
、t　 th,　 d,gree　 。f　 th,
dcgradation　 of　 organic　 matter　 in　 the　 lake.
【は じめに】 南極 大陸 は生物 の生存 に対 して極 めて苛 酷な
環境 で,南 極半 島の北 部 を除 き維管束 植物 は分布 しな い.ま
た年平 均気 温が約 一20℃以 下 の　McMurdo　 Dry　Valleysの よ う
な地域 で は,年 間を通 して 湖氷 がみ られ るが,こ れ以 上 の気
温の地域(e.g.昭 和 基地 周辺)で は夏期 に湖水が 完全 に消失
す る.南 極湖 沼 には高 等動植 物が 生存 しない ため,そ の生態
系は比較 的単純 と考え られ る.こ のよ うな地域 の湖沼 に おけ
る環境変動,生 物 組成,バ イ オマ スお よび生物活 動の地 球化
学 的モ ニタ リングにっ いて討 論す る.
【環境変 動 】湖 沼生 態系 は環境条 件の変 化 によ って大 きく
影 響を受 け る.環 境 変動;こ関連 す る因 子 をTABLE　 1に ま とめて
ある.特 に影響 が大 き いの は気 温 であろ う.南 極 の露岩地帯
の夏期 の平均 気温 は,水 の融点 の0℃ 程度 なの で,わ ず か な気
温 の変 動が湖 沼 の水位 に大 き く影 響す る.例 え ばMcMurdo
Dry　VaUeysの バ ンダ湖 の水位 は,過 去 を含め100m以 上変 動 し
て いる と考 え られ る.最 近McMurodo　 Dry　Valleysの 湖 の氷厚
は,温 暖化 によ り年 々減少 して い るとい う報告 もあ る.昭 和
基地周辺 の湖 沼の 場合 には,完 全開 氷 と結氷 の時 期が気 温変
動 の指標 と して有 効で あろ う.ま た,同 位体(δD,δ180)の
測 定 も重 要で あ ろ う.酸 化還 元に っいて は酸 化還 元電位 や溶
存 酸素 のモ ニター が考 え られ る.
【生物組 成 】湖沼 の生 物組成 を明 かにす るに は,直 接生物
を観察す るの が有効 で あるが,バ クテ リアな どの一 部は培 養
が 困難 で ある.こ のよ うな ときに有効 な のが,バ イオマ ーカ
ー の測 定 であ る.種 々の生 物 に特異 的なバ イオマー カーをTA
BLE　1に まとめて あ る.例 え ば,バ クテ リアに特異 的な成 分に
は分岐脂 肪酸 が あげ られ る.こ のよ うに して湖 沼内で,ど の
よ うな生 物 が どの程度寄 与 して いるか を推定す る ことが で き
よ う.
【バ イ オマ スおよ び生 物活動 】腐 植成分 をあ ま り含 まない
湖 沼水 の場合 に は,有 機 炭素 濃度(TOC)が 生物 量を反 映 して
い るといえ る.し か しなが ら,南 極 の塩湖 では一 般にか な り
の腐食成 分が 含 まれ るた め,　TOCが あ ま り有効 ではな い.こ の
よ うな場 合,光 合成 を反 映す る クロ ロフ ィルーaや,脂 肪酸 の
よ うに比 較的分 解 されや すい成 分が生 物量 を反 映 してい る と
いえよ う　(TABLE　 D　 .
【今後 の課題 】南 極に おけ るバイ オマー カーの研究 はあ ま
り進 んで お らず,生 物 との関連 が明確 でな いこ とが しば しば
ある.特 に,一 般 に長鎖 の㌃ アルカ ンや旦一アルカ ノイ ック酸,
またC2gス テロー ルは維管 束植 物 のバ イオマー カー と考 え られ
て いるが,こ れが 南極 湖沼 に もか な り存 在 す る.一 方,長 鎖
の旦一アルケ ン,旦 一ア ルケ ノイ ック酷な らび に3一ヒ ドロキ シ酸
の起源微生 物 も未同 定 であ る.純 粋 培養 した生物 のバ イ オマ
ー カー の研 究 が望 まれ る .
一方 ,化 学成 分 のモ ニ タ リングは,現 時 点 で は化 学分 析 に
よ らざ るをえ ないが,自 動化 の検討 も必 要で あ ろ う.
TABLE　 1.　 GEOCHEMICAL　 MONITORING　 OF　ANTARCTIC　 LAKES
ENVIRONMENTAL　CONDITIONS
　　CIimatic　 changes:　 Lake　 water　 leve1,　 ice　 thickness.
isotopic　 ratios　 (δD　 and　 δ160)
　 Water　 quality:　 Temperature,　electric　 conductivity,
pH,　 DO,　 redox　 potentia1,　 isotopic　 ratios　 (δD　 and
δ160),　 major　 ionic　 components　 (Na,　 K,　 Mg,　 Ca,　 Cl,
　　　 SO4,　 CO3),　 trace　 metals　 (Li,　 etc.)
　 Human　 activity:　 Hydrocarbon　(oil　 pollution),　 halo-
　　　 genated　 organic　 compounds
BIOLOGICAL　 COMPOSITIONS　(BlOMARKERS)
　 Archaebacteria:　Ether　 compounds,　 squalane
　 Bacteria:　 Alkanes　 with　 near　 unity　 odd/even　 carbon
　　　 ratio,　 hop-22(29)-ene,　unresolved　 complex　 mixture
　　　 of　 hydrocarbons,　iso-　 and　 anteiso-alkanoic　ac ds,
　　　 monoenoic　 alkenoic　 acids
　 Cyanobacteria:　Mid-chain　 branched　 alkanes　 and　 al-
kenes,hop-22(29)一－ene,　 polyenoic　 旦－alkenoic　 acids
Diatoms:　 IsoP-C25-diene?,　long-chain　 n-alkanes　 (>Cユ9)
　　　 with　 odd-carbon　 predominance?
Algae:　 Short-chain　 旦－alkanes　 (〈C20)　 and　 alkenes
　 Mosses:　 C28　 sterols,　 10,16-dihydroxy　acids
　 Vascular　 plants:　 Long-chain　 n-alkanes　 with　 high　 odd/
　　　 even-carbon　 ration,　 C2g　 sterols,　 lignin　 phenolic
　　　 acids　 (vanillic,　 syringic,　 R-coumaric　 and　 ferulic
　 　 acids)
B1OMASS　 AND　 BIOLOGICAL　 ACT[VITY






工rans/cis　 E-alkenoic　 acid　 ratio
　 n-Alkanoic　 acids/n-alkenoic　acid　 ratio
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S2
ESTIMATIONS OF MICROBIAL BIOMASS BY DIRECT AND INDIRECT METHODS  IN 
ANTARCTIC SOILS
Manfred BOLTER
Institute for Polar Ecology, WischhofstraBe 1-3, Geb. 12 D-W2300 Kiel 14, GERMANY
     Estimations of microbial biomass in soils can be performed by various indirect and 
direct methods. Direct methods need microscopic inspections of individual parts of the total 
community, indirect methods are based on different cell contents or physiological properties. 
Empirical conversion factots between parameters of cell constituents (e. g. ATP, lipid 
phosphate) and activity parameters (e. g. CO2-evolution, heat production) are generally used for 
calculations of total microbial biomass. Such conversion factors are based on linear 
relationships between those parameters and the biomass. This , however, cannot be expected 
for natural environments with heterogeneous communities. This paper shows data of different 
methodological approaches for estimates of microbial biomass in Antarctic soils. Data are 
derived from contents of ATP and lipid phosphate as well as from CO2 -evolution and micro-
calorimetry using conversion factors from literature. They are shown in relation to direct 
estimates from microscopic analyses. Variability of thereof derived data sets can be attributed to 
general soil properties, such as organic matter contents. The different patterns of those data sets 
give also indications of the physiological states of the actual communities and their 
compositions. This can be seen from variations of various ratics between vindividual 
parameters. Thus, comprehensive data evaluations by different methods become necessary to 
explain the actual properties of the soil samples.
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 MONITORING FOR ALGAE INTRODUCED INTO ANTARCTICA BY HUMAN ACTIVITY
Paul A BROADY', Robert A  SMITH2 & Karl  SAFI1
1 Department of Plant and Microbial Sciences, University of Canterbury, Christchurch 1, 
New Zealand
2 National Institute of Water and Atmospheric Research Ltd, Kyle Street, Riccarton, 
Christchurch 2, New Zealand
      It is a reasonable assumption that propagules of microorganisms have been transported 
to Antarctica by humans ever since we first set foot on the Continent in 1895. It has already 
been shown that introduced fungi and bacteria can be detected in the vicinity of research 
stations and field camps. However, no detailed study has ever been performed to establish 
the numbers and types of algae reaching the Continent. Algae are the biomass dominants and 
therefore it is important to identify potential alien colonists. Although there are so far no 
records of the establishment of introduced species this does not mean this could not happen. 
Experience elsewhere shows that such invasions can occur long after human colonisation. 
For instance, during the last few years an increasing number of New Zealand lakes have been 
invaded by  Hydodiciyon, a recent introduction into the country. In Antarctica there is a need 
for data on the types and numbers of algae being taken there by the human vector. We need 
to know which, if any, of these are being dispersed away from human habitations into the 
natural environment and whether, following dispersal, any are capable of surviving and 
establishing significant populations. We have made preliminary investigations into these 
aspects. Species detected were from a wide range of genera. Several, such as 
 Cylindrospermum and Eustigniatos, are unrecorded in the natural flora. Experiments have 
been performed to assess the ability of some of these to survive simulated Antarctic 
conditions. There is a need for a more detailed, yet simply executed, monitoring programme 
linked to experimental investigations of the invasive potential of dominant alien propagules.
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昭 和 基 地 周 辺 に お け る 藤 類 、 地 衣 類 群 落 の長 期 的 モ タ リ ン グ
A　 long-term　 monitoring　 on　 the　 moss　 and　 lichen　 communities　 in　 the　 Syowa　 Station　 area.
神 田啓 史"》 、 井上正鉄(2)
(D国 立 極地研究所 、(2)秋 田大学・教育
H.　 Kanda"),　 M.　 lnoue(2)
(1)National　 lnstitute　 of　 Polar　 Research,(2)Akita　 Vniversity,　 College　 of　 Education
As　 Part　 of　 the　 Antarctic　 environmental　 monitoring　 near　 Syowa　 Station,　 ecological　 monitoring　 of　 moss　 and　 lichen
communities　 at　 the　 SSSI　 site　 of　 Yukidori　 Valley,　 Langhovde　 has　 been　 carried　 out　 for　 three　 and　 five　 years　 since
the　 establishment　in　 1986.　 No　 remarkable　 change　 was　 found　 in　 lichen　 communities　 in　 quadrats,　 but　 moss
communities　 had　 some　 significant　 changes　 caused　 by　 new　 shoots　 in　 early　 summer　 and　 affected　 by　 sand　 cover,　 sea
birds,　 or　 flood　 waters,　 The　 ecological　 monitoring　 offers　 oPPortunities　to　 pr dict　 the　 variations　 of　 terrestriai
ecosystems　 suffered　 from　 |ocal　 or　 global　 environmenta|　 changes.
極域 の陸上生物 は、環境の 変化 に対 して鋭敏 に反応す るた
め、環 境変化の指 標植物 として重要な役割 を担 ってい る。南
極は地 球上で最 も人為的な影 響が少ない地域 であるので、生
物学 的に、他の地 域のreference　 siteと して よい場を提供 し
てい る。
そ の一方では、 日本の南極 観測 隊(JARE)は1000名 を越え、
研究観 測や生活の ために引 き起 こされた人為 的な影響が問題
にさ れ始めてい る。それはJARE-15あ た りか ら始ま った生 物、
地球 化学的立場で 環境を監視 しよ うとす る長期 的な環境モ ニ
タリングであ った。大気中 のCO2、 メタ ン、窒素酸化物 量の
測定 、湖沼の水 質調査、土壌 細菌、藻類 の定点観測、大形動
物の 個体数の監 視な どで ある。さ らに、 第27次 隊よ りラング
ホ プデの雪鳥 沢におい て蘇 類、地衣類 の監視が加わ った。雪
鳥沢 は南極 条約に基づ く特別科学的関 心地区(SSS|)と して
1987年 に認められ、 これは人為の 影響 を出来 るだけ制限 した
地 域で 南極の現生 の陸上生物を保 護しつつ、研究を続 けて行
くもの である。
目的:本 報告 はSSSI地 区で実施 されてい る蘇類、地衣 類の
生態 学的監視に中心 をおいて、環 境モニ タリングの実際 と問
題点 、今後の方 向づけを考えて い くこ とを 目的 とした。
方法:南 極陸 上生物の研 究プロジ ェク ト 「陸上生 態系の構
造」 が昭和基地 周辺の沿岸 露岩域の ラングホ プデ で、1986年
か ら1989年(JARE-27～29)ま で3年 間 にわたって 行われた。
長期 的環境モ ニタ リングの ために次の調査項 目が 実施 された。
1.第27次 隊において 、地衣類群 落の 永久方形区(30x30cm)
を23箇 所設置 し、長期的監 視を行 った。固着地 衣類Buellia
frigidaの 成長 と リケノメ トリーの測定の ための観測 点を29
箇所 設置 した。 一方、 第29次 隊 において、　Ceratodon　 pur-
pureus,　 Bruym　pseudotriquetrumを 中心 とする蘇 類群 落の永
久方 形区(30x30cm)を24箇 所設置 した。方形区の中の群落
を記 載 し、写真 撮影を定期 的に施 した。
2.蘇 類群 落内の水分 含量を年間測定 し、群落構造 との対応
を調 べた。
3.沢 の水 量を把握す るため、水位監 視の定点が約10箇 所設
け られた。
4.雪 鳥沢の上 、中、下 で群落を取 り巻 く気温、群落温度、
湿 度 、風向、風速 、光量子 などの微気象環境 を測定 した。
5.雪 鳥沢流 域及び ラングホプデの蘇 類、地衣類の分布を明
らか に した。
6.比 較のた め第16次 隊が設置 したラングホプデでの地衣類
群落、 第24次 隊 が設置 した 東オングル島の蘇類群落 の成長の
変化 を観察 した 。
結果:年 間及 び3年 、5年 、10年 後 の植生 の変化 と環境 変化が
解析された。 地衣類の成長の変 化はほとん ど見 られ なか った。
5年 、10年 では固着 地衣類は写真解析の限 り変化は見 られ な
か った。一 方、蘇類に おいて は成 長の変化は年間 において認
め られ、春 先よ り群落表面の くぼみに0.3-2.Ocmの 新緑の芽
が観察 され た。短い生育期間の芽 の発達は種に よって も異な
り、群落の 水分含量、群落の深 さと関係が見 られ た。3年 後
の群落 は写真 解析に よると凹部が若 干新 しい成長で埋 まるな
どの変化が 観察された。5年 後の東オ ングル島 のCeratodonの
群落は ほとん ど変化は見 られ ないが、表面には固着地 衣類が
やや増 えて いるな どの変化 はあ った。 この ように湿 った環境
を好むBryumで は変化は著 し く、乾燥 した環 境を好むCera-
todonで は変化 はほ とん ど見 られな かった。一方、環境 の変
化 としては砂が群落の一部 を覆 うな どが観察 されたが、 これ
は年間 の観 察に よって も見られた。水位の変化 は年によ って
大 きいと思われ るが、 群落の成長に どの程度の 関連が出 るか
は解析 できな かった。 しか し、3年 後 の群落の中には永 久方
形 区が水没 した らし く、四方のペグ も見つ からない箇所があ
った。 また湖沼の 近 くでの方形区はナ ンキ ョクオオ トウゾク
カモメなどの海烏 による撹乱が大 き く、年間 でも変化がみ ら
れ た。地衣類の方 形区の うち積雪が多いため 、発見で きな か
った り、抜 けて いたものがあ った。
考 察:南 極で は成長や環境変化の スピー ドが 非常に遅い とい
う特徴があ るため、年間の変化は少な く、地 衣類では5年 以
内の写真デ ータからでは成長や、生育環境 の変化はほ とんど
見られない。 しか し、蘇類の成長パ ターンは長期的に見 た場
合、理解で きそうである。今後、南極で は地 球規模の気候温
暖化を反映 して、変化の速度が速 まった り、 突発的な変化が
予 想され る。 このよ うな変化に対 して長期的 な監視は重要 で
ある。
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EffectS　 of　Vegetational　 and　 Phenological　 Changes　 on　Spectral　 Reflectance　 in　the　Arctic　 Area
秋 山 侃1)、 井 上 吉 雄1)、 芝 山 道 郎1)、 森 永 慎 介1)、 粟 屋 善 雄2)、 田 中 伸 彦2)
(1)農 業 環 境 技 術 研 究 所 、2)森 林 総 合 研 究 所)
　 　 T.　Akiyamai),　 Y.　Inouel),　 M.　 Shibayama1),　 S.　Morinagai),　 Y.　Awaya2),　 N.　Tanaka2)
　 　 　 　 (　1)Nat'l　 Inst.　Agro-Environ.　 Sci.,　2)Forestry　 and　 Forest　 Prod.　 Res.　 Inst.　)
Changes　 in　boreal　 vegetation　 caused　 by　 earth　 wa㎜ing　 may　 affect　 climate　 in　arctic　 area.　To　 clarify
this　hypothesis,　 the　cooperative　 work　 has　 started　 between　 VTT　 Finland　 and　 two　 institutes　 in　Japan　 since
l990.　 FFPRI　 team　 analysed　 satellite　 data　 to　ascertain　 succession,　 while　 NIAES　 team　 send　 a　4-band　 sp㏄tr()-
radiometer　 to　Finland　 for　measuring　 phenological　 changes　 of　reflectances　 seasonally　 on　 arctic　 vegetation.
As　 the　result　 of　comparative　 analysis　 using　 Landsat/MSS　 data　 acquired　 in　l972　 and　 1987,　 it　was　 clarified　 that
vegetational　 boundary　 was　 not　moved　 during　 those　 15　years.　 However,　 ground-based　 spectral　 measurement
in　north　 Finland　 at　690　 N　detected　 the　change　 of　reflectance　 in　accordance　 with　 the　development　 of　plant
growth　 and　 senescence.
近年の活発 な人間活動 の結果、地球規模生
態系 に様 々なイ ンパ ク トが加 え られてい る。
その中で極域 は地球温 暖化の影響 を最 も強 く
受 ける地域 と懸念 されている。
温暖化 に伴 い、北極域で は植物の生育段階
や期間にズ レが生 じ、長期 的 には大規模 な植
生遷移が進 むこ とが推測 され る。 さらに駒林
らは、 このこ とによってアルベ ドに変化が も
た らされ 、熱収支等 の変化 を介 して北極気団
の形成 に も影響 を与 える可能性 があることを
示唆 した。 この仮説 を検証す るために、1990
年 か らフ ィンラン ド科学技術研究所 との共 同
で、1)人 工衛 星デー タによる経年的な植生変
動 の把握、お よび2)地 上分光セ ンサに よる
フェノロジーの変化 に伴 う分光反射の季節的
変化の把握、に関す る実験 を開始 した。
1)ラ ン ドサ ッ ト画像 による植生の経年的変
動 の解析
ブインラン ド北部の約go㎞ 四方(中 心座標
69°30'N、27°E、1972年9月1日 と1987年7
月18日 取得 のラン ドサ ットMSSデ ー タ)に つい
て、赤 と近赤外波長のデー タを用 いた正規化
植 生指標 を求めて植 生境界 を確認 したが、こ
の15年 間に植生境界の大 きな変動 は認め られ
なかった。今後、既存 の航空写真等 を利用 し、
小 さな変動の生 じた地 点の植生 を確認する。
2)地 上分光 セ ンサ による植 生 の分光反射特
性の季節的変動 の解析
可視2、 近 ・中間赤外各1バ ン ドの反射率
を計測す る野外常置型分光放 射計 をフ ィンラ
ン ドのKevo(69°45'N)に 移送 した。 この
放射計 を6月 か ら9月 まで高 さ4m、 長 さ4
mの 回転 ア ームの先端 に取 り付 け、1時 間毎
の植生 の分光反射 デー タを取得 している。 こ
れ により萌芽 、農業、着蕾、 開花 、着果 、紅
葉、落葉 な ど、植物の生育段 階 に対応 した反
射率の変化が観測 され た。 また 日本国内 にお
いて、可視、近 ・中赤外7バ ン ド携帯 型分光
放射計 によ り、高山の垂直分 布 を利用 して、
フェノロジーを異 にす る寒冷地植 生のスペ ク
トルを測定 した。分光 データを主成分 分析 し
た結果、植生の種類の違いは主 に近赤外 ・中
間赤外の データの変化 に、 また フェノロジー
の違い は可視域の合成指標や中間赤外 の水分
吸収帯 に反映 され ることが判 った。
今後、植生変動 を検出 ・評 価す る上で有効
なスペ ク トル指標 を策定する。 これ らの結果
を用い て、植生か らの反射の量 と質の時 間 ・
空間的変化 を定量的 に推定す るた めのモ デル
を作成す る計画であ る。




DIVERSITY OF  ARC:11C TUNDRA VEGETATION AND  IN'T'ERNATIONAL TUNDRA
EXPERIMENT (ITEX) IN CANADA
Josef SVOBODA
Department of Botany, University of Toronto, Erindale college, Mississauga, Ontario, L5L 
 IC6,Canada
     The Canadian arctic tundra is a young ecosystem which has been developing for only 
some 8,000 to 5,000 years since the retreat of the last  (Wisconsin) continental ice sheet. 
Moreover, short but freqent periods of cold climatic anomalies such as the known Little Ice 
Age (LIA;  – 300 BP) reversed the successional process and reduced, even eliminated the 
vegetation cover in vast regions of the High Arctic. This suggests that arctic plant communities 
are exceptionally sensitive to climatic aberrations and may be highly responsive to the predicted 
climate change. Should the warming trend prevail, areas with early snowmelt and sufficient 
moisture will significantly increase their plant cover and production. However, should the 
warming climate show more extreme amplitude between the periods of  ''warm" and  "cold" 
years, large tracks of vegetation may suffer severe injury during the "cold" phase from which it 
would not be able to recover fast enough during the following short warm period. 
     The international Tundra Experiment (ITEX) was Launched in December 1990 with the 
objectives to establish permanent tundra sites in the circumpolar regions where: a) the extant 
plant communities would be first described; b) timing of phenological events (flowering, 
fruiting, etc.) and changes in composition and productivity of selected species would be 
monitored; attempts will be made to establish relationships between the regional climate and 
species/community responses; c) the microclimate would be artificially ameliorated to simulate 
climate warming (short-term manipulation experiments) , thus "forcing" tundra plants response 
for predictive purposes. 
     In Canada several ITEX sites have been proposed, however, only at three sites the 
phenological monitoring and some manipulation experiments have started. Fuller expansion of 
the Canadian ITEX (CANTEX) program is pending on funding, presently under negotiation. 
The Canadian tundra regions encompass large territory. Consequently, possibility exists for an 
international cooperation in the  CANTEX program.
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FUTURE PROSPECTS FOR MARINE ECOLOGICAL STUDIES
B. J. ROTHSCHILD 
Chasapeake Biological Laboratory, Solomons,  U.S.A.
     The study of marine ecology is redefining its set of critical questions. These essentially 
focus on causes of variability in the standing stock and production of marine organisms. The 
need to understand causes of variability focuses on the interactive development of theory and 
observation. From a theoretical view point much needs to be accomplished particularly with 
respect to a) interactions between physics and population dynamics, b) trophic pathways and, c) 
variability in nutrient flux. 
     Advancing theory, however, requires an observational program targeted on theoretical 
development. To be efficient, the program needs to be organized as a sampling and 
observational system. The system will obviously depend upon acoustic and optical hardware. It 
will be driven by software. This means that special attention will need to be given to 1) models 
capable of at least "nowcasting" physical-biological interactions, 2) flexible hardware 
subsystems taking accout of optimal design configurations, 3) image identification and taxa 
identification components taking into account resolution and variance in identification capability, 
4) data assimilation capabilities, 5) data storage and archiving and, 6) provisions and plans to 
both update hardware and theoretical representations.
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APPLICATIONS OF HYDROACOUSTICS IN MARINE ECOLOGICAL STUDIES: A PERSPECTIVE 
ON THE PRESENT STATUS AND FUTURE DIRECTIONS.
Michael C. MACAULAY
Applied Physics Laboratory, College of Ocean and Fishery Sciences, University of Washington, 
Seattle, Washington, 98195, U.S.A.
      Marine ecological studies of zooplankton and fish can greatly benefit from the application of 
hydroacoustic measurements. These measurements can be accomplished using off-the-shelf hard-
ware and software. Hydroacoustic sampling equipment is widely available utilizing a number of meth-
ods, for example, single beam, dual beam, and split beam systems. Each of these methods have at-
tendant limitations and advantages in terms of the kids of information produced and the costs associ-
ated with the acoustic equipment and the data processing following data collection. Combination of di-
rect samplers (i.e., nets) with hydroacoustic instruments can produce highly productive insight into the 
relationships of organisms and their environment as well as interspecific relations. Autonomous vehi-
cles can be fitted with acoustic systems and other sensors to permit sampling in difficult environments 
(e.g., under ice). This may be of particular importance to obtaining information on distribution of or-
ganisms in a minimally disturbed environment. It is important to note that hydroacoustic observations, 
especially when coupled with other underway or continuous sampling of the environment and biota, 
produce prodigious quantities of data. Effective management of such large data sets requires flexible 
and efficient tools to store, analyze and permit statistical and other comparisons between and within 
sets of observations. This paper presents some examples of currently available tools for making hy-
droacoustic observations utilizing a number of different sensors, how the resulting data can be effi-
ciently managed to allow detailed imaging of acoustic data, and how that information can be extracted 
and related to other observational or analytical data.
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 THE USE OF HIGH FREQUENCY ACOUSTICS IN THE STUDY OF ZOOPLANKTON 
SPATIAL AND TEMPORAL PATIERNS
Peter H. WIEBE and Charles H. GREENE
Woods Hole Oceanographic Institute, Biology Department Woods Hole
     Knowledge of the three-dimensional spatial  structure of zooplankton populations and the 
change in this structure through time is fundamental to studies of the dynamics of plankton 
communities. Although conceptual models portraying the time/space scales of plankton pattern 
and variability exist, data sets required to test their reality are lacking. The development of high 
frequency acoustical systems (-100 khz to 1 mhz) capable of resolving individual zooplankton 
while at the same time capable of mapping substantial ocean volumes is providing investigators 
with new tools to obtain high resolution spatial data. The versatility of bioacoustical systems is 
exemplified by the variety of deployment modalities already in existence; on submersibles, 
ROV's, towed-bodies, net systems, moorings, and buoys. The processing and interpretation of 
bioacoustical data requires substantial development, especially with regard to theoretical models 
of volume backscattering from zooplankton and visualization of the three-dimensional data sets. 





Micro-data　 lo99er　 and　 its　 utilizat1on　f r the　 marine　 ecological　studies
内 藤 靖 彦(国 立 極 地 研 究 所)、 阿 部 宏(ACT)
Yasuhiko　 Naito　 (National　 lnstitute　 of　 Po]ar　 Research),　 Hlroshi　 Abe　 (ACT)
A　very　 small　 type　 of　 data　 logger　 with　 huge　 meロlory　 was　 newly　 developed.　 The　 pur-
Pose　 of　 develoP皿ent　 of　 this　 micro　 data　 lo99el・ 　 is　 to　 increase　 the　 possibility　 of
access　 to　 the　 time　 serial　 data　 on　 marine　 animal　 behavior,　 physiology,　 ecology　 and
their　 environment　 simultaneously　in　 variable　 scale.　 To　 achieve　 the　 porpose,
miniaturization　was　 perfo「med　 by　 adopting　 the　 integrated　 circuit　 that　 was　 custo皿1y
made　 for　 this　 work,　 and　 as　 for　 nlemory　 chip　 4　Mbyte　 flash　 memory　 was　 used.　 The
specification　of　 the　 data　 logger　 is　 (1)size;　 19φx65m　 30g,　 (2)memory　 size;　 512　 Kbyte,(3)d
ata　 port;　 4　 ports.　 As　 regard　 to　 censors,　 variety　 of　 censors　 are　 apPlicable　 to
attach　 to　 the　 data　 logger　 according　 to　 purpose.
は じ め に
魚 類 や 海 鳥 、 海 獣 類 の よ う に 水 中 で 行 動 す
る 動 物 の 研 究 は 、 直 接 観 察 す る こ と が で き な
い た め 大 き い な 困 難 が 伴 う。 研 究 方 法 と し て
期 待 さ れ る の は 、 ① 衛 星 を 用 い て 生 理 、 生 態 、
環 境 情 報 を 遠 隔 的 に 伝 達 す る 方 法 、 ② 小 型 超
音 波 発 信 機 に よ る 伝 送 方 法 、 ③ 魚 群 探 知 機 等
を 用 い て の 遠 隔 観 測 法 、 等 が あ る。 し か し、
こ れ ら の 方 法 は 機 器 や シ ス テ ム が 大 き く な る
た め 、 ま た 常 時 船 で の 追 跡 が 必 要 で あ る た め
現 状 で 野 外 の 観 測 に ま だ 十 分 利 用 さ れ て い な
い 。 現 在 最 も 有 利 な 方 法 は 動 物 体 に 記 録 形 を
装 着 し 回 収 す る 記 録 形 回 収 方 式 で あ る 。 こ の
方 法 は1980年 代 に 本 格 的 測 器 の 開 発 が 進
み 、 比 較 的 大 型 な 動 物 に 広 く 利 用 さ れ て い る。
し か し、 記 録 計 の サ イ ズ が な お 大 き い た め 対
象 動 物 が 限 定 さ れ て い る こ と、 記 録 容 量 が 小
さ い た め 、 微 細 連 続 デ ー タ 取 得 や 多 チ ャ ン ネ
ル デ ー タ の 同 時 取 得 は 困 難 で あ っ た。 こ の た
め の 新 た な 小 型 、 大 容 量 記 録 計 の 開 発 が 望 ま
れ て い た 。
開 発 の 経 過 と 結 果
ICの カ ス タ ム 化 は 専 用ADCを 利 用 し、
設 計 、 動 作 確 認 プ ロ ト タ イ プ 製 作 、 最 終 動 作
確 認 、 最 終 基 板 製 作 の 手 順 で 実 施 し た 。 基 板
は 、 メ モ リ ー(東 芝TC584000FT)を1ヶ 搭 載 、
8ヶ 搭 載 の 二 つ の タ イ プ を 製 作 す る こ と を 前
提 に 二 層 基 板 、 三 層 基 板 を 設 計 し た 。 二 層 基
板 は 裏 表 に 実 装 す る こ と と し 、 片 側 に メ モ リ
ー 、 反 対 側 にADC ,　 水 晶 等 を 実 装 す る こ と
と し た。 三 層 基 板 は 更 に メ モ リ ー 実 装 基 板 を
追 加 し 三 層 と し た。 ま た 、 バ ッ テ リ ー と し て
電 圧 、 容 量 か ら 、 リ チ ウ ムCRI/3N(3
V、160mAh,直 列2ヶ)を 採 用 し た 。 以 上
の 結 果 下 記 の 二 つ の タ イ プ の デ ー タ ロ ガ ー を
完 成 し た 。
(1)0.5メ ガ タ イ プ
外 寸:19φx65m、30g(円 筒 形)
メ モ リ ー 容 量:　 5　 1　2　kbyte
記 録 方 式:デ ジ タ ル 人 力 、 ア ナ ロ グ デ
ー タ4ポ ー ト(内2ポ ー ト ま で
デ ジ タ ル デ ー タ の 入 力 可)
サ ン プ リ ン グ 頻 度:最 小1秒 イ ン タ ー
バ ル で 可 変 イ ン タ ー バ ル
ケ ー ス 材:耐 蝕 ア ル ミ
セ ン サ ー:水 温 、 水 深 、 そ の 他
(2)1.5メ ガ タ イ プ
外 寸:22φx78mm,　 50g(lij筒 形)
メ モ リ ー 容 量:1536Kbyte
記 録 力 式:
サ ン プ リ ン グ 頻 度:
ケ ー ス 材:
セ ン サ ー:水 温 、 水 深 、 照 度 、 そ の 他
マ イ ク ロ デ ー タ ロ ガ ー の 応 用 と 課 題
超 小 型 多 項 目 デ ー タ 収 録 装 置 は サ イ ズ 的 特
性 に よ り、 対 象 生 物 が 大 幅 に 広 が る こ と、 体
内 埋 め 込 み 等 利 用 方 法 が 広 が る こ と、 ま た 記
録 量 が 大 き い た め 、 ア ナ ロ グ 記 録 に 匹 敵 す る
微 細 デ ー タ が 得 ら れ る こ と 、 と 同 時 に 季 節 変
動 を カ バ ー し 得 る 長 期 デ ー タ が 得 ら れ る こ と。
さ ら に は 多 項 目 デ ー タ を 同 時 に 収 録 可 能 な た
め 、 生 理 、 生 態 環 境 デ ー タ を 同 時 に 取 り 込 み
が 可 能 と な り、 多 元 的 解 析 が 口」能 と な る 等 の
特 性 を 有 す る。 今 後 の 課 題 と し て は 小 型 セ ン
サ ー の 開 発 、 回 収 方 法 の 開 発 、 デ ー タ ロ ガ ー
と し て 大 量 使 用 を 可 能 に す る 方 法 の 研 究 等 が
あ る。
一20一
講 演 要 旨
(ポ ス タ ・ー発 表)
　 　 　 Abstracts
　 　 　 　 　 for
Poster　 Presentations
第15回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム
ポ ス タ ー 発 ・表 時 間 割
　　Time　 Schedule　 for　Presentations　 at　Poster　 Session
日 時(Date) 12月9日 12月10日
時 間(Time) A B C D E
1420～ P28 P50 P69
1430～ P29 P51 P70
1440～ P30 P52 P71
1450～ P31 P53 P72
1500^ソ P32 P54 P73
1510～ P33 P55 P74
1520～ P34 P56 P75
1530～ P1 P　l5 P35 P57 P76
1540～ P2 P　l6 P36 P58 P77
1550パ ソ P3 P17 P37 P59
1600～ P4 P18 P38 P60
1610～ P5 P19 P39 P61
1620～ P6 P20 P40 P62
1630～ P7 P21 P41 P63
1640～ P8 P22 P42 P64
1650～ P9 P23 P43 P65
1700～ P　lO P24 P44～ P66～
1710～ P　ll～ P25～
・ ポス ター発表者 は発表番号が付 けられ てい る所定 の展示用パ ネルに、
発 表当 日ので きるだ け早 い時間 に、用意 して きた資料、写真等 を各 自で
貼 って くだ さい。
・発表時間 は一件当 た り10分 間 です。座長 の指示 に従 って くだ さい。
・各セ ッシ ョンの発表予定時間 が終 了次第、資料、写 真等 を各 自で取 り





AND YEAST OF 
BIOCHEMISTRY
SCHIRMACHER OASIS, ANTARCTICA : 
AND MOLECULAR BIOLOGY
Centre for Cellular & Molecular Biology, Uppal Road, 
Hyderabad 500 007, INDIA 
    Analysis of the soil and water samples collected at Schirmacher 
Oasis, Antarctica was initiated in 1985 to establish the identity of the 
microorganisms present in Antarctica, to understand the biological 
basis for their capacity to survive at low temperatures and to evaluate 
their possible application in industry. The bacteria were identified as 
Pseudomonas fluorescens, P.putida,  P.syringae, Micrococcus roseus, 
Planococcus sp., Arthrobacter globiformis, A.pascens, A.protophormiae, 
Janthinobacterium lividum and Sphingobacterium antarcticus; the 
yeasts were identified as Rhodotorula rubra, Bullera alba, Candida 
 humicola,  C.ingeniosa, C.auriculariae and  C.  famata. The taxonomic 
studies have confirmed earlier work on the presence of bacteria 
belonging to genera Micrococcus, Planococcus and Arthrobacter and 
yeasts of the genus Candida and Rhodotorula. It also establishes that 
bacteria of the genus Pseudomonas, Janthinobacterium and 
Sphingobacterium and yeast of the genus  Bulera are also present in 
Antarctica. S.antarcticus has been identified as a new species from 
Antarctica.
    Apart from establishing the taxonomy of the various 
microorganisms attempts were also made to understand the 
mechanism of cold adaptation, with respect to the fatty acid 
compostion, the association of carotenoid pigments with membranes 
and with respect to transcription, translation and the nature of 
enzymes present in them. An increase in the proportion of unsaturated 
fatty acids was observed in the Antarctic bacteria as compared to the 
corresponding mesophilic bacteria. Further the purified carotenoid 
pigment from  M.  roseus was found to interact with membranes and 
rigidify it. It was also observed that the psychrotrophic 
microorganisms were capable of both transcription and translation at 
low temperatures (>50C) unlike the mesophiles and their enzymes were 
cold active and heat labile. The frequency and occurence of plasmids in 
Antarctic bacteria has also been established.
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北 ア ル プ ス 穂 高 岳 に お け る チ ズ ゴ ケ の 分 布 か ら
推 定 し た 残 雪 地 の 拡 大 と 岩 屑 生 産 の 増 加
　　　　 A　 Lichenometric　Study　 on　 Snow　 Patch　 Area　 Expansion　 and
Debris　 Production　Increase　 on　 Mt.　 Hotakadake,　Northern　 Japanese　 Alps
岩 船 昌 起(東 北大学 ・理 ・院)
M.　 Iwafune.　 (Graduate　 Course　 of　 Science　 TOHOKU　 UNIVERSITY)
　　　　　　 Changing　 ground-surface　condition　 controls　 the　 occurrence　of　 -_
Geographicum　 colonies.　 Because　 long　 terln　 snow　 cover　 over　 certain　 duration　 restricts
the　 living　 of　 lichen,　 decrease　 in　 perennial　 snow　 patch　 area　 leads　 to　 increase　 in　 area
occupied　 by　 R.G..　 On　 freeface　 without　 snow　 cover,　 R.G.　 colonies　 come　 to　 ex三stence　 on
rock　 surface　 renewed　 by　 frost　 shattering.　 Lichenometric　study　 thus　 provides　 available
data　 for　 estimation　 of　 changes　 in　 snow　 patch　 area　 and　 debris　 production　by　 frost
shattering　 during　 several　 decades.
チ ズゴケ　(Rhizocar　 on　Geo　1apbigUpt)　 の成 長 は遅 く、時 間 に比 例 して行 なわ れ ると考 え られ
て い る。 ライケ ノ メ トリー　(Lichenometry)　 は、 この ような特 性 を持つ地衣 類 を指 標 と して、地
形 の形成 年代 を相対 的 に明 らか にす る手法 であ る。特 に小 氷期(14～19世 紀 の寒冷 期)の モ レー
ンの編年 にはそ の効 力 を発揮 して きた。
氷 河の後 退 によ り、 構成礫 が安定 して モ レー ンが形成 され る。 その場所 は同時 に氷体 か ら遠 ざ
か る ことによ り、温暖 化(温 度 条件 の変化)・ 乾燥 化(水 分条 件 の変化)す る。地 衣類 にと って
の生育 環境 が大 き く変 化 し、 そ こに生 育 で きる条 件が モレー ンの形成 と同時 に整 ったので、地衣
類 が 生育 を開始す る。 従 って、地衣類 の大 きさを指 標 とす る ことによ り、地 衣類 に とっての生育
環 境 が大 き く変化 した時期(モ レー ンの形 成期)を 明 らかにす ることがで きる。
ラ イケノ メ トリー が示す相 対年代 は、地形 が形成 された時期 を表 すの ではな く、地衣 類が生育
しは じめ た時期 を表す 。地形 の形成(場 所 の安定 化)は 、地衣 類 が生 育す るた めに必要 な条件 の
一 つ で あ り、 それだ けが地衣 類 の生育 開始 を規定 して いるわけで はな い。
積 雪期 間の長 さが チ ズゴケの生育 を制 限 して い るとい うこと　(Haeberli　 et　al.　1979)　 、　小氷
期 か ら現在 にかけて様 々な地域 で気候 の温 暖化 や氷 河 の後退 な どが生 じてい る事実(Grove1988
ほ か)な どを考慮 す る と、 残雪地(越 年雪 渓)の 縮 小 によ りその周 囲 にチ ズゴケの生育 可能 な場
所 が新 たに生 じ、 チ ズゴケが生育 しは しめた可能 性が ある。っ ま り、 ライケ ノ メ トリー を用 いる
こ とによ り、地 形変 化 の他 に過去 の残雪地 の状況 を把握 で きるの であ る。 そ こで本 発表 では、 こ
の仮 説 を検証 す る ことを目的 とす る。
積 雪 の影響 を考 慮 す るため、 ライケ ノメ トリーを行 な う場 所 を① 積雪期 間の 長い残雪 地直上 の
フ リー フェイ スと②厳 冬期 で も雪 に覆 われ ない稜線 近 くの フ リー フェイ スとに分 け た。 ①残 雪地
直上 の フ リー フェイ スでは、最 も残 雪地 に近 い ところで はチ ズゴケが 出現 しな い。 チズ ゴケは、
残 雪地 か らあ る一定 距離離 れ た ところか らは じめて 出現 し、 さ らに残雪 地か ら遠 ざかる に従 い、
チ ズゴケの個 体数 は増加 し、最 も大 きな個体 も大 き くな った。 チ ズゴケが大 き さ(最 大 直径)ご
とに何 個体 い るか とい う出現傾 向を残雪 地か らの距離 ご とに比較 す る と、出現 の山 や谷 は距 離に
関 わ らず、 ほぼ一致 す る ことが解 った。 この傾 向 はい くっかの調 査地点 で認 め られ た。 従 って、
残雪 地 直上 の フ リーフ ェイ スに分布 す るチ ズゴケは、広域 的 に同 様 の変 化傾向 を示 して お り、越
年雪 渓(残 雪地)の 規 模 の年的変化 に対応 して その分布域 を変化 させ てい るもの と解釈 で きる。
② 積 雪 の影響 の無 いフ リー フェイ スで は、凍結 破砕作用 で岩屑生産 が生 じるこ とに よ り、岩 体表
面 が更新 され る。 チ ズゴケ はこの新 しい岩 体表 面に新た に生 育 しは じめ るので 、 ここで得 られた
ライケ ノ メ トリー の結 果 は岩体 表面が更 新 され る時期 、つま り岩 屑生産 が行な われ た時 期 を示 し
た。 これ ら2タ イプの結 果 を一 義的 に比 較す る ことは、残 雪地直上 に分 布す るチ ズゴケ の成 長速
度 が遅 くな って い る可能性 が あ るので難 しい。 そこで、地 形学的 観点、 植物生 態学 的観 点 、気候




Bueユ1ia　 cryptofrigida　sp.nov.と そ の 生 育 環 境 に つ い て
　 　 　 Buellia　 cryptofrigida　sp.nov.　 and　 its　 habitat
　 　 　 　 　 　 　 　 　 in　 the　 Syowa　 StatiOn　 Area
井 上 正 鉄(秋 田 大 ・ 教 育)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M・ 　 INOUE　 (Akita　 Univ.)
Bueユ ユia　 σryptofrigida　sp.　 nov.,　 which　 is　 a　 sterile
counterpart　 of　 Buellja　 frigida　 forming　 a　 "species-pair"t　is　 grow ng
with　 Umbiエicaria　 apriηa　 and　 Rhjzocarpon　fZavum.　 Habitat　 of　 this
co㎜unity　 observed　 in　 the　 ice-free　 areas　 near　 Syowa　 Station　 is　 the
site　 where　 is　 not　 close　 to　 snow-drift　 but　 to　 the　 ice-cap　 or　 its
derivatives.　 The　 main　 factor　 maintaining　 this　 community　 seems　 to
be　 water　 supply　 by　 melting　 water　 from　 the　 ice　 which　 is　 rather　 rare
in　 the　 continental　 Antarctic.
無 性 生 殖 器 官 の 一 種 で あ る 粉 芽 を 有 し 子 器
を つ け な いBuellia　 cryptofri8idatま 、 主 と し
て 大 陸 性 南 極 に 分 布 し、 昭 和 基 地 周 辺 露 岩 域
に お い て も 最 も 普 通 に み ら れ るBuellia　 fri-
gidaと 、 こ れ が 魚 粉 芽 ・有 子 器 で あ る 以 外、
形 態 ・化 学 成 分(地 衣 成 分)と も 良 く 一 致 す
る。 こ れ ら はPoelt(1970,1972)の提 唱 し て い
る"species-pair"を形 成 し て い る と 考 え ら れ 、
前 者 は 従 来 未 記 載 の も の で あ る と こ ろ か ら 新
種 と 見 な し た。
JARE-27に 参 加 し た 演 者 は ブ リ ン ス オ ラ フ 海
岸 日 の 出 岬 か ら 宗 谷 海 岸 バ ッ ダ に か け て の 大
陸 沿 岸 露 岩 及 び 島 齪 の 地 衣 類 を 調 査 し た 際、
日 の 出 岬 ・ブ ラ イ ド ボ ー グ ニ ー パ ・ ス カ ル ブ
ス ネ ス ・ ス カ レ ビ ー ク ハ ル セ ン ・ル ン ド ボ ー
ク ス ヘ ッ タ な ど の 比 較 的 大 規 模 な 露 岩 域 に お
い てBueilia　 cryptofrigidaが 雪 ド リ フ ト と は
異 な り、 大 陸 氷 か ら の 湧 水 に 直 接 影 響 を 受 け
る と 思 わ れ る 地 形 の 宕 石 上 に,Rhizocarpon
flavum及 ひUmbilicaria　 aprinaと 特 徴 的 な 群
落 を 形 成 し て い る 事 に 気 付 い た。
さ ら に、 ラ ン グ ホ プ デ に 建 設 さ れ た 生 物 観
測 小 舎 に 滞 在 し て、11月 中 旬 か ら 翌1月 中
旬 に か け て こ の 露 岩 に お け る 地 衣 類 の 分 布 と
生 育 環 境 を 調 査 し た 際、 先 の 現 象 に 注 目 し て
精査 した とこ ろ、 この 地 域に お い て もハ ム ナ
氷 渥東部 ・八 ツ手沢 源 頭 ・平 頭氷 河 の 末端 部 ・
雪鳥 沢 源頭 で 同 じ群 落 が認 め られ た。 特 にS
SSIに 指定 され て、 地 衣類 を含 め 各種 の陸
上生物 調 査 が 重点 的 に行 わ れ た雪 鳥 沢の 両岸
には源頭 か ら河 口 にか け ての 約2.5Km間 に 多 く
の雪 ドリフ トが形 成 され て い るに も かか わ ら
ず、 それ らか らの 湧 水 に涌 養 され る立地 に は
この 群落 は認 め ら れな か った こ とか ら、 この
群落 は上 述 の立 地 に特 徴 的 に成 立 して い る も
の と思 わ れ る。
この 群 落の 成立 要因 と して は、1)消 長 を繰
り返 す雪 ドリ フ ト下部 と異 な り、 常 に ほ ぼ 同
じ条 件 で生 育 地 を酒養 す る大陸 氷 か らの湧 水、
2)ユ キ ド リ等 の集 団 営 巣地 の影 響 を 受 け な い
水 質、3)周 囲 と比 べ て冷涼 な気 温等 が考 え ら
れ る。 群 落構 成種 の内 で葉 状地 衣のUmbili-
caria　 aprina　 は他 の立 地 にも生 育 して い るが、
そ れ らの 立地 の も のに 比 して地 衣体 の サ イズ
が大 きい とこ ろか ら、 夏期 の降 水 量 が極 端 に
少 ない大 陸性 南極 にお いて 恒常 的 な 水 分の 供
給 が この 群落 成 立 の主 動 要 因 とな っ て い る も
の と思 わ れ る。 湧 水の 影 響 を直 接受 け る地 衣
群 落 は大 陸性 南極 では 比較 的稀 で あ る。
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南,極 キ ン グ ヅ ヨ ー ジ 島 か ら 得 ら れ た2.3の
糸 状 性 緑 藻 類 に つ い て
Some　 filamen七 〇ils　 green　 algae　 frotn　 King　 (i;eor8e　 Island.　 An七arctica
大 谷 修司(島 根大)、 秋 山 優(島 根 大)
S.　 Oh七ani　 (Shil「|ane　 l|nilL・.),　 rvl.　 へ1、iンama　 (Shimane　Unlx,.)
Filamentous　green　 algae　 of　 King　 George　 lsland.　 λntar(1七ica　 was　 studied　 based　 on　 220
satllPles　 collected　 from　 lakes,　 Ponds,　 Pools・ 　 s七reams,　 rnoss　 colonies　 and　 snot's・ 　 k[e
recogn12erl　 koile|la,　 Ra　)hidonelfia,　 Stichococcus・ 　 1'lothrix・ 　 Klebsormidillm,　9二魎 」⊥坦,
Bulhochaete.　Z雌,鯉,　 and魎 　 il1　 七he　 present　 s七ud>・ ムll　 the　 algae
belonglng　 to　 Oedogolliaceae　and　 Zy8nema七aceae　uelle　 no七 　 identified　 to　 specific　 le・"el
due　 圭i[)　absence　 of　 zygospores　 or　 oogonia.　 　 へsmall　 number　 of　 {〕edof?o|11um,　 Bulbochae士e.
S'i　 ro翌vra,　 and　 劃were　 foしm〔{　 mainly　 in　 lakes・ 　 4ZS!」畠_魍 　 and　 しloth|'ix'　 ℃ommonly
occurred　 both　 in　 s士reams　 and　 in　 lakes.　 Green　 snosギ 　 domina七ed　 bき　 Klebsormidiu－ 旦l　was
frequen七1き 　 observed.　(';eographic　 distドibutlon　of　 fllamentous　algae　 f(♪und　 in　 King














湖沼、池、沢、湿地では岸か ら手の届 く範囲で ピ
ペッ トを用いて水垢や土壌とともに藻類を採集した。
蘇苔類 に付着す るものはピンセットを用いて採集 し
た。 採集後は長城基地において1～2日 以内に、藻
体の生体を顕微鏡観察した。
〈結 果 と 考 察 〉
確 認 さ れ た 糸 状 性 緑 藻 類 は、 ヒ ビ ミ ドロ 科Kolie-
⊥⊥三1,」一,S七ichoccocus,Ulothrix,　Klebs-
ormidium,サ ヤ ミ ド[コ科Qd　 ium,　 Bulbochae七e,
ホ シ ミ ドロ 科 酬,　 Spiro　 ・ra,　髄 の10
属 で あ っ た。 分 枝 す る糸 状 体 と して は未 同 定 の 種 類
が氷 雪 藻 と し て1種 類 が 出現 した。 ホ シ ミ ド ロ科 で
は接 合 子 が 、 サ ヤ ミ ドロ 科 で は 雌 雄 性 や 生 卵 器 が 重
要 な 分 類 形 質 で あ る か、 い ず れ の 種 類 も接 合 子 や 生
卵 器 が 形 成 さ れ て い な い た め、 種 レ ベ ル の 同 定 が 不
可 能 で あ った。 しilothrix属 の1種 で は4鞭 毛 性 の 遊
走 子 が 観 察 さ れ た 。 糸 状 性 緑 藻 類 は 湖 、 沢 、 雪 上 に
良 く み ら れ 、 蘇 苔 類 群 落 で は 少 な く、 生 育 場 所 に よ
りそ の 優 占 種 か 異 な っ て い た。 以 下 に 生 育 地 別 に 種
類 組 成 の 特 徴 を 示 す。
〈 湖 沼 〉湖 岸 に は 昭 和 基 地 周 辺 の 湖 沼 に 多 い 藍 藻
の マ ントが 少 な く、 代 わ っ て 緑 藻 類 ホ シ ミ ドロ 科 の
遮,S〕iro。Nra.　 Mou　 eot・ia及 び ヒ ヒ ミ ドロ 科
のUlothrix'な ど 糸 状 性 藻 類 の コ ロ ニ ー が よ く 見 られ
た。　〔[edogO旧 しlmやBti　l　bochaeteは 湖1召 の 水 生 蘇 類 コ ロ
ニ ー 中 に 混 生 し、 細 胞 数 は少 な く、 藻 体 は 付 着 部 を
も っ た短 い 糸 状 体 で あ っ た。 〈沢 〉 流 れ が 緩 く浅 い
沢 で は眺 塑 が 優 占 的 で あ り、 そ の コ ロ ニ ー 中 に 多
くのCostnariumな ど の チ リ モ 類 が 見 られ た。 流 量 の 比
較 的 多 い 沢 で はUlothrixが 優 占 す る 傾 向 に あ った。
〈雪 〉今 回 の 調 査 で は 赤 雪 と 緑 雪 が 多 く見 ら れ た が 、
多 くの 緑 雪 でKlebsormidillmは 優 占 種 と な っ て い た。
本 種 の 糸 状 体 は 短 く断 片 化 し、 付 着 部 は 見 ら れ な い。
栄 養 細 胞 は 幅 が4-5μm、 細 胞 の 長 さ と 幅 の 比 が
2/3～2倍 、 葉 緑 体 は 側 壁 性 で 細 胞 の 約1/2を
被 い ひ と つ の ピ し ノ イ ド を有 す。　Koliella,魎 血 二
donernaとStlchococcし 」Sは優 占 種 と な る こ と は な か っ
た が 、 ほ とん どの 緑 雪 に 出 現 し た。 〈蘇 苔 類 群 落 〉
蘇 苔 類 群 落 で は 藍 藻 類 が 優 占 し、 糸 状性 緑 藻 類 は 少
な くStichococclls,　 Klebsormi[liurnが 少 数 出 現 し・た。
〈 地 理 的 分 布 〉 南 極 圏 で は 緯 度 が 高 くな る に 従 っ
て ホ シ ミ ドロ科 の 藻 類 が 少 な く な る こ と が 知 ら れ て
い る。 今 回 検 出 さ れ た ホ シ ミ ドロ科 の 糸 状 性 藻 類 の
属 は、 亜 南 極 の 島 々 よ り も 少 な く、 東 北 東 に 約70
0km離 れ た シ グ ニ ー 島 に 分 布 し て い る も の と類 似
して い た。 今 回 検 出 さ れ た ホ シ ミ ドロ 科 の 糸 状 性 緑
藻 類Z酬,　 SＬirogyra,　 髄及 び サ ヤ ミ ド1コ
科 のBulbochaeteは 大 陸 性 南 極 か ら報 告 さ れ て お ら ず
キ ン グ ジ ョー ジ 島 が 分 布 の 南 限 で あ る。
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南 極 キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 の チ リ モ 類
Desmlds　 from　 King　 (jeorge　 lsland,　 Alltarctlca
大 谷修司(島 根大)、 中野 武 登(広 島大)
S.　 Oh七ani　 (Shirnane　 Unlv.),　 T.　 Nakano　 (Hiroshima　 Univ.)
Desmld　 flora　 of　 King　 Georgtrr　 lsland.　 へntarc七ica　 was　 studied　 based　 on　 220　 samp|es
collected　 from　 lakes,　 ponds,　 pools.　 streams,　 moss　 colonies　 and　 snows,　 Desmids
recogni2ed　 thr`}ugh　 the　 present　 study　 comprised　 lg　 species　 of　 7　 genera　 such　 as
SPIro七aenia,　C.vllndrocys七is,　Closterium.　Gonatozygon,　Actlnotaenium,　Cosmarium,
S七aurastrum.　 A　genus　 SPirotaenia　s new　 七〇　 the　 desmld　 flora　 of　 へntarctlca.　 　卜10st
of　 desmids　 showed　 the　 world　 wide　 dis士rlbution.　However',　 rare　 species,　 Cosmarl⊥L璽
quadrllobatum　showed　 七he　 ristricted　 dis七ribution　in　 Antarctica.　Desmld　 flora　 of
king　 George　 lslEL【ld　 will　 be　 compared　 with　 those　 of　 other　 localitles　 of　 Antarclca.
〈 は じ め に 〉
海 洋 性 南 極 の 淡 水 藻 類 相 は 大 陸 性 南 極 の そ
れ に 比 べ 豊 富 と 考 え ら れ る が 、 シ グ ニ ー 島 や
南 極 半 島 の 一 部 の 地 域 を 除 い て、 そ の フ ロ ラ
は 未 だ に 良 く わ か っ て い な い。 南 極 半 島 先 端
近 く に 位 置 す る サ ウ ス シ ェ ト ラ ン ド 諸 島 中 最
大 の 島 、 キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 も 淡 水 藻 類 の 研 究
は 断 片 的 な 報 告 が 少 数 あ る だ け で あ る。 大 谷
は1990年11月 下 旬 よ り1991年2月
末 ま で キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 の 長 城 基 地 に 滞 在 し、
フ ィ ル デ ス 半 島 周 辺 の 淡 水 藻 類 相 を 調 査 す る
機 会 を 得 た。 今 回 は こ れ ら の う ち、 接 合 藻 類
の チ リ モ 類 に つ い て 得 ら れ た 結 果 に つ い て 報
告 す る。
〈 調 査 方 法 〉
湖 沼 、 池、 沢 、 湿 地 で は 岸 か ら 手 の 届 く 範
囲 で ピ ペ ッ ト を 用 い て 水 垢 や 土 壌 と と も に 藻
類 を 採 集 し た。 藤 苔 類 に つ い て は ピ ン セ ッ ト
を 用 い て 採 集 し た 。 採 集 後 は 長 城 基 地 に お い
て1～2日 以 内 に 、 藻 体 の 生 体 を 顕 微 鏡 観 察
し た。 生 き た ま ま で は 細 胞 壁 の 模 様 を 観 察 し
に く い 種 類 は6%ホ ル マ リ ン で 固 定 し た 後 、
検 鏡 し た。
〈 結 果 と 考 察 〉
確 認 さ れ た チ リ モ 類 の 属 は、　 SPIrotaenia.
　C>Jlindrocystis,　 Gonato2ygon,　 Closterium,
Actitlot,aenium,　 Cosmarlum,　 Staurastrumの
7属 で 種 類 と し て は19種 類 が 検 出 さ れ た。
こ れ ら の う ち 魎 ⊥ae川a属 は 南 極 地 域 か ら 初
め て の 報 告 で あ る。
チ リ モ 類 は 湖 、 池 、 沢、 湿 地 、 お よ び 蘇 苔
類 群 落 か ら 採 集 さ れ た。 多 く の 個 体 を 採 集 で
き た 所 は、 湖 で は 、 湖 岸 に 生 え る 水 生 蘇 類 群
落 中、 沢 で は、 流 れ が 緩 い 所 に 生 育 す る 糸 状
性 緑 藻 類 、　 Zygherna　 Sp.の コ ロ ニ ー 中 で あ っ
た。 今 回 広 範 囲 に わ た っ て 多 数 の 雪 を 観 察 し
た が 他 の 南 極 地 域 か ら 報 告 の あ る 氷 雪 藻 類 の
MesotaeniumやAnc　 'ionemaは 検 出 さ れ な か っ た。
今 回 検 出 さ れ た チ リ モ 類 は 広 分 布 を 示 す 種
類 が 多 く、 そ れ ら の 形 態 は 他 の 地 域 か ら の 報
告 と 良 く 一 致 し て い る。 こ れ ら の う ちCosma-
rium　 quadarllobatunl(まThere2ien　t　 Coute
(1977)に よ り ケ ル ゲ レ ン 島 か ら 新 種 と し て 報
告 さ れ た 種 類 で、 今 回 が2度 目 の 報 告 で あ り、
現 在 の と こ ろ 亜 南 極 と 海 洋 性 南 極 に 分 布 が 限
ら れ て い る。
今 回 の 調 査 に よ り キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 が 分 布
の 南 限 と な っ た 種 類 はCiost.erit.im　 arvulumな
ど7種 類 で あ る。　 Spirotaenia属 は こ れ ま で 南
米 南 端 の テ ィ エ ラ デ ル フ ェ ゴ が、 分 布 の 南 限
で あ っ た 属 で 、 南 極 地 域 で 初 め て の 報 告 で あ
る。 今 回 得 ら れ た 藻 体 は、 栄 養 細 胞 は 長 さ3
2-48μm、 幅6-7μmで 葉 緑 体 は1回
螺 旋 を 巻 き 先 端 部 は 肥 厚 し、 ピ レ ノ イ ド は ひ
と つ で あ る。 こ の 形 態 は こ れ ま で に 記 載 さ れ
た 種 類 と は 一 致 せ ず、 新 種 の 可 能 性 が あ る。
Spirotaenia属 の 栄 養 細 胞 は 固 定 標 本 で は 細 胞
壁 が 壊 れ て し ま う た め 同 定 が で き な い こ と か
ら 他 の 地 域 で 検 出 さ れ な か っ た 可 能 性 が あ り、
キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 特 産 と は 考 え に く く 周 辺 の
地 域 で の 調 査 が 待 た れ る。
南 緯62度 の キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 と、 東 北 東
に700km離 れ た 南 緯61度 の シ グ ー 島 の
チ リ モ 類 の 種 類 組 成 を 比 較 し て み る と、 種 類
数 は そ れ ぞ れ19種 と25種 類 で あ る が、 そ
の う ち 共 通 種 は わ ず か6種 類 で 他 の 種 類 は そ
れ ぞ れ 一 方 の 島 で し か 見 つ か っ て い な い。 大
陸 性 南 極 の 昭 和 基 地 か ら は8種 類 が 報 告 さ れ
て い る が、 キ ン グ ジ ョ ー ジ 島 と の 共 通 種 は3
種 類 で あ っ た。 今 の と こ ろ、 こ れ ら3地 点 に




Effects　 of　 temperature　on the　 photosynthesis　of　 the　 Antarctic
　 　 　 　 　 　 　 　 　 green　 alga,　 Chlorella　vulgaris
長 島 秀 行1)、 林 直 里1)、 大 谷 修 司2)、 百 瀬 春 生1)
(1)東 京 理 科 大 ・ 基 礎 工 、2)島 根 大 ・教 育)
H.　 Nagashima1〕,　 N.　 Hayashi1〕,　 S.　 Ohtani2)　 and　 H.　 Momose1).
　 　 　 　 　 (　 1)Science　 Univ.　 Tokyo,　 2)Shimane　 Univ.)
　 　 　 The　 unicellular　green　 alga,　 Chlorella　vulgaris　 SO-26,　 was　 isolated
from　 a　 site　 near　 Showa　 Station,　 Antarctica.　The　 photosynthetic　O2　 evo-
1ution　 of　 the　 alga　 at　 20　 °C　under　 10,000　 1ux　 illumination　was　 comp red　 with
that　 of　 mesophilic　alga,　 ⊆.　 vulgaris　 IAM　 C-133　 isolated　 from　 Sendai,　 Japan.
The　 strain　 SO-26　 can　 photosynthesize　b twe n　 O　 -　 35　 °C,　 with　 an　 optimum　 at
20　 °C.　 On　 the　 other　 hand,　 strain　 C-133　 can　 photosynthesize　be wee 　 5　 -　 45
℃,　 with　 an　 optimum　 at　 35　 ℃.　 When　 the　 two　 strains　 were　 heated　 to　 40　 °C　for
30　 min,　 only　 strain　 SO-26　 10st　 its　 photosynthetic　activity　 at　 20　 °C.　 After
freezing　 them　 at　 -20　 0C　 fbr　 5　 hr、 　 only　 strain　 SO-26　 retailled　 its　 photo-
synthetic　 activity.　 These　 results　 show　 that　 an　 Antarctic　alg ,　 Chlorella
vulgaris　 SO-26　 has　 psychrotolerance　and　 freeze　 tolerance　properties.
南 極 大 陸 に 見 ら れ る コ ケ 類 や 湿 っ た
土 壌 表 面 に は 微 細 藻 類 が 生 育 し て お り、
そ の 生 育 温 度 環 境 は 夏 期 は20℃ 前 後 か
ら 冬 期 は 一40℃ に も 及 ん で い る。 わ れ
わ れ は、 こ れ ま で 南 極 マ イ ア ー ズ 湖 周
辺 よ り、　 Chlorella　 sp.82A、 　 Stichoco
ccus　 bacillaris　 8212を 、 南 極 昭 和 基
地 周 辺 よ り、　 S.　 bacillaris　 SO-24、
Chlorella　 vulgaris　 SO-26な ど を 分 離、
培 養 し て き た。 そ の う ち82A、8212株
は、 と も に0℃ ～40℃ で 光 合 成 活 性 を
示 し、 最 適 温 度 は 約30℃ で あ っ た。 そ
れ に 対 し、 温 帯 産 の 緑 藻　Chlorella
pyrenoidosaIAMC-28　は0℃ ～45℃ で
光 合 成 活 性 を 示 し、 最 適 温 度 は35℃ で
あ っ た。
今 回 は20℃ で 培 養 し たChlorella
又幽SO-26株 の 温 度 特 性 を 常 温 域
(仙 台 市 産)の 同 種IAMC-133株 と 比
較 し た。 光 合 成 活 性 は ク ラ ー ク 型 酸 素
電 極 を 用 い、pH7.0に 調 整 し た 藻 体 混
液2m1に 、 タ ン グ ス テ ン ラ ン プ で
10、000Luxの 光 を 照 射 し、 生 ず る 酸 素
量 よ り求 め た。 そ の 結 果 、SO-26株 の
光 合 成 活 性 は0～35℃ の 範 囲 に あ り20
℃ が 最 適 で あ っ た が、C-133株 は5～
45℃ の 範 囲 に あ り35℃ が 最 適 で あ っ た。
ま た、40℃ で30分 の 熱 処 理 後 、20℃ で
光 合 成 活 性 を 測 定 す る と、 温 帯 産C-
133株 は 活 性 を 示 し た が、 南 極 産 のSO-
26株 は 活 性 を ま っ た く 失 っ た。-20℃ 、
5時 間 の 凍 結 処 理 を す る と、 同 じ く20
℃ でSO-26株 は 光 合 成 活 性 を 示 し た が、
C-133株 は 活 性 を ま っ た く 失 っ た。
以 上 の こ と か ら、 光 合 成 活 性 の 比
較 で は、 南 極 産 の 緑 藻　Chlorella　 vul
ggPt　 SO-26株 の 方 が 温 帯 産 の 同 種C-
133株 よ り 耐 冷 性、 耐 凍 性 を 持 っ て い
る こ と が 明 ら か に な っ た。
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Lake　 Kirkkolahati　 (フ ィ ン ラ ン ド)の ケ イ 藻 植 生
　　　　　　　Diatom　 Community　 of　Lake　 Kirkkolahati　 (Finland).
井 上 知1),小 林 艶 子1),福 島 博2),藤 田 晴 江3),
(1)横 浜 市 立 大 学,(2)藻 類 研 究 所,(3)神 奈 川 公 衛 試
　　　　　　　　　　S.Inoue1,　 ,　T.Ko-Bayashi1),　 H.Fukushima2}　 ,　H.Fujita3)
(1)Yokohama　 City　 Univ.,　 (2)Phyco1.　 Res.　 Inst.,　 (3)Env.　 Ana1.　 Inst.　 Kanagawa.
　　Lake　 Kirkkolahati　s　 located　 in　 latitude　 63°degrees　 north　 of　 Finland.　 On　 2　 September　 1988,　 seven
samples　 of　 attached　 algal　 assemblages　were　 collected.　The　 species　 found　 commonly　 were　 many　 Eunotia
species　 and　 Frustulia　 rhomboides　 which　 implies　 the　 progression　of　 distrofication.
In　 this　 study,　 diatom　 florae　 were　 reported　 through　 these　 samples.
Lake　 Kirkkolahati　 は フ ィン ラ ン ドの北 緯 約63° に 位 置 してい る。1988年9月2日,倒木,石 水 草
瓶 に 付 着 し て い る藻 類 標 本7本 を採 集 し た。 これ らの 試 料 に は　Eunotiaの 種 が 多 く　、　 Frustulia　 rhomboides
の 個 体 数 も 多 く,腐 植 栄 養 化 が 進 行 して いる こ とが 推 定 で き る。 今 回 は上 記 の諸 試 料 の ケ イ藻 植 生 にっ い て報
告 す る 。
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King　 George　 Island　 の ケ イ 藻 植 生
　 Diatom　 Comrnunity　 of　 King　 George　 Lsland　 (Antarctica).
福 島 博1),大 谷 修 司2),小 林 艶 子3),藤 田 晴 江3),
(1)藻 類 研 究 所,(2)島 根 大 ・教 育,(3)横 浜 市 立 大 学,(4)神 奈l
　　　　　　　　　　　　　　　 H.FukushimaD　 ,　S.Ohtani2),　 S.Ko-Bayashi3),　 H.Fujita`)
(1)Phyco1.　 Res.　 Inst.,　 〔2)Shimane　 Univ.　 (3)Yokohama　 City　 Univ.,　 (4)Env.
1公 衛 試
　An l.　 Inst.　 Kanagawa.
　　In　 1990　 and　 1991,　 220　 samples　 of　 algae　 were　 collected　 in　 King　 Gerge　 Lsland　 (the　 Antactic).
Diatom　 florae　 were　 investigated　in　 various　 habitats.　The　 species　 which　 distributed　w dely　 in
King　 George　 Island　 were　 as　 follows.
研 究 者 の1人 、大 谷 修 司 が　King　 George　 Island　 (南 極)で1990年11月よ り1991年2月 の 間.に採 集 し
た220の 標 本 で あ る。 ど の よ う な生 育 地 に ど の よ うな ケイ 藻 植生 がみ られ るか を予 報 と して報 告 す る 。
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高 お よび低 浸 透圧 下にお け る 南極産山na』 魁 ⊥a　sp.の 形 態 変化
Morphological　changes　 Antarctic　 Dunall9⊥ 」a　sp.exposed　 to　 hyper　 of　 hypotonic　 shock
綿 貫知 彦L>,中 村澄 夫2',松 下和 弘3),加 藤 賢L"4)
(1)神 奈 川衛 研 ・環 境,2)神 奈 川 歯科 大 ・生物,3)埼 玉 医科 大 ・医動 物,4)国 立予 研 ・ウイ ル ス2部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 T.　WatanukiD,　S.　Nakamura2),　 K.　Matsushita3),　K.　Kato4)
(1)Kanagawa　 Pref,Pub.Health　L b., 2)Kanagawa　 Dental　 College,　 3)Saitama　 Medical　 School,　 4)Nationa
l　Inst.　 Health
　 Cells　 of　 the　 genus　 Dunaliella　 do　 not　 posess　 a　 rigid　 cell　 wall,　 which　 sre　 enclosed　 by　 a　 thin
elastic　 plasma　 membrane　 and　 thefefore　 respond　 rapidly　 to　 changes　 in　 osmotic　 pressure　 by
adjusting　 its　 celt　 volume.　 The　 alga　 osmoregulates　by　 va ingits　 its　 intracellular　concentration
of　 glyce∫ol　 in　 resepose　 to　 the　 extracellular　osmotic　 pressure・ 　 Electron　 micrograps　 of　 Antarctic
pg旦a⊥ エg⊥⊥a　 sp.　 made　 by　 fixing　 within　 5　min　 after　 hyper　 or　 hypotonic　 shock　 revealed　 ∫emarkable
changes　 in　 the　 g∫oss　 shape　 of　 the　 cells　 and　 organelles,　 In　 hypertonic　 shock,　 disproportinal
shrinkages　 of　 the　 cytplasm　 with　 respect　 to　 the　 chloroplast　 were　 prominent・ 　 In　 hypotonic　 shock,
the　 celis　 rounded　 up　 and　 sweUed　 and　 their　 voium　 were　 46%　 of　 control　 in　 addition,　 the　 numb{}∫ 　of
vacules　 exce{}ded　 oner　 that　 in　 control.
　During　 the　 2　hr.　 exposues　 to　 hypotonic　 shock,　 the　 glycerol　 content　 gfadually　 reduced　 37%　 to　 its
original　 content,　 and　 during　 the　 hypertonic　 shock,　 giycerol　 content　 increase　 to　 140%　 the
original　 content.　 Changes　 in　 ultrastructure　and　 glyce ol　 content　 in　 the　 alga　 observed　 following
hyper　 or　 hypotonic　 shock　 are　 rapid　 and　 transient　 and,　 so　 for　 the　 reiationship　between thes 　 two
changes　 is　 not　 known,　 but　 could　 be　 involved　 in　 the　 triggering　 of　 metabolic　 reactions.
睡 」」_a属はcell　 wat1を 欠 き,薄 いelastic　 plasma　 membrane　 で 細 胞 は 包 ま れ て い る.そ の た め 高 ま
た は 低 浸 透 圧 に 曝 され る と,た だ ち に 水 分 の 出 入 りに よ っ て.一 睡寺的 に 細 胞 容 積 を増 減 さ せ た 後,高 浸 透 圧 下
で はgiycerolを 合 成 し,低 浸 透 圧 下 で はglycerolを 分 解 し細 胞 容 積 を 元 に戻 す こ と が知 られ て い る 。
方 法
培 養 方 法:　 3%NaClのJohnson　 et　al.,(1968)　 の 培 地 を用 い,pH8.0,照 度8000Lux,光 周 期12L:12Dで1000
mlの 培 養 瓶 でmiiiPOfe　 filter(0.4　 μm)を 用 い て 通 気 し,南 極 産P.　sp.　 を培 養 し た.
対 数 増 殖 期 の 細 胞 を3%か ら6%NaClへhypertonic　 shockお よび3%か ら6%NaClのhypotonic　 shockを そ れ ぞ
れ 与 え 実 験 材 料 と し た 。
形 態 観 察:光 学 お よ びosmium　 tetroxideお よ びglutaraldehydeで 二 重 固 定 し電 顕 で 観 察 し た.
細 胞 内glycerolの 観 察:細 胞 内 のglycerol量 の 増 減 を主 と して'H-　 NMR(核 磁 気 共 鳴 分 光 法),さ ら に13
C-glucoseの 取 り込 み に っ い て はi'C-NMRで 測 定 した 。　iH-NMRは270MHz,33k　 date　 point　 で 繰 り返 し7　 sec,
積 算63回,　 L3C-NMRは67.7MHz,　 date　 point　 3.　2K,　 flip　 angie　 45　 パ ル ス幅4.0で 繰 り返 し2.Osec.,積 算
26000回 で 行 っ た 。
結 果 と 考 察:hypertonic　 shockで は 細 胞 容 量 は3%時 の0.7に 減 少 し,　hypot・nic　 shock　 で は1.46に 増 加 し
た 。 こ れ ら細 胞 容 量 変 化 に お け る 電 顕 に よ る 微 細 構 造 の 観 察 で はhypotonic　 shock　 で 特 徴 的 で あ る 。 す な わ
ち,核 の 周 辺 に あ るvacuole　 の数 が 増 加 し,　ER(Endoplasmic　 Reticulum)がvacuole間を 連 絡 して い る の が
観 察 で き た 。　hypertonic　 shock後2時 間81ycerol量 は3%時 に 比 して1.40に 増 加,　 hypotonic　 shock　 で は3%時
の0.37に 減 少 した 。 な お,高 お よ び 低 浸 透 圧 の 際glycerolの 細 胞 外 へ 漏 れ ば 観 察 さ れ な か っ た 。　glycerol量
の 細 胞 容 量 の 増 減 に よ る 浸 透 圧 ス ト レ ス に 対 す る 応 答 の 結 果 で あ る が 本 研 究 で 認 め ら れ た 形 態 変 化 が
glycerol量 の 変 化 と 機 能 変 化 と ど の よ う に 関 連 す る か は 今 後 の 問 題 で あ る 。
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A.　 OGUNI　 (　Kobe　 Tokiwa　 Coll.)　 and　 E.　 TAKAHASHI　 (　Yamagata　 Univ.)
1ater　 samples　 were　 collected　from　 surface,　 middle　 and　 bottom　 layers　 at　 Lake
Hunazoko(69°26'45"S,39.34'E).LakeSuribati(69°29'20"S,39641'E)in
Skarvsnes　 ice　 free　 area,　 Lake　 Nurume　 (69° 　 13'　 30"　 S,　 39°　 40'　 10"　 E)　 and　 Lake　 Zakuro
(69° 　 10'　 40"　 S,　 39°　 38'　 40"　 E)　 in　 Langhovde　 ice　 free　 area,　 Antarctica　 in　 1983-1984.
The　 samples　 were　 examined　 using　 both　 light　 and　 electron　 microscope.　A　 olal　 of
thirty-three　 taxa　 of　 the　 algae　 including　 marine　 species　 were　 found　 in　 samples　 from
the　 four　 lakes;　 Cyanophyceae　3,　 Chrysophyceae　 l,　 Bacillariophyceae　 26,
Chlorophyceae　 3.　 Among　 these　 taxa,　 bacillariophycean　taxa　 were　 abundant　 in　 samples
especially　 from　 the　 bottom　 layers　 of　 the　 lakes.
　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 Table　 1.　 Algal　 taxa　 found　 in　 samples　 from昭 和 基 地 周 辺
の 塩 湖 の う ち.ス カ ル ブ ス ネ　 　 salt　 lakes　 near　 Syowa　 station,　Antarctica.
ス の 舟 底 池,す り ば ち 池,ラ ン グ ホ ブ デ の ぬ
る め 池,お よ び ざ く ろ 池 の 藻 類 を 報 告 す る.
塩 湖 の 藻 類 に っ い て,秋 山(1974),綿 貫 ・大
野(1975,1976),HIRANO(1983)の報 告 が あ る.
【材 料 と 方 法 】採 集 地 点,採 集 日.お よ び 採 集
試 料 は 次 の と お り で あ る.舟 底 池:1983年9月
13日,表 層 水:同 年11月21日,表,底 層 水 お
よ び 氷:1984年1月18日,上.中,底 層 水;
同 年2月16日,底 層 水.す り ば ち 池:1983年9
月13日,表 層 水;同 年11月22日,表,h.中,
底 層 水;1984年1月16日,上,中,底 層 水.
ざ く ろ 池:1983年8月23日,上,中,底 層 水
お よ び 氷.ぬ る め 池:表,ヒ(水 深1.2,2,
6m),中(水 深12m),底(水深20m)層 水.水
試 料 は ハ ン ドポ ン プ を 用 い て0.52ポ リ エ チ
レ ン 瓶 に 採 取 し,採 取 直 後 に ホ ル マ リ ン で 固
定 し た.ま た 試 料 の 一 部 を 室 外 ま た は 室 内 に
放 置 し.数 週 間 ま た は 数 か 月 後 に ホ ル マ リ ン
で 固 定 し た 。 こ れ ら の 試 料 を20ま た は40m¢ に
濃 縮 し.光 顕 な ら び に 電 顕 観 察 に 供 し た 。 な
お ケ イ 藻 の 観 察 の た め 試 料 の 一一部 を 通 常 の 方
法 で 酸 処 理 し た 。
【結 果 】　Table　 1に 示 す よ う に,ラ ン 藻3種,
黄 金 藻1種,ケ イ 藻26種 類 お よ び 緑 藻3種 の
合 計33種 類 が 見 い だ さ れ,い ず れ の 池 に お い










Charcotia　 australis　 (KARST.)　 M.　 PER.
C.　 irregularis　 M.　 PER.
Cocconeis　 imperatrix　 A.　 SC}IIMIDT
Coscinodiscus　codecipiens　 GRUN.
C.　 pseudodenticulalus　KARSTEN
Diploneis　 subcincta　 (A.　 S.)　 CLEVE
Fragilariopsis　antarctica　 (CASTR.)　 HUSTEDT
F.　 curta　 (V.H.)　 HUSTEDT
F.　 rhohmboides　 (EHR.)　 DE　 TONl
Hyalodiscus　 scoticus　 (KUTZ.)　 GRUN.
Melosira　 sol　 (EHR.)　 KUTZ.
Navicula　 capitata　 var.　 hungarica　 (GRUN.)　 ROSS
N.　 directa　 Y.　 SMITH
N.　 cryptocephala　var.intermedia　GRUN.
N.　 halophila　 (GRUN.)　 CLEVE
亙.　 muticopsis　 VAN　 HEURCK
Nitzschia　 sp.
Pinnularia　 quadratarea　 var.　 capitata　 HEIDEN
P.　 quadratarea　 var.　 soederlundii　 CLEVE
P.　 cyamatopleura　W.　 &　G.　 S.　 WEST
Stauroneis　 anceps　 EHRENB.
Synedra　 ulna　 (NITZSCH)　 EHR.
Trachyneis　 aspera　 (EHRENB.)　 CLEVE







DESERT-STEPPE LICHENS AND OTHER SOUTHERN  LICHENgSPECIES 
IN THE SIBERIAN  SUBARCTIC,  PLATEAU PUTORANA 
Michail ZHURBENKO 
 Komarov Botanical Institute,lab.of lichenology and bryology, 
Prof.Popov  str.,2,197376,RUSSIA
     The subarctic Putorana plateau is the northernmost part of 
the Middle Siberian Upland.The  known  lichen flora of Putorana 
plateau comprises  437 species (Zhurbenko 1989).Some of the lichen 
species of this area are not subarctic but of  desert-steppe,nemo-
ral or otherwise  "southern"main distribution types.The species 
with this remarkable distribution are: Aspicilia transbaicalica 
 Oxn.,Dermatocarpon vellereum  Zsch.,Heppia  lutosa(Ach.)Nyl.,Norman-
dina  pulchella(Borr.)Nyl.,Phaeophyscia  hispidula(Ach.)Moberg,Pso-
rula rufonigra(Tuck.)G.Schneider,Toninia  tristis(Th.Fr.)Th.Fr. 
subsp.asiae-centralis(Magnusson)Timdal (Timdal 1991).The findings 
presented here supports the hypothesis of floristic relations 
between the Putorana plateau and the mountains and highlands of 
Central Asia,which are connected by the Middle Siberian  Upland_ 
The latter include the mountain regions of Altai,Kuzneckoe Upland, 
Saiany,Sangilen Upland and Baikal'skii Range,the only areas from 
where the species were formely  knowfn,in the Middle Siberia.Some 
of the species are,in the Putorana mountains,restricted to the 
small,dry steppelike habitats on the southern slopes of the upper 
forest and subalpine belts. 
     References: Timdal,E.1991.A monograph of the genus Toninia 
(Lecideaceae,Ascomycetes).Opera Botanica 110. - Zhurbenko,M.P. 
1989.Materies ad lichenofloram planitiei elatae Putorana.Novitates 
systematicae plantarum non vascularium.Tom.26: 110-115.
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南 極 産 ラ ン ソ ウ 類 の 浸 透 調 節 に つ い て
　 　 　 Os■oregulation　 of　Cyanobacteria　 obtaired　 trom　 Antarctica
清 水 晃(奈 良 女 子 大),綿 貫 知 彦(神 奈 川 県 衛 研),木 村 憲 司(前 沢 工 業)
SHIMIZU,A.　 (Nara　 Women's　 Univ.),　 WATANUKI,T.　 (Kanagawa　 Pub.　 Health　 Lab.)
　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 and
　　　　　　　　　　　KIMURA,K.　 (Maezawa　 |nd.　 Inc.,　 Res.　 Dev.　 Dep.)
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Record　 of　 I.andscope　 and　 Biota　 Evolution
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Maritime　 AntarCtiC
in　 Lake　 Sediments　 of
TATUR,　 A.　 and　 VALLE,　 Del　 R.
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昭 和 基 地 周 辺 の 沿 岸 露 岩 域 に お け る 陸 生 節 足 動 物 相
　　　 　 Terrestrial　 arthropod　 fauna　 in　 the　 ice-free　 coastal　 Syowa　 Station　 area.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 East　 Antarctica
菅 原 裕 規(北 大 ・環 境)大 山 佳 邦(極 地 研)福 田 弘 巳(北 大 ・ 環 境)
　　　　　　　　H.　 SUGAWARA　 (Envir.　 Sci.,　 Hokkaido　 Univ.),　 Y.　 OHYAMA　 (NIPR)
　　　 　　　　　 　　　　　 　　　H.　 FUKUDA　 (Envir.　 Sci.r　 Hokkaido　 Univ.)
During　 the　 28th　 JARE's　 survey,　 twelve　 terrestrial　arthropods　 were
collected　 from　 eleven　 ice-free　 coastal　 areas　 near　 Syowa　 Station　 in　 East
Antarctica.　 In　 addition　 to　 three　 prostigmatic　mites　 (N∂norches亡es
an亡arcticus,　Tydeus　 erebus,　 Pro亡ereロne亡es　 minu亡us)　 previously　record d
in　 the　 terrestrial　arthropod　 fauna　 of　 Syowa　 Station　 area,　 one
crYPtostigmatic　mite　 (An亡arc亡ico1∂ 　MeYeri),　 six　 prostigmatic　mites　 (N.
bellus,　 N.　 1alae、 　 N.　 sp.　 ,　 T.　 sp.　 t　 Eupodes　 sp.　 .　Stereotydeus　meyerO、
one　 springtail　of　 wingless　 insect　 (Friese∂ 　grisea)　 and　 one　 psocopteran
of　 winged　 insect　 (Liposcelis　sp.)　 were　 newly　 found.
低 温,乾 燥,強 風 な ど の気 象 条 件 が 厳 しい大 陸 性 南 極
地 帯 に属 して い る 昭和 基 地周 辺 の 沿 岸露 岩域 で は,気 候
の 穏 やか な 亜 南 極 地域 や海 洋 性 南 極 地 帯 の露 岩 域 に比 較
す る と陸 生 節 足 動物 相 は 充分 に明 らか に さ れ て い ない.
第28次 南 極 地 域 観 測 隊 に 参加 した菅 原 は,昭 和 基 地 周 辺
の沿 岸 露 岩 域 に お い て 陸 生節 足動 物 相 を 調査 し,新 たに
多 くの 種 を 発 見 した の で結 果 を報 告 す る.
【方 法 】 調 査 は,昭 和 基地 の東 北 東約500Kmに 位 置 す
るア ム ンゼ ン湾 か ら そ の 南約85Kmに 位 置 す るル ン ドボ ー
ク スヘ ッ タ まで の11ヶ 所 の沿 岸 露 岩 域 で行 っ た.試 料 は,
各 露 岩 域 で み られ た鮮 類群 落,地 衣 類群 落,藻 類 群 落,
地 表 の 砂 礫,石 下の 砂 礫 な ど のmicrohabitat別 に 採 取
し た.動 物 類 の 抽 出 は,採 取 直後 の 新鮮 な試 料 を当 日の
う ち にツ ル グ レ ン装 置 に か け て行 っ たが,長 期 保 存 後 の
冷凍 試 料 で は 浮 遊 法 で行 っ た.
【結 果 と考 察 】 昭 和 基 地 周 辺 のllヶ 所 の沿 岸 露 岩 域 よ
り,ダ ニ 目6属10種,ト ビム シ 目1属1種,チ ャタ テ ム
シ ロ1属1種 の 計8属12種 の動 物 類 を採 集 し た.隠 気 門
ダニ　Anしarcticola　 魎g亘 は ラ ン グホ ブデ 露 岩 域 の雪
鳥 沢 お よび ア ム ンゼ ン湾 か ら採 集 さ れ た が,隠 気 門 ダ ニ
の発 見は 昭 和 基 地 周 辺 で は 最初 の もの で あ る.南 極 全 域
でみ て も,　A_,_　mL1eNgＬdは マ ラ ジ ョー ジナ や基 地 とプ リ ン
ス チ ャー ル ズ 山 脈 で しか採 集 され てお らず,今 回 は3番
目 の記 録 とな る.前 気 門 ダ ニ9種 の う ち,区 処Orchestes
璽ntarct魑,　 IPPd199s　erebu遥,趾gtereunetes　 [山1旦tus
の3種 は昭 和 基 地 周 辺 か ら過 去 に採 集 さ れ て い る が,bl.,.
bellus,　 剋. lalae,　 Sterep⊥ 連 壁mPmは 初 め て の 記
録 で あ り,国anorcbesしes　 sp.　,　工魎SP・,虹 幽
sp.　は新 種 で あ る可 能 性 が 高 い.昆 虫 類 の 採 集 も昭 和 基
地周 辺 で は初 め て で あ る.無 翅 亜 綱 の トビ ム シ　E[iesqeg
幽 は 主 に 亜 南極 地域 や海 洋 性 南 極 地 帯 に分 布 す る
種 で,大 陸 性 南 極 地帯 での 発 見 は マ ラ ジ ョー ジナ や 基 地
につ づ き2番 目の記 録 であ る.ま た,有 翅 亜 綱 に 属 す る
チ ャ タテ ム シは 亜南 極 や海 洋 性 南極 で 数種 報 告 さ れ て い
るが,大 陸 性 南極 で は初 め て の 報 告 で あ る.今 回 採 集 さ
れ た　Li　oscelis　 sp.　 は新 種 で あ る 可能 性 が 高 い.こ れ
ら12種 の 陸 生 節 足動 物 の う ち10種 が 大 陸 性南 極 に 固 有 の
もの で 亜 南 極 や 海 洋生 南 極 か ら は報 告 さ れ て い な い こ と
や,昭 和 基 地 周 辺 の沿 岸 露 岩 域 が 亜 南 極 や 海 洋 性 南 極 よ
り気 象 条 件 の 過 酷 な場 所 で あ る こ とな どは,現 在 み られ
る ほ とん ど の 陸 生節 足 動 物 が 大 陸周 辺 地 域 か ら侵 入 ・定
着 し た とい う よ りも,む し ろ中 生 代 以 前 に 存 在 して い た





Ecological　 study　 of　collembOlans　 in　Ki㎎ 　George　 Island
大山佳邦(国 立極地研究所)・ 島田公夫(北 大 ・低温研)
OHIYAMA,　 Y.　 (Natl　 Inst　 Polar　 Res)　 .　SHIb1ADA,　 K.　 (lnst　 Low　Temp　 Sci,　 Hokkaido　 Univ)
Ecological　 survey　 of　collembolans　 was　 carried　 out　at　the　 Fildes　 Peninsula　 of　 Ki㎎George　 Island　 dur-
i㎎the　 austral　 sumer　 of　1989/90　 season.　 The　 following　 four　 species　 of　collembolans　 were　 observed:
Friesea　 grisea,　 Tullbergia　 mixta,　 Cryptopygus　 antarcticus　 alld　Parisotoma　 octooculata.　The　 collembo-
lans　 were　 extracted　 from　 a　quantity　 of　samples　 by　Tullgren　 apparatus.　The　 surveys　 were　 made　 mainly
晋tw° 　tSpes　 ・f…sc・ ㎜ 皿ities・ 　d・y　・・d　・et　・・e…　 ti・terva1・ 　・f　・b・ut　t・・　week・ ・　Th・　・p・・i…　 c-
cE・ed　・・re　al・ay・　d・minat・d　 by　C・ypt・pygrl・ 　i・　the　wet　 ・・㎜ 皿ity,　 ・hi1・　i・　th・　d・y　・ne　f・ur　species
were　 occurred　 and　 frequently　 co-dominated　 by　two　 species,　not　 by　one　 species.　 Four　 species　 were　 also
occurred　 in　well　 drained　 areas　 dominated　 by　 lichens,　 and　 Parisotoma　 seemed　 to　 be　the　dominant　 spe-
Cles.
1989年12月 か ら90年3月 まで 、南 半球 の夏 季 、 キ ン グ ジ
ョー ジ島 にあ る 中国 の 長 城基 地 に お い て トビム シの生 態
調 査 を行 った 。 この 島 の あ るサ ウス シ ェ トラン ド諸 島 に
は7種 の トビ ム シが 報 告 され て い るが 、今 回の 調査 は向
島西 端 の フィ ル デ ス半 島 に限 られ た が 、以 下 の4種 が 見





以 下 こ れ ら の生 態 に つ い て報 告す る 。
調 査 地:基 地 近 くの2つ の コケ群 落 を選 び 、一 定 期 間 毎
に採 集 した 。一 つ は 流水 に沿 って 繁茂 す る 群落 、も う一
つ は岩 山の 麓 にあ る群 落 で あ った 。前 者(St-1)は 比 較 的
湿 っ た群 落 で あ るが 、こ の地 域 一 帯 は 降水 量 が 多 く 、後
者(St-2)と いえ ど もそ れ程 乾燥 した 条 件 と は 言えな い。
そ の ほ か水 は け の良 い 、地衣 が優 占す る地 域 で も採 集 を
行 っ た 。
動物 の 抽 出:一 定 量 の植 物 あ る い は藻 類 の付 着 した 小石
を採 取 し、 ツル グ レ ン装 置 に よ っ て抽 出 した 。 トビム シ
の 量 は1㎡ 当た りの 個体 数 で 示 した 。
結 果
垂 直 分 布:表 層3～5cmの コ ケ とそ の下 の ビー ト層 とか
ら別 々 に トビム シ を抽 出 して み る と 、90%以 上 は表 層 に
分 布 して いる こ とが判 明 した 。 これ は ダ ニ類 に つ い て も
同 様 で あ り、 シ グニ ー島 の トビム シで も 同様 の こ とが報
告 され て い る 。
St-1:こ の湿 った コケ群 落 は堕p璽 ρ旦1連 連.が 優 占 し、
群 落 の周 辺で 他 種 が混 じ る程 度 で あ る。含 水 率 は乾 重 量
当た り90%位 であ った 。 こ こに 出 現す る トビム シはg迎
!9PLYgUSが95%以 上 を 占 め 、た ま に他 の3種 の どれ かが
出現 する と言 う程 度 で あ った 。
St-2:小 さな 群落 では あ るが 、斜 面 下 方で は9　 nocla
4蝿 が 優 占し 、上 部 に行 くに 従 っ て量咀 亘ユch塑 な ど他
の コケ の 比率 が増 した 。水 分 含量 は50%(上 部)程 度 であ
っ たが 、 降水 が しば しば 有る の で一 定 で な い 。こ こ に出
現す る ト ビム シは 上 記4種 の どれ もが 出 現 し、あ る一一種
が優 占す る こ とは な い 。 即 ち 、4種 が 共 に12～38%の 範
囲 で全 て 出現 す る 場合 が あ り 、僅 か な地 点 の違 い で 出現
種 の組 成 が 変 わる 。特 にSt--1で 優 占 した9ryptop週 塁 が
全 く出現 しな いサ ンプル もあ った 。
その他:水 は けが 良 く 、地 衣 のUsneaが 優 書す る 所 で は 、
や は り4種 が 共に 出現 し、　ParisotOmaが 優 占 する よ う に
見 え た 。同一一の地 点 で ほ ぼ一 月 後 の採 集 で種 組 成 お よ び
出現比 率 は全 く変 わ らな か った 。
考 察
出現 す る トビ ム シは ホ ス ト植 物 の 種類 と関連 して い る よ
うに は見 えず 、St-1とSt--2で 見 られ た よ うな棲 息 場所 の
水 分 に大 きく 左右 され る のか も知 れ な い(あ る いは 水 分
と関連 した 温 度環 境)。 シ グ 二一 島 の コケ群 落の トビム
シは敗 埋 画 題 が優 占 し、特 に 湿 っ たコ ケ群 落 はほ ぼ




Svalbardに お け る 極 域 植 物 の 授 粉 昆 虫






　 　 　 Behaviour　 of　 arctic　 dipteran　 insects　 was　 observed　 in　Ny　 Alesund,　 Svalbard.　 Small　 flies　 were　 seen
wandering　 on　 the　 arctic　 flowering　 Plants　 (幽旦o　 o itifolia,　 P工坦S99囚P玉 遮etc.)　and　 s㎝e　 of　 them
were　 found　 in　 the　 flower　 feeding　 on　 the　 nectar.　 These　 flies　 apPeared　 to　 be　 pollinators　 of　arctic　 plants.　 Those
flies　 showed　 no　 intenしion　 to　 take　 off　 even　 appr〔}ached　 by　 camera　 or　 fi㎎er.　 Some　 small　 wasps　 were　 also　 found　 on
the　 plants,　 but　 it　was　 not　 clear　 what　 they　 were　 doing.　 Sweeping　 with　 an　 insect　 net　 along　 the　 cussion　 plants
caught　 some　 dozens　 of　 small　 dipterans.　 However,　 when　 the　 net　 was　 swept　 without　 touching　 the　 plant　 body,　 only
very　 few　 flies　 were　 captured.　 This　 shows　 that　 those　 dipterous　 pollinators　 are　 usually　 functioning　 by　 walk.
国 立 極 地 研 北 極 セ ン タ ー の 好 意 に よ り、
1992年7月 、 ご く 短 期 間 な が ら　 Svalbard　 の
む
Ny　 Alesund　 (79° 　 N)で 、 極 地 昆 虫 と く
に 極 地 植 物 の 授 粉 昆 虫 を 観 察 す る こ と が で き
た。
花 の 咲 い て い た 植 物 と し て は、　 Saxifrag旦
ΩP」20sitifolia,　 Sil旦L皇 正1⊥r」⊆璽L旦,
旦=ゼ」旦1ユ.1上L9」〔」9_亘L⊥-9,9皇r亘stium　 arctiCum,
§⊥911aria「[L旦 」旦ifUE－旦,旦 ユ ⊆工二魍 」旦,
9ユ:題皇g皇Lgpg.圭 亘1亘 な ど が 多 か っ た が、 観 察 は
主 に 鉋 迷L亘 巫 曼q且p鰻L1ユfoli旦 と9E坦s
匹 ⊥gp£1alaに っ い て お こ な っ た。
Cushion　 plant状 を な し て い るS旦2⊆ ユ』1遮
oppositifolia　 を 近 く で 観 察 し て い る と、 何
種 か の 小 型 の 双 翅 類 が 花 の 近 く や 葉 の 上 を ゆ
っ く り 歩 い て い る の が み ら れ た。 そ れ ら は や
が て 花 の 中 に 入 り、 蜜 を 吸 っ て い る よ う で あ
っ た。
彼 ら は み な 有 翅 で あ っ た が、 接 写 カ メ ラ を
近 づ け て も 飛 び 立 つ こ と は な く、 逃 げ る と き
も 歩 い て 遠 ざ か る だ け で あ っ た。 風 は 強 い と
き も あ り、 ほ と ん ど 無 風 の こ と も あ っ た が、
い ず れ の 場 合 に も 飛 ぶ と い う こ と は な か っ た。
1阯泄 §　q⊆tQP⊆tala　 に お い て も、 同 じ よ う な
双 翅 類 が か な り ひ ん ぱ ん に 認 め ら れ た。 こ れ
ら の 双 翅 類 が、 授 粉 昆 虫 で あ る こ と は ま ず 確
か だ と思 わ れ る。
花 の 周 辺 に は、 少 数 の 膜 翅 類 の 姿 も 見 ら れ
た が 、 彼 ら が な に を し て い る に か は よ く わ か
ら な か っ た。
Cushion　 plant　 の 植 物 体 に 触 れ な い よ う に
し て、 小 さ い 捕 虫 網 を30回 空 中 で 往 復 さ せ
て 振 っ た と こ ろ、1試 行 あ た り 平 均 数 匹 の 双
翅 類 が 捕 え ら れ た。 しか し、 植 物 体 に 触 れ な
が ら 同 じ よ う に して 振 っ て み る と、1試 行 あ
た り 平 均30匹 ほ ど が 得 ら れ た。
っ ま り、 こ れ らの 植 物 体 上 に は 相 当 な 数 の
小 型 で 有 翅 の 双 翅 類 成 虫 が 居 り、 授 粉 昆 虫 と
し て 機 能 し て い る の だ が 、 彼 ら は ほ と ん ど 飛
ぶ こ とが な い と い う こ と に な る。
と は い っ て も、 こ こ の 極 地 圏 双 翅 類 が す べ
て 飛 ば な い と い う わ け で は な い。 氷 河 末 端 に
は 融 雪 水 起 源 の 池 が 数 多 く あ り、 湿 地 性 の 植
物 が 水 に 浸 っ て 枯 れ て い た が 、 そ こ で 発 生 し
て い る ユ ス リ カ 類 の 成 虫 は、 風 の な い と き に
は か な り の 距 離 を 飛 ぶ ら し く、 北 極 セ ン タ ー
の 研 究 基 地 の 建 物 周 辺 で は、1日 の 時 間 帯 に
は 関 係 な く、 ま た 晴 雨 に も 関 係 な く、 風 の な
い と き に 多 数 の ユ ス リ カ の 群 飛 が 見 ら れ た。
こ の 地 域 で の 極 地 植 物 の 授 粉 昆 虫 が 、 あ ま り
飛 ぼ う と し な い 双 翅 類 で あ る ら し い こ と は、
調 査 に き て い た ケ ン ブ リ ッ ジ 大 グ ル ー フ'も 認
め て い た。 い ず れ に せ よ、 甲 虫 類 や チ ョ ウ ・
ガ の よ う な 鱗 翅 類 は ま っ た く み っ け る こ と が
で き な か っ た。
こ の 機 会 を 与 え て'下 さ っ た 極 地 研 と 北 極 セ
ン タ ー 関 係 の 方 々 に 心 か ら お 礼 を 申 し 上 げ る。
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南 極 昭 和 基 地 周 辺 の ギ ン ゴ ケ(Br　 J・　um　 argθ η 亡 θum)の 群 落 構 造
Structure　 of　 colonies　of　 Bノ・yum　 ar9θntθuta　 in　 Syowa　 Station　 area,　 Antarctica.
伊村智,神 田啓史(国 立極地 研究所)
S.　 lmura　 and　 H.　 Kanda　 (National　 lnstitute　 of　 Polar　 Research)
　 　 　 To　 c|arify　 the　 adaptatiol'1　for　 Antarctic　environment　 and　 the　 process　 of
colonization,　 the　 structure　of　 colonies　of　 Brytノ 必argen亡 θum　 、yere　 investigated
in　 Showa　 Station　 area,　 Antarctica.　Several　 chal・acters　were　 observed　on　 the
structure　 of　 colonies　of　 this　 species,　such　 as:　 extre皿ety　high　 density　 of
shoots　 at　 the　 surface　 of　 colonies,　yery　 thin　 layer　 of　 shoots　 in　 the　 colonies,
thick　 layer　 of　 rhizoids,　etc |n　 some　 cases,　 decayed　 shoots　 of　 Bryiノ 」盟 ρ3θtノ ゴo-
tr1(;1ノ θtr{ノm　 were　 foul)d　 under　 the　 colonies　of　 β,aノ ・8θ/}tθum.　 It　 was　 suggested
that　 the　 colonies　of　 B.　 ar8θ ηtθum　 occasiol)aiy　developed　 on　 the　 colonies　of
B,　 pseudotrjqUetrum.
昭 和 基 地 は,南 極 の 露 岩 域 の 中 で も 気 候 的
に 最 も 厳 し い と こ ろ で,陸 上 植 生 は 数 十 種 類
の 地 衣 類 と 鮮 類,そ れ ら に 付 着 す る 藻 類 な ど
に 限 ら れ て い る.気 温 の 低 さ に 加 え て,生 育
可 能 な 期 間 の 短 さ,風 や 流 水,氷 の 移 動 に よ
る 撹 乱 な ど,様 々 な 条 件 が そ こ に 生 育 で き る
植 物 を 限 定 し て い る と 考 え ら れ る.こ の よ う
な 立 地 に 生 活 し て い る 植 物 の 特 性 は か ね て か
ら 注 目 さ れ て お り,特 に 藤 類 の 生 理 活 性 の 面
で い く つ か の 研 究 が な さ れ て い る.ま た,こ
れ ら の 種 が 極 地 環 境 下 で 定 着 す る に 至 っ た 過
程 に も 関 心 が 集 ま っ て お り,さ ま ざ ま な ア プ
ロ ー チ が 試 み ら れ つ つ あ る,
今 回 我 々 は,蘇 類 の 群 落 の 構 造 に,極 地 環
境 へ の 定 着 に 対 応 し た 何 ら か の 特 徴 が 現 わ れ
て い る も の と 考 え,調 査 を 行 っ た.ま た,群
落 の 下 部 の 構 造 を 調 べ る こ と で,群 落 の 成 立
過 程 の 推 測 を 試 み た,
【方 法 】 南 極 昭 和 基 地 周 辺 に 生 育 し,世 界 的
も 広 く 雑 草 的 に 分 布 す る 蕪 類 と し て 有 名 な,
ギ ン ゴ ケ(　Br　♪・　um　 aノ・gentθuca)を 材 料 と し て 用 い
た.昭 和 基 地 周 辺 で 採 集 さ れ た 標 本 約49点
を 検 討 し,群 落 の 形 態 を 維 持 し て い る 標 本
33点 を 切 断 し,群 落 の 縦 断 面 を 作 成 し た.
こ れ ら の 資 料 か ら,群 落 の 内 部 構 造 と し て 群
落 の 厚 さ,年 次 成 長 の 有 無,仮 根 の 発 達 状 況,
下 部 の 植 物 体 の 分 解 状 況,基 物 の 種 類 と そ の
状 況 な ど を,実 体 顕 微 鏡 で 観 察 し た.
【結 果]ギ ン ゴ ケ の 群 落 の 表 面 は 極 め て 密 に
植 物 体 が 集 合 し て お り,ほ と ん ど 空 間 は 存 在
し な か っ た.実 際 に 生 き て い る と 思 わ れ る 緑
色 の 層 は 極 め て 薄 く,群 落 表 面 に 限 ら れ て い
た.ヤ ノ ウ エ ノ ア カ ゴ ケ(CeratodonρurPU-
reus)で は 仮 根 の 層 が 結 状 に 観 察 さ れ,年 次
成 長 を 思 わ せ る こ と が 報 告 さ れ て い る が,ギ
ン ゴ ケ で は こ れ は ま っ た く観 察 さ れ な か っ た.
植 物 体 の 分 解 は 早 い よ う で,表 面 か ら3mm
以 下 で は ほ と ん ど 形 を と ど め ず,仮 根 と 基 物
(多 く は 砂)の 混 ざ り あ っ た 特 徴 的 な 層 を 作
っ て い た.
基 物 は ほ と ん ど が 砂 で あ っ た が,い くつ か
の 標 本 で は,ギ ン ゴ ケ の 群 落 の 下 部 に 他 の 鮮
類 の 遺 体 が 観 察 さ れ た,こ れ ら の 遺 体 は オ オ
ハ リ ガ ネ ゴ ケ(Bryumρseudotriquetrum)に限
ら れ,ヤ ノ ウ エ ノ ア カ ゴ ケ は 見 ら れ な か っ た.
い く つ か の 群 落 断 面 か ら,ギ ン ゴ ケ の 群 落 は
し ば し ば,オ オ ハ リ ガ ネ ゴ ケ 群 落 の 高 ま っ た
と こ ろ に ま ず 進 入 し,こ れ を 押 し つ ぶ す よ う
に 発 達 し て ゆ く こ と が 推 測 さ れ た,
【考 察 】 ギ ン ゴ ケ の 群 落 に 特 徴 的 な の は,表
面 の 密 度 の 大 き さ と,下 部 の 板 櫃 層 の 発 達 で
あ っ た.表 面 密 度 の 大 き さ は 寒 冷 で 乾 き や す
い 環 境 に 適 応 的 で あ る と 考 え ら れ る が,下 部
の 仮 根 層 に ど の 様 な 意 味 が あ る の か は 明 か で
な い.
ギ ン ゴ ケ は 人 為 的 影 響 の 強 い 立 地 に,ま ず
パ イ オ ニ ア 的 に 侵 入 す る 種 で あ る と 言 わ れ て
い る が,今 回 の 観 察 か ら は,裸 地 へ の 侵 入 加
え て,オ オ ハ リ ガ ネ ゴ ケ 群 落 上 へ の 侵 入 が 示
唆 さ れ た.
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ア ラ ス カ 中 南 部 に お け る ス ゲ 属 植 物 の
生 理 生 態 学 的 研 究
Ecophysiological　 study　 of　Carex　 pb11:{ll91!i　}owill　in　south-central　 Alaska
木 部 剛 ・増 沢 武 弘(静 岡 大 ・理)　 ・　 B.Sveinbj6nsson　 (Univ.of　 Alas㎞)
T.　Kibe.　 T.Masuzawa　 (Shizuoka　 Univ.)　 and　 B.Sveinbj6nsson　 (Univ.of　 Alaska)
Varlous　 growth　 forms　 of　 g.幽」」　 rowing　 on　different　 mlcroenvironments　are　 found
on　 a　mountain　 region　 in　south-central　 Alaska.　 To　make　 a　comparison　 between　 morpholog-
ical　 differences　 in　growth　 forms,　 shoot　 size　 and　 length　 of　 rhizome　 were　 measured　 at
three　 habitats　 (i.e.　 bare　 site,　 堕11P9!t!目 皿　 site　 and　 Sphagnum　 site).　 TNC　 (total
nonstructural　carbohydrates)　concentratlons　 in　 rhlzomes　 and　 roots　 were　 also
measured.　 There　 were　 differences　 among　 three　 sites　 ln　shoot　 slze,　 rhizome　 length　 and
TNC　 concentration　 in　roots.
【 は じ め に 】 ア ラ ス カ 中 南 部 に 位 置 す る ア
ン カ レ ッ ジ 近 郊 の 山 地 帯 に は、 ス ゲ 属 の 植 物
が 生 育 し て い る。 中 で もCarex互 幽 旦 は そ の
生 育 地 に よ っ て 多 様 な 形 態 的 変 化 を み せ て い
る。 オ ー プ ン な 裸 地 に お い て は、 シ ュ ー ト を
叢 生 し、 ガ ン コ ウ ラ ン 但[!1RgltZ!:1UM　sp.)マ ッ ト や
ミ ズ ゴ ケ(旦ph酬sp.)の 中 に お い て は 株 を っ
く ら な い。 ま た 、 そ れ ぞ れ の シ ュ ー ト サ イ ズ
も 生 育 地 に よ り 大 き く 異 な る。 こ の よ う な 形
態 的 違 い が 生 育 地 の 環 境 に 対 応 し た も の で あ
る か ど う か を 知 る こ と は、 極 域 環 境 に お け る
ス ゲ 属 の 植 物 の 適 応 現 象 を 解 明 す る 上 で、 重
要 で あ る。
本 研 究 で は、 オ ー プ ン な 裸 地、 ガ ン コ ウ ラ
ン マ ッ ト 中、 ミ ズ ゴ ケ マ ッ ト 中 に 生 育 す る9.
切gelownの 生 育 形 態 を 調 べ、 か っ 地 下 部 の 貯
蔵 器 官 と 考 え ら れ る 根 茎 、 根 の 可 溶 性 炭 水 化
物 の 貯 蔵 状 態 を 調 べ る こ と に よ り、 極 域 に お
け る ス ゲ 属 の 植 物 の 適 応 現 象 に っ い て 考 察 す
る。
【方 法 】g.坦gelowiiの 生 育 環 境 に 応 じ た 生
育 形 の 違 い を 調 べ る た め、g.幽 エ1が 生 育
す る 近 接 し た 三 つ の 代 表 的 な 環 境(裸 地 区、
ガ ン コ ウ ラ ン 区、 ミ ズ ゴ ケ 区)を 選 び、 そ れ
ぞ れ の 生 育 地 に お け るg.坦g鐘owiiの シ ュ ー ト
サ イ ズ、 雌 雄 の 小 穂 数 、 生 葉 数、 根 茎 長 等 を 測
定 し た。 ま た、 そ れ ぞ れ の 生 育 地 に お け る 貯
蔵 炭 水 化 物 の 利 用 法 を 調 べ る た め に、 生 育 地
ご と に、 根 茎 お よ び 根 に 含 ま れ るTNC(全
可 溶 性 炭 水 化 物)鼠 を 測 定 し た。TNCは 、
サ ン プ ル 粉 末 を80%エ タ ノ ー ル で 抽 出 の 後 、 抽
出 液 か ら 全 糖 類(Total　 sugar)、 　濾 過 物 を 再 び 水
で 抽 出 し た 後 、 そ の 抽 出 液 か ら 澱 粉(Starch)を
Somogyi-Nelson法 を 用 い て 定 量 し た。 こ れ ら の
測 定 の 他 、 現 地 の 生 育 環 境 を 把 握 す る た め、
禄 地 に 生 育 す る ⊆.塑 幽 旦 の 温 度 環 境 を 光 環
境 と 共 に 測 定 し た。
ノ
【結 果 】 各 生 育 地 に お け る シ ュ ー ト 長 の 平
均 値 は、 裸 地 で は35.6±1.9cm(n=22)、 ガ ン コ ウ
ラ ン マ ッ トで は31.3±2.5cm(n=33)、 湿 地 に お い
て は23.9±1.7cm(n=23)を 示 し、 湿 地 に お け る 値
が 有 意 に 小 さ か っ た。 各 生 育 地 に お け る シ ュ
ー ト 基 部 間 の 根 茎 の 長 さ は、 裸 地 で17.5±
4.1mm、 ガ ン コ ウ ラ ン マ ッ ト で26.5±7.8㎜ 、 湿
地 で は29.7±6.4mmで あ っ た。 ま た 、 こ の 他 に 、
ガ ン コ ウ ラ ン マ ッ ト と 湿 地 に お い て は50mmを
越 え る 長 さ の も の が 数 本 み ら れ た が、 裸 地 に
お い て は み ら れ な か っ た。
根 茎 のTNC含 有 率 に っ い て は 三 つ の 生 育
地 に お い て 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た が、 ・根
のTNC含 有 率 に つ い て は、 湿 地 に 生 育 す る




ス ノマ ル バ ル 諸 島 、 ニ ー オ ル ス ン に お け る
氷 河 の 後 退 と 植 物 群 落 に つ い て
Relation　 betvveen　 a　glacial　 retreat　 and　 plant　 com皿unlty　 at　Ny-Aleusund　 of　Svalbard
増沢武弘(静 岡大) 神田啓史(極 地研) 小島 覚(富 山大) 伊野良夫(早 稲田大)
T.Masuzawa　 (Shizuoka　 Univ.),　 H.Ka皿da　 (NIPR),
S.Kojima　 (Toyama　 Unlv.)　 and　 Y.Ino　 (Waseda　 U血1v.)
　Svalbard　 is　the　 name　 of　the　 group　 of　lslands　 ln　the　Arctic　 Ocean　 situated　 between　 10'
and　 35'　 10ng.　 E　and　 74'　 and　 8r　 lat.　 N.　 lt　should　 be　 noted　 that　 the　 Svalbard　 group
includes　 BJ〆rnタ ∫ya　(Bear　 Island),　 Kvlt15ya　 and　 Hopen.　 The　 total　 area　 of　 Svalbard　 is
62.049sq.㎞.
　Although　 Svalbard　 is　situated　 in　the　 Arctic,　 a　branch　 of　the　 Gulf　 Stream　 keeps　 the
water　 open　 and　 navigable　 durlng　 the　 summer　 season.　 1asting　 from　 May　 unt11　 0ctober.
The　 mean　 temperatures　 are　 between　 -4　and　 -7　degrees　 C.　The　 monthly　 means　 range　 from
approximately　 -12　 to　 十4.5　 degrees　 C.　There　 is　midnlght　 sun　 from　 approxlmately　 Apri1
20　untll　 August　 20.　and　 dqrkness　 from　 approximately　 November　 l　until　 February　 20.
　Air,　 Leaf,　 Soil　 temperature　 were　 measured　 at　 various　 polnts　 by　 thermocouple　 and
handy　 computer.　 Dlstribution　 of　 plants　 which　 is　dlstributed　 Svalbard　 and　 Japanese
む
Archiperalgo　 was　 investlgated　 at　 Longyearbean　 and　 Ny-Aleusund　 in　 Svalbard.
Polygon㎜ 血 迦,旦 雌 　 octopetala,　 Eriophorum　 scheuchzeri,　 q魎 鎚,
Ranunculus　 -,　Ranunculus　 su1Phureus　 and　 Saxlfraga　 cernua　 which　 were　 found　 in
Japanese　 Archiperalgo　 were　 observed　 at　each　 lslands.
Frequent　 occurrence　 of　 e.9.　 旦璽 　octoPetala　 and　 Silene　 acaulis　 shows　 that　 the　 area
will　 be　 free　 from　 snow　 early　 in　the　 sprlng.
現 在 、 極 域 ・ 高 山 域 に お い て 氷 河 の 後 退 が
多 く の 地 域 で 報 告 さ れ て い る。 ス バ ル バ ー ル
諸 島 は ノ ル ウ ェ ー の 北、 北 緯74'か ら81'に 位
置 し、 そ の 大 部 分 が 氷 河 に 覆 わ れ て い る。
ロ ン グ イ ヤ ー ピ ン お よ び ニ ー オ ル ス ン 島 に
お い て も 氷 河 の 後 退 が み ら れ た。 氷 河 後 退 直
後 に 出 現 す る 植 物 は　Saxifraga　 属 の も の が 一
般 的 で あ る た め、 こ れ ら の 分 布 状 況 お よ び 密
度 か ら、 大 ま か な 氷 河 後 退 時 期 の 推 定 の 可 能
性 が 見 出 だ さ れ た。 同 時 に、 ス バ ル パ ー ル 諸
島 と 日 本 列 島 に 生 存 し て い る 共 通 種　(Bistorta
vivipara,　 　　　旦鯉 　　　　octopetala,　 Eriophorum
scheuchzeri,　 Ω遮 ユ旦　gd!gynai　a,　Ranunculus　 pygmaeus,
Ranunculus　 S1Upp1ueus　 pg2guagLa　 cernua)　 の 分 布
状 態 を 調 査 し た。
ま た、 Ω.ζ蜘 旦,旦.octopetala,　 R.　yi　i　 rum　 に
っ い て、 周 辺 の 気 温 、 葉 温 、 地 温 な ど の 微 気 象
の 測 定 を 行 っ た。 典 型 的 な ク ッ シ ョ ン プ ラ ン
ト で あ る　 Silene　 acaulis　 に つ い て は、 内 部 の 温



































Fig.1　 Svalbard　 (10°-3Se　 E,74° 一・81°N)
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北 極 域 に 生 育 す る 主 要 維 管 束 植 物 の
土 壌 条 件 に 対 す る 生 態 分 布 様 式
Ecological　 distributions　 of　major　 high　 arctic　 vascular　 plants　 in　relation　 to　soil　conditions
小 島 覚(富 山 大 ・教 養)
S.　 1〈ojima　 〔Toyama　 Univ.)
Ecologica⊥ 　characterlsしics　of　 twenty-or)e　 vascular　 specles　 occurrlng　 ln　 しhe
hlgh　 Arctlc　 were　 determlned　 based　 on　 their　 constancy　 classes　 in　 six　 vegetaしion
types　 recognlzed　ln　 Sverdrup　 Pass　 area,　 E!!esmere　 Island,　 Canada.　 Habitaし 　 was
divlded　 lnto　 nlne　 categomes　ln　 c(川lblnatlon　 of　 しhree　 classes　 each　 of　 the　 soll
moisture　 (dr'y,　 medlurn.　 wet)　 and　 nuしriしiona1　 (poor,　 medlum,　 rlch)　 reglmes.　 Each
specles'　 occurrence　expectancy　 was　 ca⊥cula仁ed　 for　 the　 nine　 habltat　 categorles
and　 presented　ln　 dlagrams.　 Such　 a　 diagram　 clearly　 showed　 しhe　 ecologlcal
characしer　 ofしhe　 specles　 m　 relationしo　 so1|　 condltions.
高 緯 北 極 域(High　 Apctic)　 で は,極 度 に寒
冷 な 気 候(ケ ッ ペ ン の 気 候 区 分 に よ るET型)
の た め樹 木 は も ち ろ ん 丈 の 高 い 低 木 も 生 育 せ
ず,そ こ に は 楼 生 低 木,草 本,蘇 苔 類,地 衣
類 な ど か ら 成 る ツ ン ドラ 植 生 が 発 達 す る.一
般 に 植 被 率 は 低 く,広 い 範 囲 に 渡 り 砂 礫 が 裸
出 す る.し か し南 極 域 と 異 な り,北 極 域 で は
維 管 束 植 物 が 植 生 の 重 要 な 構 成 要 素 と な って
い る が,こ れ ら 維 管 束 植 物 は 生 育 地 の環 境,
と く に土 壌 条 件 に 対 し て,そ れ ぞ れ 特 有 の 分
布 パ ター ン を示 す.本 研 究 は カ ナ ダ の 高 緯 北
極 域 に 生 育 す る 主 要 な維 管 束 植 物 に つい て,
土 壌 条 件 に 対 す る そ れ らの 生 態 的 分 布 様 式 に
関 し 考 察 を 行 う も の で あ る.
1991年8月.カ ナ ダ 北 西 準 州,　 fllesmere
島,　Sverdrup　 Pass　 地 区 に お い て植 生 調 査 を
行 っ た が,そ の 結 果Saxifraga　 oppositifoli
a型,　 S,　tricuspidata　 型.　Dryas　 -　Salix
型,　Cassiope型,　 Alopecurus型,　 Carex型 の
6植 生 型 が 認 め ら れ た.こ れ らは 生 育地 の 土
壌 条 件,第1義 的 に は水 分 条件.第2義 的 に
はpHに よ り示 され る 養 分 条 件 に よ り分 化 し
た も の で あ っ た.こ れ ら6植 生 型 の い ず れ か
に お い て常 在 度III以 上 を示 づ 維 管 束 植 物2
1種 を 選 び,そ れ ら が どの よ う な 土 壌 条 件 の
も と に 生 育 し て い る か 解 析 を 試 み た.
6植 生 型 を 土 壌 水 分 条 件 か ら乾 性 地,適 湿
地,過 湿 地 に 発 達 す る も の の3群 に 分 け,2
1種 の 植 物 の 各 群 に お け る 常 在度 を 平 均 し,
その 水 分 条 件 に お け る 植 物 の 出 現 度 と した.
周 様 に6植 生 型 を 土壌 養 分 条 件 か ら貧 栄 養,
中 栄 養,冨 栄 養条 件 の も とに 成 立 する3群 に
分 け,常 在 度 を 平 均 し,そ れ ぞ れ の 栄 養条 件
下 に お け る 植 物 の 出 現 度 と し た,次 に 土壌 水
分3段 階 お よ び 養 分3段 階 を2軸 と す る 座 標
上 に お い て,両 者 の 組 合 せ に よ り生 育 地 を 模
式 的 に 九 つ の フ ロ ック に分 割 した.・ そ の}:で
先 に 求 め たそ れ ぞ れ の 種 の 各 段 階 に お け る 平
均 常 在 度 の 積 を 求 め た.そ れ はO～21)の 範
囲 内 に あ る が,そ れ を5段 階(V:≧20,IV:
19～15,IIl:14～10,II:9～5,1:<5)に変
換,そ の ブ ロ ック に お け る 種 の 出 現 段 階 と し,
図 上 に 等 価 線 で表 わ した(Fig,1),
こ の 図 に よ　　　　　　　　　　　　　　 Salix　arctica
り,力 」1ダの
高 緯 北 極 地 域
　　 　　　 　　　 　dry
に 生 育 す る2
1種 の 主 要 維
管 束 植 物 が,　 medium
ど の よ うな 土
壌 条件 の も と　　 wet
に ど の 程 度 の
確 か ら しさ で
出 現 す る か を
模 式 的 に示 す










Fig.　 1.　 An　 example　 of　 ecological
distribution　 diagrams　 of　major
vascular　 plants　 in　 relation　 to　 soil
conditions.　 Five　 classes　 indicate
an　 occurrence　 expectancy　 scale.
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Measurement　of　 methane　 and　 nitrous　 oxide　 emissions　 from　 peatlands
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 in　 northern　 Quebec,　 Canada
戸 田 任 重 ・ 八 木 一 行 ・楊 宗 興 ・ 竹 内 誠
農 業 環 境 技 術 研 究 所
H.　 Toda,　 K.　 Yagi}　 M。 　 Yoh,　 M.　 Takeuchi
　　 　 National　 Illstitute　 of　 Agro-Environmental　Sciences
阿ethane　 (CH4)　 and　 nitrous　 oxide　 (N20)　 emissions　 were　 measured　 using　 a　chainber
(25x25cm)　 in　 peatlands　 in　 northern　 Quebec　 in　 summer　 of　 1991.　 The　 pH　 in　 the　 inter-
stitial　 water　 was　 4.4　 -　5.6.　 Nitrate　 and　 nitriしe　 concentrations　were　 extreme]y　 ⊥ow
at　 Inost　 sampling　 sites　 (〈0.003　 mgN/L).　 Methane　 emission　 ranged　 from　 O.1　 to　 18.9　 mgC
/m2/d　 in　 peat　 bogs.　 Nitrous　 oxide　 emission　 slightly　 exceeded　 our　 detectable
threshold　 in　 peat　 bogs　 (0.01　 -　0.04　 mgN/m2/d)　 and　 in　 a　palse　 top　 (0.02　 mgN/m2/d).
【緒 言 】北 極域 は 地球 温 暖化 の影響 が最 も顕
著に 現 われ る と予 想 され、 大 幅な気 温上 昇 は
永久 凍 土の 融解、 植物 ・微生 物活動 の活 発 化
を も た らし、 炭 素 や窒 素等 の物 質循 環 に多 大
な影 響 を及 ぼす こ とが予 測 され る。 特 に北 極
域 に存 在す る泥 炭 は有 機 物の 塊 であ り、 そ の
分解 に伴 う炭 酸 ガ ス、 メ タン、 亜 酸化 窒素 等
の温 暖化 ガ スの発 生 は地 球温 暖化 を加速 す る
こと が懸念 され て いる。
科 振 調総 合研 究 「北極 域」 の一環 と して、
1991年7月 、 カナ ダケ ベ ック州北 部(北 緯57
°45'、 西 経76°10'付 近)に 行 く機会 を得、
そ この泥炭 地 か らの メ タン及び 亜酸化 窒素 発
生 量 を測 定 したの で報 告す る。
【方 法 】 ガス フ ラ ックスの 測定 には、 底面25
x25cmの セ パ レー ト型 チ ェ ンバー(ス テ ン レ
ス ー ア ク リ ル 製)を 用 い た。 チ ェ ン バ ー 内
の 気 体 を 経 時 的 に 真 空 バ イ ア ル に 採 取 し、
日 本 に 持 ち 帰 っ た 後、 メ タ ン はFID付 ガ ス
ク ロ で、 亜 酸 化 窒 素 はECD付 ガ ス ク ロ で 測
定 し た。
【結 果 】 湿 地 の 間 隙 水 のpHは4.4～5.6で 酸
性 で あ り、 溶 存 無 機 態 窒 素 は ア ン モ ニ ア 態
窒 素 が わ ず か に(0.02-0.3mgN/L)検 出 さ
れ た 他 は、 硝 酸 態、 亜 硝 酸 態 窒 素 と も ほ と
ん ど 検 出 さ れ な か っ た(<0.003mgN/L)。
泥 炭 湿 地 か ら は、Od～18.9}'figC/m2/dのメ
タ ン の 発 生 が 認 め ら れ た(表1)。 亜 酸 化
窒 素 の 発 生 は 本 方 法 の 検 出 眼 界(0.0]mgN
/m2/d)に 近 く、 湿 地 で0.01～0.04mgN/
Ifi　2J　/d、　 バ ル サ 上 部 で0.02mgN/Jn2/dが得
ら れ た。
Table1.MethaneandnitmusoHideemissionsfrompeatlandsinnorthemOuebec.


















































富 士II」 の 異 な る 標'高 城 に お け る オ ン タ デ
の 葉 の 形 態 ・ 光 合 成 の 変 化
Altitudinal　 variatiolls　 ln　 leaf　 morphology　and　 photosyhthesis　 of
PolygonUTitωey　 ric　 'l　i,　i　 var.　 alPi　 ri　um　 on　 Mt・ 　 FU　 ji
丸田恵美 子 慶応 大学 ・環境情 報学 部
Emiko　 Maruta　 Keio　 University,　 Faculty　 of　 Environmental　In ormat on
Leaf　 morphology　 and　 photosynthesls　of　 Po'Ygonum　 weyrich直 ε　 var.　 αIPinum
were　 measured　 for　 populations　from　 1,400皿,　 2,500m　 and　 3,200m　 on　 Mt.　 Fuji
Optimum　 leaf　 temperature　 for　 net　 photosynthesis　were　 15-20　 C　for　 populations
t'rom　 1,400m　 and　 2,500m　 and　 15　 C　for　 that　 from　 3,200m,　 corresponding　 to　 their
leaf　 temperature　 durlng　 growing　 season.　 Leaf　 thickness　 was　 increased　 with
increase　 in　 altitude,　 whereas　 SLW　 of　 leaf　 was　 not　 sign⊥ficantly　dlfferent
among　 Populatlons.　Thls　 would　 apPear　 to　 be　 an　 accliRlation　 for　 severe　 waLer
relations　 at　 high　 aititude.
オ ン タ デ(　 POlygonumωeyri・cttii　 var・
αipinu"i　 )は 本 州 中 部 で は 高 山 域 に 分 布 す
る 高 山 植 物 で あ る が 、 富 士 山 で は 噴 火 に よ っ
て 広 く 堆 積 し た 砂 礫 上 に 先 駆 植 物 と し て 定 着
し て お り、 標 高1,400mか ら3,300mま で の 広 い
分 布 域 を 持 っ て い る 。 高 山 域 の 生 育 環 境 に 適
応 し て い る は ず の オ ン タ デ が 、 こ の よ う な 幅
の あ る 生 育 環 境 に ど の よ う に 対 応 し て 生 活 し
て い る の か を 明 ら か に す る た め に 以 下 の 調 査
を 行 っ た 。
富.t:山 の 標 高1,400m、2,500m及び3,200mに
生 育 す る オ ン タ テ に つ い て 、 フ ェ ノ ロ シ ー ・
形 態 ・ 光 合 成 の 測 定 を 行 い 、 あ わ せ て 生 育 地
の 気 温 を モ ニ タ リ ン グ し た。 さ ら に 葉 面 の 熱
収 支 モ テ ル を 適 用 し て 、 各 高 度 に お け る オ ン
々 テ の 蒸 散 と 葉 温 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り
推 定 し た。
オ ン タ デ の 生 育 期 間 は 高 度 に か か わ らず 約
3か 月 と 内 発 的 に 固 定 し て お り、1,400mで は
8月 の 初 め に は す て に 生 育 を 終 え て し ま う が 、
2,　J「　O　Omで は7・8月 に 開 花 ・結 実 し、9月 初
め に 生 育 を 終 了 す る 。 そ の た め1,400mと2,50
0mで は 、 オ ン タ デ の 生 育 期 間 の 気 温 は 共 に13
～18℃ と ・定 と な る。 一・方:i,20〔}mで は 真 夏 で
も 気 温 は10℃ 前 後 で 、7～9月 の 生 育 期 間 を
通 じ て10℃ 以 上 に な る こ と は ほ と ん と な い 。
な お 推 定 し た 葉 温 は 各 高 度 と も 気 温 よ り2～3
℃ 高 か っ た。 光 合 成 の 最 適 温 度(Fig.1)は 、
1,400mと2,500inで は15～20℃ に あ っ た か 、3,
200mで は20℃ で 顕 著 に 減 少 し、 生 育 期 間 の 葉
温 に 対 応 し て 調 節 さ れ て い る こ と が わ か る。
葉 のSLWに は 高 度 に よ っ て 大 き な 変 化 は な
い が 、 厚 さ は3,200mで は1,400田 のL7倍 と、 高
度 が 高 く な る ほ ど 厚 く な っ た 。 こ の こ と は 高
度 が 高 く な る ほ ど 、 葉 の 単 位 面 積 当 り に 含 ま
れ 得 る 水 分 が 多 く な る こ と を 示 し て い る。 高
山 で は 強 い 日 射 や 低 い 湿 度 な ど に よ っ て 蒸 散
が 促 進 さ れ る 一一方 、 地 温 が 低 い た め に 吸 水 か
困 難 で あ り、 葉 に 含 ま れ る 水 分 を 多 く し て 耐
乾 性 を 持 つ こ と が オ ン タ デ の 高 度 順 化 の ひ と
っ と 考 え ら れ る 。
㌔? ?
???
? ??」?↑ ? ?? ?? 〉? ??? ??
Leaf　 temperature





ハ イマツ林縁 に同所 する繧性 低木 の光 合成 と水 分特性の 日変化
Daily　 Courses　 of　 Photosynthetic　Rat s　 and　 Water　 Relations
　 in　Four　 Dwarf　 Shrubs　 (Erlcaceae)　 in　 an　 Alpine　 Zone.
中 野 隆 志 ・石 田 厚(東 京 都 立 大 ・理 ・生 物)
T.　Nakano　 and　 A.　 Ishida　 (Tokyo　 Metropolitan　 University)
　 Ecophysiological　studies　 were　 made　 for　 4　 dwarf　 evergreen　 shrubs　 (Ericaceae)　(ab.
10cm　 heigh七)a七a　Pinus　 punLiユa　 forest　 edqe　 in　 the　 alpine　 20ne　 of　 M七.　 Norikura　 on
Aug.　 13,　 1991.　 The　 daily　 courses　 of　 twig　 pressure　 potentials　 weエe　 nearly　 same
among　 4　species.　 The　 daily　 changes　 of　 photosynthetic　ra七es　 per　 unit　 leaf　 area　 were
different　 arnong　 species.　Th 　 net　 carbon　 gains　 per　 a　 shoot　 on　 the　 day七ime　 were,
however,　 almost　 sa鵬 　 arnount　 for　 every　 species.　The　 oc urrence　 of　 fog　 in　 七he
afternoon　 brought　 the　 decrease　 in　 leaf　 to　 air　 vapor　 pエessu苫e　 deficit　 and　 the
increase　 in　 net　 carbon　 gain　 to　 the　 shrubs.
高 山 帯 ハ イ マ ツ林 の林 縁 に は 、 数種 か らな る ク ッ シ ョン状 の群 落 が 形 成 され る。 ク ッシ ョ
ン 状 の 群 落形 態 は、 高 山 や 乾燥 地 な どに 見 られ る。 本 研究 で は 、高 山 に お い て 同所 的 に ク ッ
シ ョン 群 落 を形 成 す る植 物 の 水 利 用 と光 合成 特性 を比 較 した 。 調 査 は 、北 ア ル プ ス 乗鞍 岳
の 標 高2800mの 高 山 帯 で行 っ た。 ハ イ マ ツ 林縁 に同 所 す る繧 性 低 木4種(シ ラタ マ ノ キ 、
ア オ ノ ツ ガザ ク ラ、 キバ ナ シ ャ ク ナゲ 、 コケ モ モ)を 選 び 、 夏の 良 く晴 れ た 日に 、光 合成 速
度 、 蒸 散 速 度 、 シュ ー トの 水 ポ テ ン シ ャル の 日変 化 を測定 した。 日中 に お ける シュ ー トの 水
ポ テ ン シ ャ ル は 、4種 と も ほ ぼ同 じ で あ った(Fig.1)。1日 の 単位 葉 面 積 当 た りの 獲 得 炭
素 量 は 、 シ ラ タ マ ノ キ、 キバ ナ シ ャクナ ゲ、 ア オ ノ ツ ガ ザ ク ラで ほ ぼ 同 じで あ った が 、 コ ケ
モ モで はよ り低 か っ た。 しか しな が ら、1日 の シ ュ ー ト当 りの 炭 素 獲得 量 は4種 と も ほ ぼ同 じ
に な っ た。 光 合 成 速 度 は 、全 て の種 で 日 の出 と とも に 上昇 し、葉 内 と大 気 の 間 の水 蒸 気圧 欠
差(VPD)が0.01PaPa'1以 上 に なる8時 頃 か ら低 下 した。 午後 に は 、霧 が発 生 し再 び 上
昇 した 。 シラ タ マ ノ キ で は1日 に獲 得 す る炭 素 の 大 部 分 を午 前 中 に得 た が、 キバ ナ シ ャク ナ
ゲ で は午 前 中 と午 後 にほ ぼ同 じ炭 素 量 を獲得 した。他 の2種 で は その 中 間 で あ った(Fig.2>。
光 合成 速 度 の 日変化 は、 気 孔 コ ンダ ク タ ンス と一 致 した。 こ れ らの こ と よ り 、高 山帯 にお け
る 霧 の 発生 が 、VPDを 減 少 させ 、気 孔 コ ンダ ク タン ス を 上 げ る こ と に よ って 、植 物 の物 質 生
産 に 寄 与 して い る と考 え られ た。
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          BUILDING A NEW BASE AT VESLESKARVET, ANTARCTICA  -
    MONITORING ECOSYSTEM CHANGES RESULTING FROM HUMAN ACTIVITY 
   South Africa intends to build a new scientific base in Dronning Maud Land, Antarctica    
in the summer of 1993/94. The base is to be built at Vesleskarvet (71  ° 28S,  3  ° 15E) 
   an exposed nunatak in the northern Ahlmannryggen. Vesleskarvet has not previously 
   been occupied. An initial biological survey of the nunatak took place in  1991/92 as 
   part of an environmental impact assessment for the new base. There are no bird 
   breeding sites on the nunatak and the macrophyte cover (restricted to a few lichen 
   species) is very low. Analyses of the soil microbiota reveal a number of species of 
   bacteria, microalgae, tardigrades (including a previously undescribed species), and 
   protozoa. No mites or collembolans were found. Over-all biomass is very low. In 
   anticipation of the possible impacts of a new base, protected exclusion plots will be 
   established in 1992/93 in key areas (e.g. near the area of waste water release and the 
   collection site of the undescribed tardigrade species). Long-term monitoring of species 
   diversity and abundance in protected areas on the nunatak and comparison with non-
   protected areas will enable us to establish a measure of the extent and the time scale 
   of change induced at the nunatak due to human habitation. No-go zones will also be 
  established on the neighbouring Robertskollen nunatak group which has greater 
  microbiotic diversity including ca 600 breeding pairs of Snow Petrels (Pagodroma 
 nivea) in summer and a relatively high macrophyte biomass.
Submitted by WK Steele and DA Balfour
Percy FitzPatrick Institute of African 
Rondebosch Cape Town. 
12 October 1992
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Downward　 particle　 transporし 　under　 the　 Antarctic　 fast　 ice　 in　 summer.
鈴 木 英 勝(;),佐 々 木 洋 い),原 田 尚 美(2),福 地 光 男(3)
(1)石 巻 専 大,名 大(2),極 地 研(3)
H.　 Suzuki(1),　 H.　 Sasaki(1),　 N.　 Harada(2),　 ‖.　Fukuchi(3)
　　　　　 (1)Senshu　 Univ.,　 (2)Nagoya　 Univ,,　 (3)NIPR
Variabilitiies　 il)　downward　 partic].e　 flux　 were　 observed　 with　 cylindrical　 sedi皿ent　 traps　 at
three　 stations　 in　 the　 fast　 ice　 area　 near　 the　 Syowa　 Station　 in　 summer,　 1992　 (JARE　 33).　 High
particle　 fユuxes　 in　 terms　 of　 dry　 weight　 (>700mg　 m2d-1　 at　 10m)　 at　 St.　 B　(sea　 depth,　 34rn)
occurred　 from　 23　 to　 30　 January.　 Fast-sinking　 particユes　 (FSP;　 >50m　 d　1)　 main!y　 comprised　 of　 zoo-
plankton　 feca]　 pelユets　 accounted　 for　 44.2%　 of　 the　 total　 flux　 in　 the　 same　 period.
海 氷 下 にお け る,生 物 活 動 と そ れ に 関 わ る 物 質 の
下 方 輸 送 過 程 を調 べ る た め に,昭 和 基 地 周 辺 定 着 氷
域 に お い て,簡 易 型 セ デ ィ メ ン ト トラ ッ プ を 用 い て
観 測 を行 っ た.
トラ ッ プ の 吊下 は,　 JARE33に お い て,1992年 の1月
6日 か ら2月1日 に か け て の 夏 季 約1カ 月 間,オ ン グル
海 峡(St.A),北 の 浦 北 東 部(St.B),北 の 浦 西 部(St.
C)の3測 点 に お い て 行 わ れ た.水 深 は そ れ ぞ れ219皿
,34m,29mで あ る.ト ラ ップ 吊 下 水 深 はSt.Aに お い
て,10rn,50m,200mの3層,　St.Bに お い て,10m,
30mの2層,　 St.Cに お い て10m,20mの2層 で あ る.ト
ラ ッ プ の1吊 下 期 間 は3測 点 と も に約 ユ週 間 で,そ
れ ぞ れ3～4期 間 の 採 集 を 行 っ た.
採 集 さ れ た トラ ッ プ サ ン プ ル は 始 め に,沈 降 速 度
の 速 い 粒 子(FSP:〉 約50m/d)と 遅 い 粒 子(SSP:<約
50m/d)と に 分 別 を 行 い,　FSP,　 SSP両 画 分 中 の 動 物
プ ラ ン ク トン(swimmer)を 取 り除 い た後,乾 重 量,有
機 炭 素,有 機 窒 素 の 分 析 に供 した,
St.Bに お け る 粒 子 フ ラ ッ ク ス の 乾 重 量 の 変 化 を 例
に 見 る と(Fig,1),1月 の 初 旬 か ら下 旬 に か け て顕 著
な 増 加 傾 向 が 観 察 さ れ た.　 St.Aお よ びSt.Cに お い て
もほ ぼ 同 様 な 変 化 が 見 られ た.　St.Bに お い て,最 大
の フ ラ ッ ク ス が 観 察 され た1月23日 ～30日 の,10m層
にお い て は,約720mg/m2/dに 達 し た.他 の2期 間 と
同 様,30m層 よ り も,10m層 に お い て フ ラ ッ ク ス は 高
く,ま た 沈 降 速 度 の 遅 い 粒 子 画 分(SSP)が 量 的 に や や
優 占 し て い る.
FSP面 分 中 に は,動 物 プ ラ ン ク トンの 糞 粒 な どが
多 く,ま たSSP面 分 中 に は,植 物 プ ラ ン ク トン や 微
少 な デ トラ イ タ ス な ど が 多 く観 察 さ れ た.し か し ア
イスアル ジー由来であるような,微 細藻類の群体 は
ほとんど認め られなかった.観 測期間 中に観測され
たフラックスの増加は,水 柱内に生息す る浮遊性 の
植物プランク トンの増加 と,そ れに伴 う動物プラ ン
クトンの摂食活動の活発化の反映であ ることが予想
され る.
Fig.　 1.　 Variability　 in　 partic⊥e　 mass　 flux　 at
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  Characteristics of oceanographic structure along  45'W 
                      in the Southern Ocean
     AC Ot 91 ( Vf  AK  AR  )  •  P.  AC  it  (  lc  At  6-)  •  44  ti  *1  /t  (  43  5k  lc  AN  ) 
 M.  NAGANOBU(NRIFSF),  M.  HISANACA(Fisheries Agency) and Y. SHIMADZU(NRIFS)
      There are large differences in macro-scale oceanic environments 
among sectors of Atlantic, Indian and Pacific in the Southern Ocean. 
In order to examine the differences, oceanographic analyses were made 
along the meridian sections of each sector  (12.5'E/37°E/75°E/114°E/155'E 
 /175°E/170'W/120'W/90'W/the east Drake  Passage/30°W) before this. The 
analysis of this  45'W  section is the  series of the above  meridian 
 sections. 
      The fifth Antarctic survey cruise of the KAIYO MARU (Japan Fisheries 
Agency) was conducted in the waters from Drake Passage to the Scotia Sea 
from 28 October 1987 to 16 March 1988.  Serial oceanographic observations 
were made at stations along  45°W during  24—  29  December 1987 in this 
survey  (Fig. 1). Vertical distributions of temperature, salinity, density 
and geostrophic flow, almost to the sea bottom from  50°S to 62'  18.5- S 
near the  pack-iceline along 45'W were analysed using the  KAIYO MARU's 
data. 
      The temperature value of  0°C or less indecating the Antarctic 
Surface Water distributed from the southernmost part of the section as 
far as 57'-30'S. The Polar Front was located around 56'S, although it 
was not clearly confirmed. The temperature minimum layer under  0°C was 
between —  1.52°C at  75m and —  0.34°C at 75m from  62°  18.5- S to  57°S. 
The temperature maximum layer of the upper Warm Deep Water rose between 
 2.31°C at  800m and  0.41°C at 500m from  50'S to  62°  18.5- S. The salinity 
maximum layer of the lower  Warm Deep Water rose between 34.749 at  2000m 
and 34.739 at 800m from 50'S to 60'S. The peak of the rising layer was 
located around the South Orkney Islands. 
   On the whole, the  geostrophic flow 30. 
along this section indicated an eastward 
movement. The maximum speed of the 
geostrophic flow was 12.5cm/sec between 
56'S and  58'S in and around the Polar 
Front zone. The total geostrophic volume transport through this section 41101111/4 
was 49.77x106m3/sec (eastward flow) 
between  50'S and  62°  18.5- S.             111111 
                                                                      gd
 Fig.  1(-.):Oceanographic section along 
 45°W between 50'S and  62°  18.5- S in the 
Scotia Sea of the Southern Ocean surveyed 
by the  KAIYO MARU.
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Oceanographical analysis analysis on the southern minke whale distribution based on the data 
during Japanese research take in 1991/92 
 *Wt.%  (*Fth'iStrg*gifAffi)  •  tlfBLIIII  (7  :771idlil  (a)  )  •  6408.1).  (  Ei*W10113fAifi) 
 M.NAGANOBU(NRIFSF),H.KANO(Asia Air Survey),Y.FUJISE(Cetacean Res.)
 The relationship between oceanic structure and distribution of minke whale was 
examined,using data obtained from the Japanese research take on southern minke whale 
in 1991/92. 
 The survey waters were from  55°S to  69'S between  70°E and  130°E(Anterctic  ArealV) 
from Decemder 5 1991 to March 25 1992. 
 The research vessels were engaged in a systematic sighting and sampling survey on 
minke whales,and XBT observations in order to analyze oceanic structure. 
 zoo  An environmental index  05200(1/2001(temperature)dz) was introduced to express an 
upper stratum of oceanic structure simply. Tha distribution of minke whales was 
calculated by TSA (Trend Surface Analysis)method.The distributions of minke whales 
during the first and the second period were overlaid on the isothems of  05200. 
 The distribution of minke whale was  concentrated to the eastern part during the 
first period from December  5 1991 to January 26 1992 and the distribution during the 
second period from January 26 to March 25 1992 was moved to the southern part, 
 especially in the  prydz Bay. 
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Preliminary　 report　 on　 the　 structure　 of　primary　 and　 secondary
　　　　　　 production　 in　Prydz　 Bay　 area,　 Antarctica
渡 辺 研 太 郎 ・福 地 光 男(極 地 研)　 ・Marchant,　 H.　J.　 (オ ー ス トラ リ ア 南 極 局)
Watanabe,　 K.,　Fukuchi,　 M.　 (N.LP.R.)　 and　 Marchant,　 H.　J.　(Australian　 Antarctic　 Division)
Biomass　 measurements　 for　 primary　 and　 secondary　 producers　 and　 deck　 incubations　 for　 estimating
primary　 production　 were　 carried　 out　 on-board　 the　 Rsv　 Aurora　 Australis　 in　Prydz　 Bay　 area,　 Antarctica,
from　 late　February　 to　early　 March,　 1992　 as　part　 of　a　collaborative　 research　 on　 antarctic　 marine　 biology
between　 N.LP.R.　 and　 the　 Australian　 Antarctic　 Division.　 24-hour　 deck　 incubations　 were　 carried　 out
u・ing　 i3C　 ・・d　・hl…　 phyl1　 ・nd　 C,　 N　 ・t・ndi・g　 …　 p　w・ ・e　mea・u・ed　 f…　 i・・　f・acti・n・d　 p・・ducers.　 T・
monitor　 seasonal　 variability　 of　 phytoplankton　 standing　 crop　 and　 POC　 flux,　 a　recorder　 for　 in-situ
fluorescence　 and　 sediment　 traps　 were　 also　 deployed　 in　Prydz　 Bay　 (68° 　06.76'S,　 74°50.77E;　 535　 m
deep)　 on　 24　 February,　 1992.
1992年2月 下 旬 か ら3月 上 旬 に か け,国 立 極 地 研
究 所 と オ ース トラ リ ア南 極 局 との南 極 海 洋 生 物 共 同
研 究 の 一 環 と し て,ブ リ ッ ツ 湾 海 域 の低 次 生 産 構 造
を 明 らか にす る た め,動 ・植 物 プ ラ ンク ト ンの 現 存
量 調 査,お よ び 光 合 成 速 度 の 測 定 を実 施 した.
湾 内 の 陸 棚 上(Stn.110;550m,Stn.120;730m)と陸 棚
北 方 の 点(Stn.153;2700m)で 各 層 採 水,CTD観 測 を
行 な い(Fig.1),ク ロ ロ フ ィ ル,C,Nの 現 存 量 を サ
イ ズ 分 画 して定 量 し た ほ か,口 径30cmの ダ ブ ルノツ イ
ン の プ ラ ンク ト ン ネ ッ ト(目 合 い30,100/300pm)に
よ り水 深200mか らの鉛 直 曳 を 行 な いC,Nを 定 量 した.
甲板 上 で は13Cを 用 い て24時 間 にわ た り培 養 実 験 を行
な い,サ イ ズ 面 分 あ た りの 光 合 成 速 度 を求 め た.一
方,植 物 プ ラ ン ク トン 現 存 量,　 POCフ ラ ック ス の 季
節 変 化 を調 べ る た め,2月24日,現 場 蛍 光 記 録 計,
セ デ ィ メ ン ト ・ トラ ッ プ を ブ リ ッ ツ湾(68°06.761S,
74°50.77'E;水 深535m地 点)に 系 留 した.
プ ラ ンク トン ネ ッ ト採 集 の 結 果 ,30-100μmの 画 分
の30μm以 上 の 画 分 に対 す る割 合 は 陸 棚 上 の2点 で4
割 前 後(乾 重 量,炭 素 量)だ った の に対 し,陸 棚 北
方 の1点 で は そ れ ぞ れ66,479。 とな り,陸 棚 上 の2点
で は 大 型 の植 物 プ ラ ン ク トンが 優 占 して い た な ど ,
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Fig.　lr　Temperature　 profile　 in　the　Prydz　 Bay　 area　 along　 75°30'E　 in　late　February　 1992.
　 　 An　 arrow　 shows　 the　latitude　 where　 moored　 sediment　 traps　 were　 deployed.C




Culture　 of　 diatomsisolated　 from　 open　 ocean　 zone　 and
　 　 　 in　 the　 Southern　Ocean.
SeaSOnal　 iCe　 ZOne
武 田 重 信 、坂 口 勇 、新 島 恭 二 、清 野 通 康(電 中 研)、 渡 辺 研 太 郎(極 地 研)、 沼 波 秀 樹(東 水 大)
S.　 Takeda,　 1.　 Sakaguchi.　 K.　 Shinshima,　 M.　 Kiyono　 (CRiEPI),
　 　 K.　 Watanabe　 (NIPR),　 H.　 Numanami　 (Tokyo　 Univ.　 Fish.)
　 　 　 Clonal　 cultures　of　 diatoms　 vere　 isolated　from　 open　 ocean　 zone　 and　 seasonal
ice　 zone　 in　 the　 Southern　Ocean.　 The　 rate　 of　 photosynthesis　of　 diatoms　 was
determined　 as　 a　 function　 of　 temperature.　 Photosynthetic　 rates,　 bascd　 on　 the
stable　 lsC　 isotope　method,　 were　 increased　 vith　 temperaturcs　 up　 to　 7'C,　 at　 higher
temperatures　 the　 rates　 decreased.　 The　 differences　 among　 species　in　 the　 response
of　 the　 photosynthetic　 rates　 to　 moderate　increases　 in　 temperature　 is　 discussed.
南 大 洋 沖 合 域 に お け る 植 物 プ ラ ン ク ト ン
量 や 一次 生 産 量 は、 主 要 栄 養 塩 で あ る 硝 酸
塩 、 リ ン 酸 塩 、 珪 酸 塩 が 豊 富 に 供 給 さ れ て
い る に も か か わ ら ず 、 非 常 に 低 い レ ベ ル に
抑 え ら れ て い る。 そ の 原 因 と し て は、 低 水
温 、 光 環 境 の 変 動 、 鉄 な ど 微 量 栄 養 塩 の 不
足 、 弱 い 水 柱 の 鉛 直 安 定 度 、 動 物 プ ラ ン ク
ト ン に よ る 捕 食 な ど が 重 要 で あ る と 考 え ら
れ て お り、 実 際 の 海 域 で は こ れ ら の 制 御 因
」1が 複 合 的 に 作 用 し て い る も の と 思 わ れ る。
一一方 、 南 大 洋 の 天 然 植 物 プ ラ ン ク ト ン 群 集
に っ い て 、 光 ・ 温 度 環 境 の 変 化 に 対 す る 光
合 成 特 性 の 応 答 や 鉄 な ど 微 量 栄 養 塩 の 要 求
に 関 す る 知 見 は 近 年 集 積 し っ っ あ る が、 こ
れ ら 環 境 要 因 の 変 動 に 伴 う 種 組 成 の 変 化 な
ど を 考 慮 す る と、 室 内 培 養 実 験 に よ る 個 々
の 種 ご と の デ ー タ も 重 要 で あ る と 考 え ら れ
る。 そ こ で、 こ れ ら の 増 殖 制 限 要 因 に 対 す
る 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 培 養 特 性 を 調 べ る た
め 、1991年12月 ～1992年3月 に 南 大 洋 イ ン ド
洋 セ ク タ の 沖 合 域(55～59'S)お よ び 季 節
水 域(68～63'S)で 採 取 し た 表 面 水 をf/2培 地
に 接 種 し 、順 次 植 え 継 ぎ な が ら 実 験 室 に 持 ち
帰 っ た、,4℃,16時 間 明8時 間 暗 の 光 条 件 下
で 培 養 し た 結 果、 羽 状 目 ・ 円 心 日 の 珪 藻 類
35株 と、 そ の 他 の 藻 類5株 が 稀 釈 法 に よ り 分
離 さ れ た.こ こ で は 分 離 し た い く っ か の 珪 藻
類 を 用 い、 主 に 光 合 成 速 度 と 温 度 の 関 係 に
っ い て 検 討 し た 。
光 合 成 活 性 は、 錘 体 懸 濁 培 養 液 を ポ リ カ
ー ボ ネ ー ト ビ ン(HJIピ ン3,暗 ピ ン2)に100ma分
注 し、 一 定 量 のNaHi3COsを 添 加 後 一2.5～15
℃ の イ ン キ ュ ベ ー タ ー に 移 し 、1時 間 暗 条 件
下 に 置 い た 後 、200μEm-2s-1の 光 条 件 下 で4
時 間 イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン を 行 い、 固 定 さ れ
たtSCを 赤 外 分 光 法 で 測 定 し て 求 め た 。 暗
ビ ン の 値 は 明 ピ ン の 値 か ら 差 し 引 い た。
南 大 洋 季 節 氷 域 か ら 分 離 し た 珪 藻 類 の 光
合 成 活 性 は、7℃ 付 近 で 最 大 と な り、 そ れ
以 上 で は 低 下 し た 。 一 方 、 沖 合 域 か ら 分 離
し た 株 の 中 に は 、15℃ で も 比 較 的 高 い 活 性
を 維 持 す る も の が あ り、 温 度 変 化 に 対 す る
応 答 に 違 い が み ら れ た。
A
Fig.1　 Effects　 of　 temperature　 on　 rates　 of　 photosynthesis





How　 the　 quantity　 and　 the　 pattern　 of　 priロary　 production　b ロic algae　 respond




Institute　 of　 Polar　 Research
　 　 　 　 For　 evaluating　the　 effect　 of　 seasonal　 sea-ice　 covarage　 on　 the
quantity　 and　 its　 pattern　 of　 pri田ary　 production　by　 microalgae,　an　 growth
(production)　 model　 was　 constructed　based　 on　 the　 photosynthetic
reactions　 to　 available　light　 irradiance　of　 two　 types　 of　 田icroalgal
communities　 (Planktonic　 algae　 and　 ice　 a|gae)　 and　 estimated　the
production　 using　 the　 data　 collected　 during　 winter　 (Dece田ber,1991to
March,　 1992)　 in　 Lake　 Saro口a　 (North-east　of　 Hokkaido).　 Under　 no　 sea-ice
condition,　 planktonic　 algae　 would　 produce　 around　 several　 壇gC・ 田一2・d-1
with　 soロe　 fluctuation　by factor　 6　 which　 rvere　 related　 to　 the　 changes　 of
light　 environ■ent　in　 the　 water　 colu薗n,　 and　 the　 pri田ary　 production
reached　 to　 700　 ■gC・ ■-2　 durin9　 120　 days　 of　 winter　 season.　 　 　 胃hile　 there
was　 sea-ice　 coverage,　production　 by　 planktonic　algal　 community　 could
not　 occur　 due　 to　 significant　decrease　 of　 light　 incidence　 into　 water
column,　 but　 production　by　 ice　 algal　 co田 田unity　 would　 be　 taken　 place.
Daily　 production　by　 ice　 algae　 would　 be　 insignificant,　 which　 did　 not
over　 5嵐gC.国 一2・d-l　 during　 the　 first　 two　 ■onths,　 horvever,　 the　 amounts
would　 exponentially　increase　 reaching　 over　 1,000　 ■9C・ ■-2・d-1　 by　 the　 end
of　 March,　 and　 about　 l3　 9C.■-2　 would　 be　 produced　during　 fully　 ice
covered　 winter.　Effect　 of　 the　 changes　 in　 the　 duration　of　 sea-ice
coverage　 on　 the　 pri■ary　 production　will　 also　 be　 discussed.
極 域 海 洋 の 季 節 海 域 に は 生 物 現 存量 が 大 き
い と い う 特徴 が あ る。 こ の 大 きな 生物 量 を さ
さえ る一 次生 産 活 動 を営 ん で い るの は、 沖 合
い で は主 に海 氷(中)下 を 生 活場 所 とす る ア
イ ス アル ジ ー 群 集 と水 中 を 生 活場 所 とす る プ
ラ ン ク トン藻 類 群 集 な ど の 微 細藻 類 と 考 え ら
れ る。 季 節 海 氷 域 で の 海 氷 発 達 は近 年 の 地 球
温 暖 化 等 の 人 為 的環 境 変 動 や気 象 変 化 の影 響
を う け 大 きな 変 動 を 示 す こ と が指 摘 され て い
る。 海 氷 の 発 達 状 態(程 度)は 海 洋 に 入 射 す
る光 エ ネ ル ギ ー量 を大 き く変 化 させ るば か り
で な く、 ア イ ス アル ジ ー の 生 活 場 所 の 有 無 に
も 違 い を も た らす た め、 こ れ ら海 域 の 一 次 生
産 性 に大 きな 差 異 を も た ら す 要 因 と考 え られ
る。 そ こで 本 研 究 で は季 節 海 氷域 で優 先 す る
微 細 藻 類 群 集 の 光 利 用 特 性 を 実験 的 に 調 べ、
これ に基 づ い て 藻 類 の 増 殖(一 次 生 産)応 答
の モ デル 解 析 を行 な った。 モ デ ル解 析 に は 冬
季 に 季 節 海 氷 が 発達 す る こ と が知 られ て い る
サ ロ マ湖 で 観 測 した 環 境 条 件 を利 用 し た。
海 氷 が 発 達 し な い 場 合 に は、 水 中 に入 射 す
る 光 を 利 用 し、 プ ラ ン ク ト ン 藻 類 が 一 次 生 産
活 動 を 営 む 。 こ の 群 集 に よ る 一 次 生 産 量 は 数
10咀gC・M"2・d-1を 推 移 し、12月 ～3月 ま で
の120日 間 の 積 算 で730mgC・m-2と推 定 さ れ た 。
こ れ に 対 し て 、 同 期 間 に 海 氷 が 発 達 す る と す
れ ば 、 水 中 に 入 射 す る 光 が 激 減 す る た め プ ラ
ン ク ト ン 藻 類 に よ る 一 次 生 産 活 動 は 停 止 し、
か わ っ て ア イ ス ア ル ジ ー が 一 次 生 産 活 動 を 行
う よ う に な る。 ア イ ス ア ル ジ ー に よ る 一 次 生
産 量 は 結 氷 後 か ら2ヵ 月 間 は 先 の 海 氷 の な い
状 態 で の プ ラ ン ク ト ン 藻 類 に よ る … 次 生 産 量
に 比 べ て、 き わ め て 小 さ い も の で あ る が 、 時
間 経 過 と と も に 急 速 に 大 き く な り、3月 に は
1,000mgC・ ゴ2・d-1に ま で 達 す る も の と 推 定 さ
れ た 。120日 間 の 積 算 で は 実 に13gC・m'2に
も 達 し、 海 氷 が な い 場 合 の 約20倍 ほ ど の 一 次
生 産 が 、 特 に 結 氷 期 間 後 期 に 集 中 し て 生 産 さ
れ る こ と が 推 定 さ れ た 。 結 氷 期 間 の 短 縮 及 び
生 物 量 の 大 小 に よ る 一 次 生 産 性 へ の 影 響 に つ
い て も 考 察 を 加 え る。
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夏 季 ベ ー リ ン グ 海 循 環 表 面 に お け る 懸 濁 物 の 分 布 と 組 成 に つ い て
Distribution　and　 composition　 of　 biogenic　 particulate　 matter　 at　 surface
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 in　 the　 Berin8　 Sea　 Gyre　 in　 summer
塩 本 明 弘 ・ 小 倉 未 基(遠 洋 水 研)
A.　 Shiomoto　 and　 門.　Ogura(NRIFSF)
Biogenic　 si|ica(BSi),　lithogenlc　 silica(LSi),　particulate　 organic　 car-
bon(POC)　 and　 nltrogen(PON),　and　 chlorophylla(Chla)　were　 measured　 at
surface　 in　 the　 Bering　 Sea　 Gyre　 in　 summer.　 BSi　 was　 in　 the　 range　 of
O.23toll.95μg-at.1-1,　 LSI　 ln　 the　 range　 of　 O.024　 to　 O.421μg-at.1-1,
POC　 in　 the　 range　 of　 17.8　 to　 38.1μg-at.1-1,　PON　 in　 the　 range　 of　 2.25
七〇9.50μ9-at.1-1,　 and　 Chla　 in　 the　 range　 of　 O.18　 to　 L39μ81-1.BSi/
POC　 atomic　 ratio　 was　 in　 七he　 range　 of　 O.01　 to　 O.35　 and　 the　 most　 of　 POC/
PON　 atomic　 ratio　 iT)　the　 ran8e　 of　 4　 to　 9(average　 6.8±1.6).　BSi and
BSi/POC　 atomlc　 ratlo　 varied　 widely　 among　 stions,　 while　 POC,　 PON,　 and
POC/PON　 atomic　 ratio　 did　 F}ot　 change　 extensively.
[は じ め に]南 極 海 の 懸 濁 物 の 有 す る 珪 素 と 炭
素 の 比 に は 海 産 珪 藻 類 の 有 す る 典 型 的 な 珪 素
と 炭 素 の 比(0.13±0.04)(Brzezinski,1985)
に 比 べ て 数 倍 高 い 値 が 報 告 さ れ て い る(e.g.
Tregure　 et　 a1.,1990)。 　ベ ー リ ン グ 海 と 南 極
海 の 基 礎 生 産 に 関 わ る 諸 要 因 の 類 似 性 か ら 考
え て 、 ベ ー リ ン グ 海 の 懸 濁 物 も 南 極 海 と 同 様
珪 素 に 富 ん で い る こ と が 容 易 に 推 測 さ れ る 。
と こ ろ が 、 こ れ ま で ベ ー リ ン グ 海 に お け る 懸
濁 態 珪 素 の 観 測 結 果 は ほ と ん ど な い の が 現 状
で あ る 。 わ れ わ れ は 夏 季 の ベ ー リ ン グ 海 循 環
表 面 に お い て 、 懸 濁 態 炭 素 や 窒 素 は も ち ろ ん
珪 素 を も 測 定 し 、 そ の 分 布 や 懸 濁 物 の 組 成 に
つ い て 若 干 の 知 見 を 得 た の で 報 告 す る 。
[方 法]試 料 は 岩 手 県 立 宮 古 水 産 高 校 所 属 の 新
り あ す 丸 に よ る1991年6月10日 か ら7月21日 ま
で の ベ ー リ ン グ 海 で の 調 査 航 海 に お い て 得 ら
れ た(観 測 点 数21)。 試 料 は ポ リ バ ケ ツ を 用 い
て 表 面 か ら 採 水 さ れ た 。 生 物 体 珪 素(BSi)及
び 鉱 物 体 珪 素(LSi)の 捕 集 に は ヌ ク レ オ ボ ア
フ ィ ル タ ー(ボ ア サ イ ズ0.6μm)を 用 い た 。 懸
濁 態 有 機 炭 素(POC)及 び 窒 素(PON)の 捕 集 に は
熱 処 理 済 のWhatman　 GF/ド フ ィ ル タ ー 、 ク ロ ロ
フ ィ ルa(Chla)の 捕 集 に は 未 処 理 のWhatman
Gド/Fフ ィ ル タ ー を 用 い た 。　BSiはPaasc　 he(1　9-
73)、LSi}まBrzezlnski　aBd　 Nelson(1989)(こ
従 い 分 析 さ れ た 。　 POC及 びPONは 柳 本MT-5型
(:HN元 素 分 析 計 を 用 い て 測 定 さ れ た 。　 Chlaは
蛍 光 法 を 用 い て 測 定 さ れ た 。
[結 果]得 ら れ たBSiは0.23-ll.95μg-at.1-1、
しSiは0.024-0.421μg-at.1　1、 POCζ ま17.8-
38.1μg-at.1　 1、　 PONは2.25-9.50μ8-at.ll、
Chlaは0.18-1.39μgl1で あ っ た 。　BSiが52
倍 と 最 も 大 き な 変 動 を 示 し 、 次 い でtSiが18
倍 と こ れ も 比 較 的 大 き な 変 動 を 示 し た 。 こ れ
ら に 対 し て 、　 POCは2倍 、　 PONは4倍 程 度 の 変 動
し か 示 さ な か っ た 。 ま た 、C旧aの 変 動 は7倍
程 度 で あ っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 ベ ー リ ン
グ 海 循 環 表 面 の 懸 濁 物 は 炭 素 や 窒 素 で は な く
珪 素 に よ っ て 特 徴 付 け ら れ て い る こ と が 分 っ
た 。
次 に 、　 BSiとPOCの 原 子 比(BSi/POC比)、 　POC
とPONの 原 子 比(POC/PON比)を 求 め た 。 得 ら れ
たBSi/POC比 は0.Ol-0.35で あ り 、 南 極 海 と 同
様 珪 藻 類 の 有 す る 典 型 的 な 値 よ り も 数 倍 高 い
値 が み ら れ た 。 さ ら に 、　 BSiの 観 測 点 間 で の
桁 違 い の 変 動 を 反 映 し て 、　 BSi/POC比 の 観 測
点 間 の 変 動 も 桁 違 い で あ っ た 。 ま た 、　 BSI/
POC比 とBSiと の 間 に は 直 線 関 係(p<0.00Dが
認 め ら れ た 。 こ れ に 対 し て 、　 POC/PON比 の 大
半 は4-9の 範 囲 内 に あ っ た 。　 POC/　 PON比 の 平
均 値 ± 標 準 偏 差 を 求 め る と6.8±1.6と な り 、
ほ ぼ レ ッ ド フ ィ ル ド 比 に 一 致 し た 。　 BSI、 　BSi
/POC比 の 変 動 要 因 並 び に 、 高 いBSi/POC比 が
持 つ 意 味 を 中 心 に 議 論 す る 。
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チ ュークチ海 およびセ ン トロー レンスポ リニ ア海域 にお ける
1990お よび1991,1992年 の夏季海況 の比較研究
Comparative　 Studies　 of　 the　 Hydrographic　 Conditions　 in　the　 Chukchi　 Sea
and　 St.Lawrence　 Polynya　 Region　 in　Mid-summer　 of　 1990,1991　 and　 1992.
三 宅 秀 男1)、 増 田 紀 義D
(1)北 海 道 大 学 ・水 産 学 部)
　 　 　 　 H.　 Miyake　 1)　,K.　 Masuda　 l)
(　1)　Hokkaido　 Univ.,　 Faculty　 of　 Fisheries)
　 In　 mid-summer　 of　 l990,　 1991　 and　 1992,　 fishsries　 resources　 were　 surveyed　 in
the　 Chuktci　 Sea　 and　 St.　 Lawrence　 Island　 polynya　 region　 in　 the　 Bering　 Sea.
Here　 we　 examined　 the　 oceanographic　 conditions　 and　 compared　 with　 those　 of
three　 years　 each　 other.　 Near　 the　 St.　 Lawrence　 Is。　 oceanographic　structures
showed　 low　 water　 temperature　 and　 high　 salinity.　 This　 suggests　 that　 the
upwelling　 took　 place　 in　 the　 areas　 and　 that　 it　 is　 one　 of　 the　 possibile
forlnation　 mechanism　 of　 the　 polynya.　 Strong　 two　 layer　 structures　 were　 shown
near　 the　 pack　 ice.　 Beyond　 the　 bottom　 thermal　 front　 large　 f三sh　 h・ad　not　 sampled
but　 many　 arctic　 cods　 were　 sampled　 in　 the　 surface　 layer　 near　 the　 pack　 ice.
チ ュー クチ海 お よびベ ー リング海陸棚海域 は、
高 い生物 生産 を年 中維 持 し、 とりわ け海獣類 な
どの大 型ほ乳類 の生息地 、繁殖地 として知 られ
て い る。 この様 な大型 動物 を生育繁殖 させ るた
め に は、 莫大 な生物生産 量が 無 ければ ならない。
極 地 研、 北大、 道東海 大の グル ープは、 これ ら
の 高 い生 物生産 の維持機 構、 生物 現存量、非 生
物 環 境 を含 めた生態系 な どを3年 にわ たって調
査 して きた。 こ こで は、チ ュ ークチ海 およびベ
ー リング海 セン ト・ロー レンスポ リニア海域で
の1990,1991,1992年 の7月 下旬 に海洋調 査 を
行 っ た結 果 について、 主 に物 理環境の側面 か ら
報 告す る。
【結 果 と考察 】
セ ン ト・ロー レンスポ リニ ア海 域で は、7月
下 旬で も海底 付近 は0°C以 下 である。水温や
塩 分の 分布 は、北西 のアナ ジ ール湾側 から南東
にか けて暖 か くか つ低 塩 にな って いく。 アナジ
ール湾 で冬季 に冷却 された寒 冷な水 と、 アラス
カ 沿岸 を北西 に流れ る沿岸流 との間の遷移海域
に あた るた め と思われ る。
南北 断面構造 を見 る と、セ ン ト・ロ ーレンス
島側 で 表層、底 層 とも低 温、 高塩 、高密度 にな
り、湧 昇場 を示 唆 してい る。冬 季のポ リニ アの
形 成 との関係 が うか がわれ る。3年 間の内で
は 、1991年 が最も寒冷 で、海 底付近の塩分 も
高 い。
チュ ークチ海 の北 緯68° か ら71° にか けて の、
開 水域 全体 を2年 にわた って調 べ た。1991年 に
は　Ledyard　 Bay　 の北部 に まで、 沿岸流 の暖水
が入 り込み、 開氷域 の海底付 近の水 温の水 平勾
配 は弱い。一方 、1992年 では暖水 は69°30'N以
南 に限 られ、海底付 近の水温 フロン トが顕著 で
ある。69°30'N以 北 の海 底付近 は広 く0°C以
下 の水 温 を示 し、氷縁付 近 は一1.5°C以 下
で ある。 この0°C以 下 の海域 の塩分 は、32.2
か ら32.5psuで 前年 に比 べ低 い。
開氷 域か ら氷縁 にかけての 断面構造 は、氷縁
付近 で極 めて顕著 な二層 構造 を示す。 すな わち、
表層10m程 はやや高温(2～4°C)で 低塩(26
～30psu)の 軽 い(21～24σt)水、15m以 深
は、低 温(-1～-1.7°C)で 高塩(32.2～32,6
psu)の 重 い水 塊(26.0～26.2σt)か らな っ
て いる。
海底 付近の水温 フ ロン トは、氷縁 直下 にある
場 合 と、岸 沿いの暖水 の沖側 にあ る場合 が ある。
いずれ の場合も、 フ ロン トを越 えた冷水側 で は
大 型の魚種 は採れな くなる。 しか し、氷縁 付近
の表層 では、北極 ダラの稚 仔魚 が多数採集 され
た。 このフ ロン トが生態 系の上 で重要 な役 割 を
果 た している ことが示唆 され る。
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西 部 北 太 平 洋 に お け る ク ロ ロ フ ィ ル 色 素 量 の リ
モ ー ト セ ン シ ン グ に よ る 推 定:そ の1.ガ シ ァ ン
曲 線 に よ る 鉛 直 分 布 の モ デ ル 化 と そ の 時 空 間 変
動 ζこ つ し、 て
Local　 Algorithm　 of　 Estimation　 of　 Chlorophyll　 Pigments　 for　 Remote　 Sensing　 Study　 in
the　 Uestern　 North　 Pacific　 :　Part　 l　Modeling　 of　 Vertical　 Distribution　 by　 Gausslan
Curve　 and　 Spatial　 and　 Temporal　 Variability　 in　 the　 Parameters　 Controlling　 Gaussian
Curue
田 口 哲 葛 西 広 海 齊 藤 宏 明
(水 産 庁 北 海 道 区 水 産 研 究 所)
　　　　　S.　 Taguchi,　 }1.　Kasai　 and　 H.　 Saito
(　Hokkaido　 Na七ional　 Fisherise　 Research　 lnstitute　 )
Quantitative　knowledge　 of　 vertical　 distribution　of　 chlorophyll　a　 is　 essential　 to
establish　 the　 algorithm　 for　 es七imation　 of　 standing　 crop　 of　 chlorophyll　a　 in
remote　 sensing　 s七udy・ 　 Gaussian　 curve　 was　 fitted　 to　 the　 vertical　 profile　 of　 chlorophy
ll　 a　and　 provided　 four　 para回eters.　 Spatial　 and　 temporal　 variability　in　 the　 parameter
was　 stusied　 in　 the　 western　 North　 Pacific.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 PARAME1「ER　 '「Zm"　 (m)
[目 的]人 工 衛 星 よ り得 られ る海 色 資 料 を
用 いて 水柱 の ク ロ ロ フ ィル 色 素 の現 在量 を推
定 す る ため に は、 そ の鉛 直分 布 が明 らか で な
くて は な らな い。 鉛 直分 布 は ガ シ ア ン曲 線 に
よ って モデ ル 化 出 来 る が、 そ れ に よ って 得 ら
れ た い くつ かの 変 数 の 時空 間 的変 動 の大 き さ
を北 海 道 南 東 海 域 に お い て1990年4月 か
ら1991年7月 ま で計8回 の航 海 で得 られ
た資 料 で 解 明 す る。
[方 法]採 水 は表 面 か ら200mま で9層
を ニ ス キ ン採 水 器 を使 っ て行 っ た。 ガ シ アン
曲線 に ク ロ ロ フ ィルa量 を あ て はめ る方 法 は
Lewis等(1983)に よ っ た。
[結 果 と考 察]ガ シ ア ン 曲線 の 変数 に は1)
深 層 に お け る ク ロ ロ フ ィルa量(Bo)、2)
ク ロ ロ フ ィル 極 大層 の 深度(Zm)、3)極
大層 の厚 さ の指 標 と な る標 準 偏差(σ)、4)
Bo以 上 の ク ロ ロ フ ィルa現 在量(h)が あ
る。Zmは 沖 合 いで 深 く沿 岸 で浅 い(図)。
σは 冬期 を除 け ば35m以 下 で あ る。 こ れ は
海 水 の鉛 直構 造 の季 節 変化 にZmは あ ま り関
係 が な い が σは 関係 が あ るこ とを 示 す。 ご く
沿 岸 域 を 除 け ば ク ロ ロ フ ィルaの 鉛 直 分 布 は
中 層 で極 大 を 持 ち、 そ の 極 大 層 の 厚 さ は冬 期
5959
　　　AM　 JJASOND　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 J　 FM　 A　 M　 JJ
ユ990199コ
Spatial　 and　 temporal　 distributlon　of　 Zm
during　 the　 period　 from　 April　 l990　 to
july1991.
に160m以 上 と な る の で 表 層 の ク ロ ロ フ ィ
ルa濃 度 が わ か れ ば 水 柱 あ た り の ク[1ロ フ ィ
ルa現 在 量 の 推 定 が 可 能 に な る。
[参 考 文 献]
Lewis,　 M.　 R.,　 J.　 」.　 Cullen　 and　 T.　 Platt
(1983)　 Phytoplankton　a d　 七hermal
structure　 in　 the　 upPer　 ocean　 :
consequences　of　 nonuniformity　in
chlorophyll　profile.　 Journal　 of
Geophysical　Research　 88　 :　 2565-2570.
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サ ロ マ 湖 に お け る ア イ ス ア ル ジ ー の 強 光 阻 害
Photo-inhibition　 of　 ice　 algal　 assembalgaes　in　 Lagoon　 Saroma　 Ko,　 Hokkaido,　Japan
佐 藤 博 雄 ・ 宮 原 猛 省 ・ 渡 辺 研 太 郎 ・ 山 口 征 矢
(東 水 大)(東 水 大)(国 立 極 地 研)(埼 玉 大)
　　 【i.　Satohl),　 T.　 Miyahara1),　 K　 Watanabe2),　 and　 Y.　 Yamaguchi3)
1)Tokyo　 Univ.　 of　 Fish.,　 2)Natl.　 Intl.　 Polar　 Res.,　 3)Saitanla　 Univ.
Ice　 algal　 assemblages　 at　 the　 bottom　 of　 sea　 ice　 indicatc　 shade　 adaptaしion.　 The　 light
intensity　 at　 thc　 bottom　 of　 ice　 was　 estiamted　 to　 bc　 less　 than　 several　 percentage　 of
incidcnt　 solar　 radiation.　 The　 light　 response　 of　 ice　 aユgal　 assemblages　 was　 examined　 under
two　 different　 levels　 of　 light　 intensities,　 54　 and　 330　 μE　 m-2　 s-1.　 at　 less　 than　 O°C　 for　 one
week.　 Using　 thc　 Evans　 blue　 staining　 mcthod　 for　 discriminating　 dead　 cells　 from　 living　 cclls　 of
ice　 algal　 assemblages,　 we　 followed　 the　 time　 course　 of　 dead　 cells　 percentage.　 The　 ratio　 of　 dcad
cells　 to　 total　 cells　 reached　 to　 finally　 92　 %　at　 the　 day　 after　 one　 week　 exposurcd　 at　 the
illumination　 of　 330　 μE　 m-2　 s-i.　 whereas　 it　 was　 less　 than　 60　 %　at　 54　 μE　 m-2s-1.　 This　 result
was　 also　 supPorted　 by　 those　 of　 pigment　 and　 photosynthesis.
極 域 の 春 ・秋 季 に 海 氷 の 下 面 で 増 殖 す る ア イ
ス ア ル ジー は 、 低 照 度 ・低 水 温 下 で 繁 茂 す る 。
冬 季 サ ロ マ 湖 の 結 氷 期 に も、 同様 の 現 象 が 見 い
だ さ れ て い る(lloshiai　 and　 Fukuchi,　 1981;
Satoheta1.,1989)。ま た 、 弱 光 に適 応 した 藻
類 で 強 光 照 射 に よ り光 合 成 が 阻 害 され る こ と は
良 く 知 ら れ て い る。 わ れ わ れ は、 サ ロ マ 湖 の 海
氷 下 か ら採 取 し た 試 料 に つ い て、 異 な る 光 強 度
を 照 射 し、 強 光 の 阻 害 作 用 の 発 現 につ い て 検 討
した 。
材 料 と方 法:試 料 と して1992年3月6日 栄
浦 地 先 の 氷 下 面 の 着 色 層 を 掻 く取 り、 ア イ ス ボ
ッ ク ス 中 に 保 存 し研 究 室 に 持 ち 帰 り、 現 場 の ろ
過 海 水 で 氷 を 溶 解 し て 実 験 に 用 い た。 試 料 は 、
0°Cで 白色 蛍 光 灯 を 用 い54お よ び330μE
m-2s'1の 下 で7日 間 連 続 照 射 し た。 実 験 開 始 、
1、2、5、7日 目 に 試 料 の 一 部 を 取 り、 エ バ
ン ス ブ ル ー 染 色 法(佐 藤 ・山 口、1988)を 用 い、
顕 微 鏡 下 で細 胞 を 計 数 し、 青 色 に 染 色(死 細 胞)
さ れ た 割 合 を 求 め た 。 こ れ ら の 試 料 に つ い て、
ク ロ ロ フ ィルa量 の 測 定 を 蛍 光 法 に よ っ て 行 っ
た。 ま た 、 実 験 開 始 時 お よ び7日 目 の 試 料 に つ
い て 、6段 階 の 光 強 度 で ‥C法 に よ り光 合 成 活
性 を 測 定 した。
結 果 と考 察:用 い た 試 料 の 全 細 胞 数 は 約2x
105ml-'1、 そ の 中 で 開 始 時 に エ バ ン ス ブ ル
ー で 染 色 され た 死 細 胞 の 割 合 は27%で あ っ た。
330μE　 m-2　 s"tの 強 光 下 に さ ら した 試 料 はucull
経 過 に伴 い死 細 胞 の 出 現 の 割 合 が 増 加 し、7日
目 に は90%以 上 の 細 胞 が 死 細 胞 で 占 め ら れ た。
一 方 、54μE　 mL2　 s"1の 弱 光 下 の 試 料 で は 死 細 胞 の
顕 著 な 増 加 は 認 め ら れ な か っ た 。 試 料 中 の 種 組 成 は 、
渡 辺(1991)等 が 示 す よ う に 珪 藻 類 が 優 占 し 、 群 体
を 作 る　 Nitzshia　 sメ)..　 N.　 frigida　 の 羽 状 目 珪 藻
類 が 優 占 し て い た 。 実 験 開 始 時 の 光 合 成 一 光 曲 線 か
ら54μE皿 一2s-1で 光 飽 和 に 達 し0.54mgCmg.ch1.
a-;h-1で あ っ た が 、7日 間 の 照 射 後 に は330μE
M'2s'1の も と で も 光 飽 和 に 達 し な か っ た(最 高 値 は
0.12mgCmg.ch1.a"1h"i)。 実 験 開 始 時 の ク ロ ロ フ
ィ ルa量 は132mgm－'3で あ り 、7日 間 の 放 光 照 射
後 の 値 は1.1mgm'3を 示 し、 弱 光 の 照 射 で は94mg
M'3で あ っ た 。
Fig.　 Time　 course　 in　 percentagc　of　 dead　 cells.
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能 取 湖 に お け る 冬 季 か ら 春 季 に か け て の
植 物 プ ラ ン ク ト ン
Phytoplank七 〇n　 from　 win七er　 to　 spring　 1992,　 in　 lake　 Notoro,　 eastern　 Hokkaido・
浅 見 大 樹1)、 伊 沢 敏 穂1)、 安 富 亮 平1)、 今 田 和 史1)、 坂 崎 繁 樹2)、 川 尻 敏 文3)
(1)北 海 道 立 水 産 醇 化 場 、(2)網 走 市 水 産 科 学 セ ン タ ー 、(3)西 網 走 漁 業 協 同 組 合
H.　 Asami1),　 T.　 12awa1),　 R.　 Yasu七 〇mi1),　 K.　 lmada1),　 S.　 Saka2aki2),　T・　 kawajiri3}
(1)Hokkaido　 Fish　 Ha七chery　 (2)Abashiri　 Fisheries　 Science　 Center
(3)Western　 Abashiri　 Fisheries　Co-opera七ion
　 　 　 　 　 The　 biomass　 and　 species　 composition　 of　 ice　 algae　 and
　 　 　 phytoplankton　 were　 investigated　during　 ice　 covered　perlod　 and
after　 ice　 me]tin9.　The　 peak　 of　 ice　 algae　 biomass　 was　 found　 三n
　 　 　 late　 February,　 however,　 that　 of　 phytoplankton　under　 the　 ice　 in
　 　 　 middle　 March.　 Phytoplankton　spring　 blo〔 ⊃m　 occurred　in　 middle　 Api'il
　 　 　 after　 ice　 melting.　The　 dominant　species　 were　 nui.　 diffel-ent
　 　 　 between　 ice　 algae　 and　 phytoplankton　under　 the　 ice.　 But　 d{}minanL
speCies　 dUring　 spving　 b1()om　 were　 nりt　 nec　 (〕　esal　 l　ly　 simi　 lal"　 t,　o　 thし)se
　 　 　 during　 ice　 covered　 period.　Phytt])plankton　biomass　 maximum　iayel
　 　 　 was　 observed　 in　 bottom.　 Since　 l3C　 ul)take　 was　 the　 most　 active
here,　 it　 was　 thought　 that　 phytQPlaP,ktc)n　grc)wth　 ()ccurred　 in　 b()tヒ(一)m
　 　 　 layer　 dul'ing　 spring　 blu〔:)m.
能 取 湖 は 冬 期 間 結 氷 し、 解 氷 後 の 春 季 に は ミ ン グ は 異 な る。 ア イ ス ア ル ジ ー と し て 優 占
珪 藻 類 の 大 増 殖 が 起 こ る が 、 結 氷 期 の 植 物 ブ し た 種 は 、　 Deto〔Lul旦 墜!nfervac鎚,　E!ag-i|a－
ラ ン ク ト ン に 関 し て は 、 未 だ 明 か で は な い 。　 rio　 sis　 spp.,　 巫 又i⊆ 幽 　 spp.,　 N-itZS.C.ltlA
そ こ で 、 本 研 究 は 結 氷 期 の ア イ ス ア ル ジ ー と　 　 frididaな ど の 羽 状 目 珪 藻 で あ っ た 。 結 氷 下 で
植 物 プ ラ ン ク ト ン の 種 組 成 、 現 存 量 お よ び 結
氷 期 か ら 解 氷 後 の ブ ル ー ム に か け て の 種 の 遷
移 を 知 る こ と を 目 的 と す る。
(材 料 と 方 法)調 査 は 、 結 氷 期 の1992年2月 下
旬 、3月 上 中 下 旬 、 解 氷 後 のq月 中 旬 の 計5回 、
湖 岸 のSt.7(水 深11m)と 、4月 の み 湖 央 のSt
.5(水 深21m)で も 行 っ た。 ア イ ス ア ル ジ ー は
2月 と3月 に、 一 定 量 の 氷 の 色 付 い た 部 分 を ろ
過 海 水 中 に 解 か し、 ク ロ ロ フ ィ ルa量 分 析 と 検
鏡 用 の 試 水 と し た。 水 中 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン
定 量 用 試 水 は 、 各 層 採 水 し(2月 は 氷 下4層 、
3月 は 氷 下lmの1層 、4月 はS七.7で3層 、St.5で
7層)、 ク ロ ロ フ ィ ルa分 析 と 検 鏡 に 供 し た。
ま た、4月 に はSt.5で 採 水 層 と 同 じ 層 で13cの
取 り 込 み 実 験 を 行 っ た。
(結 果 と 考 察)ア イ ス ア ル ジ ー の ク ロ ロ フ ィ
ルa量 、 総 細 胞 数 は 共 に2月 に 顕 著 な 極 大 を 示
し た が 、3月 に は 両 者 と も 急 激 に 減 少 し、 ア イ
ス ア ル ジ ー の 現 存 量 は 大 き く 変 動 す る こ と を
示 唆 し た。 氷 下 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン の ク ロ ロ
フ ィ ルa量 、 総 細 胞 数 は 共 に3月 中 旬 に 極 大 を
示 し、3月 下 旬 に 一 度 減 少 し た も の の、 解 氷 後
は 再 び 増 大 し た。 こ の 様 に、 ア イ ス ア ル ジ ー
お よ び 水 中 の 植 物 プ ラ ン ク トン の 増 殖 の タ イ
優 占 し た 種 は、　 P.　 confervace皇,E£ 鎚 」⊥Q.LL
塑 エ§　spp.で あ っ た が、3月 下 旬 に はQ.　 ⊆gp－二
fervaceaの 休 眠 胞 子 も 優 占 し た。 解 氷 後 の4月
に は、Eエ 鎚 ⊥1arLΩ 且≦⊥§spp.こ こ加 え て、 中 心 目
珪 藻 の]1b劃 鎚 旦Lg皇iエA旦gエd」 塑skio皇 ユ立山,9b二
aetoceros　 subsecundusカs'優 占 し た。 こ の2種
は 結 氷 下 で 既 に、 密 度 は 非 常 に 少 な か っ た が
出 現 し て い た。 し か し、　 Chae七 〇⊆eros,　 Core－
七hron,　 L豊 遮一廻.[逃,　 Bb⊥20solenia,　 !tL:
alassiosiraの 各 種 は 、 解 氷 後 、 初 め て 出 現 し
た。 こ の 様 に 、 結 氷 期 の ア イ ス ア ル ジ ー と 氷
下 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 組 成 の 優 占 種 は 類 似 し
て い る が、 解 氷 後 の 植 物 プ ラ ン ク ト ン 組 成 の
優 占 種 は、 結 氷 期 の も の と は 異 な る こ と が 観
察 さ れ た。 ま た、 解 氷 後 の 春 季 ブ ル ー ム 時 に 、
ク ロ ロ フ ィ ルaと 総 細 胞 数 の 極 大 が 底 層 に 観 察
さ れ た。 こ の 極 大 を 形 成 す る 種 は 、 前 述 し た
Lrb.　 nordenskioeldiiやE　la.1二1魎spp.
な ど で あ り、13Cの 取 り 込 み も こ の ク ロ ロ フ ィ
ルaや 総 細 胞 数 種 大 層 と 一 致 し た こ と か ら、 ブ
ル ー ム を 形 成 す る 種 は、 底 層 で 増 殖 し て い る





pr。ducti・n　 a・　e・timated　 by　 13C　 uptake　 in
　　　　　　 　　　　　　　in　 Northern　 Japan.
今田和史、安富亮平、伊沢敏穂
(北海道立水産醇化場)
K.　 Imada,　 R.　 Yasutomi,　 T.　 Izawa
　　 (Hokkaido　 Fish　 Hatchery)
01igotroph c　 lakes
　　　 Lake　 Shikotsu　 and　 Lake　 Toya　 are　 oligotrophic　ake　 in　 northern
Japan.　 In　 1991　 and　 1992,　 transparency　of　 Lake　 Shikotsu　 and　 Lake　 Toya
measured　 between　 15.5　 to　 28.5　 and　 9.5　 to　 24.O　 meter　 respectively.
Chlorophyll-a　of　 those　 lake　 had　 in　 common　 with　 the　 concentration　level
(0.2-3ug/1)　and　 the　 seasonal　 changes.　 13C　 uptake　 of　 Lake　 Toya　 (maximum
3　 atom%　 13C),　 however,　 were　 several　 tilnes　 or　 more　 higher　 than　 Lake
Shikotsu.　 The　 differences　of　 the　 primary　 production　 are　 caused　 by
their　 lake　 circumstances.　B cause　 of　 this　 lake　 condition,　 fish　 produc-
tion　 of　 Lake　 Toya　 is　 greater　 than　 Lake　 Shikotsu.
[目 的]
寒冷 地 であ る北海 道 に は大小200を 超 え る天 然湖 沼 が
存 在 し、大 型 の貧 栄養 湖沼 が多 い特徴 を も ってい る 。貧
.栄 養 湖 の個 々の 調査 例 は数 多 くあ る が、近 年湖 沼研 究の
中 で も重要 と考 え られ て いる 、基 礎 生産 に も とつ いた生
物 生産 過程 につ いての 研究 例 は少 な い。今 回 、演者 らは
支 笏湖 と洞 爺湖 で安定 同位 体('3C)の 取込 からみ た基 礎
生 産 、 クロ ロフ ィルa、 湖 沼環 境 な どの研 究 か ら、両湖
沼 に特 徴 的 な差異 がみ られた の で この結果 を報 告 す る。
[方 法]
湖沼 調査 は1991年4月 か ら12月 まで と1992年3月 か ら9
月ま で実施 して いる 。一 般的 な湖 沼 観測 に加 え てク ロ ロ
フ ィルa、　i3Cの 取 込量 測 定 を行 な った 。これ らの測 定 は
最深 部 で行 ない 、測定 水 深 は0,5,10,20,30,40m(1992年
は60mを 加 えた)で あ る 。試水 は ガ ラス フ ァイバ ーフ ィル
タ ー(GF/F)で 口過 捕算 し、 メ チル アル コール 抽 出後 、 タ
ー ナ ー蛍 光光 度計 でク ロ ロフ ィルaを 測 定 した 。　iSCの
取込 量測 定 は各層 よ り採 水 した試水 を 、1リ ッ トルの透
明ポ リカー ボネ ー ト容 器 に移 し、NaH'3CO,(10M9/m1)溶
液lm}を 注 入 し採 水 深度 に垂 下 した 。垂下 は午 前11時 か
ら正 午 まで の間 に垂 下 し、24時 間後 の翌 日に取 り上 げ、
試水 をガ ラス ファ イバ ー フィル タ ー(GF/F)で 口過 捕集 し
た 。13Cの 測定 は 日本 分光 の　CO2分 析 用の 赤外 分光 光度
計 を 用いた 。
[結 果]
透 明度 は支笏 湖 が15.5-28.5m、 洞爺湖 が9.5-24.Omを
観 測 し、 いずれ も清透 な湖 で ある 。両湖 沼 とも リンは検
出限 界(0.003ni9/D以 下 であ るが 、硝 酸性 窒素 は支笏 湖
の0,03mg/1前 後 に対 し、洞爺 湖 が0.15-0.21mg/1と 高 い 。
2)ク 口口ユ ±壁 変化
両 湖 沼の クロ ロフ ィルaの 濃度 差 は少 な く、周 年で は
0.2-3μg/1と 、類 似 した変化 を示 した 。毎年 の傾 向 と し
て春 季 は低 く、9-10月 の秋 口 に最 大 に達 し、最 大 層は5-
20mの 中層 に 現わ れた 。 クロ ロ フィルaの 周年 の増 減変 化
は透 明 度の 周年 の高 低 変化 と比較 的 一致 している 。
2)13C取 込 、量の変 ゴ迄お よ びi2Cと ク ロロフ ィル 旦の.題優
春 季 には 両湖 沼 とも、表 層 か ら40-60mま で0.2-0.5
atom%の13C取 込 がみ られる が、 夏以 降 とくに洞爺 湖 で
は5-20m層 で の'3C取 込 は大幅 に増 加 し、5m層 が最 大の 値
を示 して いる が、支 笏 湖 では取込 量 も少 な く、は っ き り
とした ピー クもみ られ な い。光量 子 計 での測 定お よび 透
明度 からの 推定 で も、 支笏湖 、洞 爺湖 とも40m層 では 表
面光 量 の1%も し くは これを超 え る こ とも多 く有 光層 と
考 え られる 。しか し、 クロロ フィルaも 表面 と同 じ程 度
に測定 され るもの の、1SCの 取 込量 は30m層 に比 較 して も
少 な い。
両 湖沼 は 、似 た よう な クロ ロフ ィル濃度 であ りなが ら、
13Cの 取込 か ら考 え られ る基 礎 生産 量 には明 らか に差 が
み られ 、 ク ロロフ ィルaが 必 ず しも湖の基 礎生 産 の指 標
とな って いな い こ とが 示唆 され た 。この よ うな両 湖沼 に
おける基 礎 生産 の差 は 湖沼 を取巻 く 自然環 境 、 これに 由
来 す る水 質 環境 の差 、 さ らには植 物 プ ラ ンク トンの種 類
や量 、活 性 に違 い があ る と推察 され る 。この よ うな基 礎




Video　 Record　 of　 Bioluminescence　in　 the　 Deep　 Ocean
大 橋 陽 三 、青 木 利 文
東 大 ・宇 宙 線 研
　 Y.Ohashi　 and　 T.Aoki
(　ICRR,　 Univ.　 of　 Tokyo　 )
A　 highly　 sensiヒive　 video　 camera　 was　 exposed　 in　 the　 deep　 ocean　 near　 Japan
Isユand.　 Bioluminescence　were　 recorded　 at　 all　 depths　 examined,　 from　 100m　 to　 5,000m.
Recorded　 images　 have　 various　 shapes,　 among　 them・ 　the　 rate　 of　 a　cigareしte　 type　 or　 a
circular　 type　 is　 high.　 Someしimes　 the　 luminous　 object　 showed　 a　sudden　 change　 of　 iしs
intensity,　 with　 a　faster　 rjse　 しime　 than　 a　decay　 time.　 Fairly　 often　 the　 luminous
objecしs　 were　 observed　 in　 grouP.　 The　 shape　 of　 each　 image　 is　 similar　 in　 the　 same
group.　 Bioluminescence　was　 strongly　 enhanced　 by　 mechanical　 stimulation,　 and　 was
also　 stimulated　 by　 the　 arしificial　 lighし 　illumination.　 The　 size　 of　 some　 species　 was
found　 to　 be　 a　couple　 of　 cm.
発光機能 をもっ生物 は陸上 よ り海中の方が
多いことは良 く知 られ ている。太陽光 が全 く
または殆 ど届 かない深海にも多 くの発光生物
が棲息 している。 これ らの生物がなぜ光るの
かにっいて は種 々議論 のあるところである。
近年、光学的センサーの開発 は目覚ま しい。
そこで感度の高いイメージ ・インテン シフ ァ
イヤ ーを使って深海現場で生物発光の像 を記
録す ることを試みた。 これ によ り得 られ た資
料の解析結果 にっいて報告する。
観測 に用いたセンサーはマイクロチャンネ
ルプ レー ト2段 か らな るイメージ ・インテン
シファイヤーで、その蛍光像 をCCDカ メラ
で電気信号 に変換 し、発光像 をVTRに 記録
す る。 これ らの機器で構成する測定器 を耐圧
容器 に収め、観測船よ りワイヤ ーで 吊 して、
あるい は海底 上に係留 して測定 を行っ た。測
定 は日本近海で深 さ100m～5,000m
の範囲で行った。
発光体の頻度 は深さ と共に減少す ることが
観測されるが、測定器が海中で置かれている
状態 による変化 も大きい。ワイヤーで 吊した
状態では発光体の記録頻度は大 きく、係留観
測では激減す る。個々の発光体 は測定系か ら
近い距離のものが多いことも観測される。こ
れ らの事実 から測定系の海 中での揺れがこれ・
らの発光 を促 していると推定 される。
発光像 の形状 はシガ レッ トタイプ又は円形
状のものが多 いが、不定形 のものも記録 され
ている。発光像 は単体のものが多 いがグル ー
プ状のものも少な くない。同一グル ープ に属
するものは形状も似ている。発光像 は しば し
ばその明 るさを変化させる。 ビデオの フレー
ム当 りの 時間 は1/30秒 であ り、 この時間
分解能で その変化 を追 うことがで きる。一般
的に発光像の光度上昇 時間 はその減少時間 よ
り短い。発光体が非常 に明 るい場合、その周
囲に多 くの光点を伴っ た像が記録され る。 こ
れ らの光点は 自らの発光 によるものか、中心
の発光体の光 を反射 しているものか定 かでな
い。後者の場 合その反斜体は何であろ うか。
ワイヤーで測定器 を吊した状態 での観 測で
は測定 器は船の揺れ と共に海中で大 き く振れ
る。この振れ に伴って発光像 はカメラの視野




定 している。そ こでの海水の流れ と関係があ
るもの と思われる。鏡 を利用 したステ レオ像






PHYTOPLANKTON IN THE ANTARCTIC MARGINAL ICE ZONE
Sung-Ho  KANG1 and Greta A. FRYXELL
Department of Oceanography, Texas A&M University, College Station, Texas  77843-3146, U.S.A.
1 Current address: Polar Research Center, Korea Ocean Research & Development Institute, Ansan, 
P.O. Box 29,  Seoul  425-600, Korea
     Phytoplankton cells from discrete water samples from 73 stations near the marginal ice-
edge zones during all seasons were counted to gain quantitative information on the composition, 
abundance, distribution, and condition of the phytoplankton. The prymnesiophyte, Phaeocystis sp. 
and the diatom species, Fragilariopsis cylindrus were the predominant phytoplankton in the ice-
edge zone. Phaeocystis sp. attained the highest mean integrated values in the studied depths 
throughout the euphotic zone during summer the ice-free period in Prydz Bay with 2.4 X 1011 cells 
 m-2. During winter in the Weddell Sea, the time of maximum ice extent, Phaeocystis sp. showed the 
lowest numbers with 2.5 X 108 cells  m-2. The relative abundance of Phaeocystis sp. to total 
phytoplankton cells ranged from 24% in autumn in the Weddell Sea to  80% in early spring in the 
Bellingshausen Sea. Fragilariopsis cylindrus accounted for more than 17% of total  phytoplankton 
during summer in Prydz Bay and autumn and winter in the Weddell Sea. During early spring and 
late spring, F. cylindrus was less abundant than Phaeocystis sp., accounting for 3.8% and 6.7% of 
total phytoplankton, respectively. As Phaeocystis sp. showed, the highest mean integrated numbers 
of  F.  cylindrus were found during the summer cruise in Prydz Bay with 7.9 X  1010 cells  m-2 and 
the lowest numbers were found farther west during the winter cruise with 1.1 X 108 cells  m-2. There 
were seasonal and regional differences in abundance between Phaeocystis sp. and total diatom 
species.  Phaeocystis sp. cells were higher than total diatoms in early spring, but total diatoms were 
higher than Phaeocystis sp. in autumn. During late spring, summer, and winter there was no 
significant difference between Phaeocystis sp. and total diatoms. The overall spatial pattern of 
Phaeocystis sp. and diatom species near the marginal ice-edge zones during the five seasonal 
cruises was different. Diatom species were generally observed in highest numbers in the open water 
seaward of the ice edge, while Phaeocystis sp. dominated under the ice and near the ice-edge 
stations. The regression analysis suggests that both Phaeocystis sp. and diatom species are 
important contributors for  phytoplankton increases in the marginal ice zones in different regions 
such as under ice, near ice, and open water and seasons.
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ESTIMATE OF NATURAL PRODECTIVITY OF ACRYLIC ACID AND DIMETHYL SULFIDE 
DURING A SUMMER BLOOM OF PHAEOCYSTIS  POUCHETII IN ANTARCTIC 
COASTAL WATER
Hefu YANG, Mctaggart R ANDREW, Davison ANDREW & Burton HARRY
 1 Second Institute of Oceanography, SOA, Hangzhou,  P.R. China
2 Australia Antarctic division, Channel Highway Kingston, Tasmania  7060
    Samples were collected over P. pouchetii bloom period beginning in 
November 1988, in  16M water colum, from 10 km offshore of Davis station, 
 Vestf  old Hill, Antarctica. The concentration of acrylic acid and 
 dimethylsulfide  (DMS), which are toxic compounds in water samples were 
determined by HPLC and GC. The results showed that the concentrations 
variation of acrylic acid was  0.001-0.510  µ  mol.L-1 and  DMS was 0.003 
 -0 .588  µ  mol.L-1 respectively during  P.pouchetii bloom. Both of them 
were increased beginning from late December 1988 and appeared the 
highest concentration  in early January 1989, Then it was decreased 
quickly and returned to lower level from mid January to February. This 
concentrations variation of acrylic acid and  DM8 were in agreement with 
variation in cell number of the unicelluar alga P. pouchetii , the 
correlative coeffieient of acrylic acid and  P.pouchetii, and  DMS and 
P.pouchetii were all 0.998. It is no donbt that  P.  pouchetii produced 
 acrghic acid and  DM8. The highest productivity of acrylic acid and 
 DMS were  9.76  x  10-eµ  mol.L-1 and  13.09  x  10-a  g mol.L - 1 respectively 
during P.  pouchetii bloom. A celluar product, Dimethylsulfnium 
propionate (DMSP), is decomposed into acrylic acid and  DM8, and the 




AN ICE-ACTIVE SUBSTANCE FROM ANTARCTIC SEA ICE DIATOMS 
James A. RAYMOND', Cornelius W. SULLIVAN2 and Arthur L. DeVRIES3
'University of South Alab
ama, Mobile, AL, 36689 USA 
2University of Southern Calif
ornia, Los Angeles, CA 90089 USA
3University of Illinois
, Urbana, IL 61801 USA
     Sea-ice diatoms in McMurdo Sound, Antarctica excrete a 
macromolecular, water-soluble substance that changes the crystal 
habit of ice in the platelet layer. The substance appears to 
adsorb to growing ice and causes dense pitting on the platelet 
surfaces. In this respect, it resembles several fish  antifreezes 
that also adsorb to, and cause pitting on, ice surfaces. No such 
pitting was observed with samples obtained from several species of 
temperate water diatoms. An impure sample containing the substance 
loses activity after treatment with TCA, proteases, heating at 40° 
and periodate oxidation. These results indicate that the molecule 
contains both protein and carbohydrate components. An apparent 
molecular weight of 30 kD was obtained by Sephadex chromatography. 
It is speculated that the ice-active substance may have a role in 
the sea ice community where ice surfaces are the principal 
substrate.
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MEASUREMENT OF N-15 ISOTOPE ION-MASS-SPECTROMETRY METHOD AND ITS 
APPLICATION TO NITROGEN CYCLING AND NEW PRODUCTION STUDIES IN 
MARINE ENVIRONMENTS
Nian-Zhi  EAU, Rong WANG1 & Qing- Wen HUANG2
1 Institute of Oceanology, Academia Sinica, Qingdao, 266071, China
2 Beijin Syntone Scientific Instrument Co., Beijing, 100080, China
     A new approach of N-15 isotope measurement with ion-mass-spectrometry method was 
introduced for nitrogen cycling and new production studies in marine environments, which 
takes  NII+4, other than N2 as usual, as the analytical state. Experimental conditions including 
the variation of nitrogen uptake rate with different addition of labelled compound and linear 
uptake duration lasted in the incubation, and analytical procedures particularly the pre-treatment 
of incubated samples, such as digestion conditions, the efficiency of NH+4 transference from 
digested samples to analytical samples were examined with field samples from the Jiaozhou 
Bay. The results showed a good  achivement in accuracy and precision of the method (CV<2%, 
 SE<1%). Furthermore, with comparison to the classical mass spectrometry method, the new 
approach is charactrized in less demand for nitrogen amout in samples  (10[tg  ), and in 
simultanous measurement of N-15 abundance, particulate nitrogen and ambient NH+4 
concentration, which is favorable for nitrogen cycling and new production studies in marine 
environments where nitrogen content is often extremely low, and isotope dillution is sometimes 
severe due to rapid ammonium regeneration.
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Distribution and abundance of choanoflagellates in the Great Wall Bay, King 
George  Island, Antarctica in austral summer
Chen Bo
Polar Research Institute of China, 451 Shangchuan Road, Shanghai 200129
  Eleven species of  choanoflagellates were found from surface water and a vertical 
section in the Great Wall Bay, King George  Island, west Antarctica from 22 January 
to 8  February, 1991. The range of the abundance of total choanoflagellates was 
from 5.  1  X  103 (at surface site)to 4.  9X  104  cells  /1 (at 20 m depth on 25 January). 
The variation of the abundance of choanoflagellates showed a tendency of following 
the variation of chlorophyll a concentration with the increasing of depth. 
   The four dominant species of  choanoflagellates Bicosta spinifera,  Crinolina 
aperta, Diaphanoeca multiannulata and  Parvicorbicula  circularis  , distributed 
widely from surface to the depth of 30 m. The abundance of the four individual 
species reached the order of  103-104  cells  /1, with the maximum concentration of 2. 
2 X 10  4  cells  /  1 of D.  multiannulata
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IN SITU IMPACTS OF UV EXPOSURE ON PRODUCTIVITY, GROWTH AND
SURVIVAL OF ANTARCTIC PHAEOCYSTIS POUCHETII AND DIATOMS
Andrew  DAVIDSON & Harvey MARCHANT
Australian Antarctic Division, Channel Highway, Kingston, Tasmania 7050, Australia
As a consequence of stratospheric ozone depletion, UV-B (280-320 nm) radiation 
reaching the Earths' surface during spring is at least as high as that at the summer 
solstice. UV-B influences the growth and survival of marine phytoplankton in Antarctic 
surface waters. We measured the near surface in situ growth and primary production 
during UV exposure. Survival, growth and diameter were determined after exposure of 
 Phaeocystis pouchetii and three diatom species in Antarctic coastal waters. The 
flagellate stage in the life cycle of Phaeocystis was the only phytoplankton examined 
which suffered severe mortality as a result of natural UV exposure but UV-A was 
responsible for most of this mortality. At sublethal  irradiances interspecific differences 
in in situ production, cell concentration and growth after irradiation were observed. 
Such differences could lead to changes in phytoplankton species composition.
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SEASONAL VARIATIONS OF CHLOROPHYLL A AND PHYTOPALANKTON IN GREAT 
WALL BAY, ANTARCTICA IN 1988/1989
Baoling WU, Mingyuan ZHU, Fengpeng HUANG, Jianluan YU & Ruixiang LI
First Institute of  Oceangraphy,SOA, China
     The seasonal variations of chlorophll a and phytoplankton species succesion in Great 
Wall Bay and its adjacent waters were investigated from March 1988 to February 1989. 
Chlorophyll a ranges from  0.16mg/m3 to 1.33mg/m3 in G.W.Bay. The chlorophyll a bloom 
occurred in mid-February to mid-March in G. W. Bay.  Chloropyll a had an obvious vertical 
distribution, with minimum value at surface layer from December 1988 to February 1989. 
There are 72 species indentified in the Bay. Diatoms account for 97.22% of it. The dominant 
species changed progressly through the year. Rhizosolenia alata f. inermis,Corthron 
criophilum. Fragilaria sp. and Chaetocersos atlanticus contributed most to the spring-summer 
bloom of phytoplankton.
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 Radionuclidle Deposition and Primary Plant Succession in 
                       Eurasian Arctic
MARTIN, J.L. 
International Plant and Pollution Res. Lab., Estonia
P49
The Use of System Approach in the Stusimilate Capacity of 
Polar Marine Ecosystems with Respect to Polar Ecology and 
                       Ocean Monitoring
TYSBAN, A.V., GLEBOV, B.V. and KORSAK, M.N. 
Inst. Global Climate and Ecology, Russia
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　 Sensory　 Responces　 of　 Zooplankton　 through　 a　Electrophysiological　method
佐 々 木 洋(1㌦ 鈴 木 均(い
(1)石 巻 専 修 大 理 工
H.　 Sasaki(1),　 H.　 Suzuki(1)
(1)　 Senshu　 Univ.　 Ishinomaki
Sensory　 responces　 of　 macrozoopユankton,　such　 as　 Antarctic　 krills　 (Eu　 hausia　 §⊥1正迦 亘)　were
investigated　 using　 a　simple　 electrophysiological　method.　 Measurements　 were　 made　 primariユy　 of
the　 amplitude　 and　 frequency　 of　 the　 responces　 of　 the　 anntcnna　 against　 the　 stimuli　 (e.g.　 naしuraユ ユy
occurring　 particles).　 Data　 obtained　 with　 this　 method　 can　 afford　 usefull　 imformations　 on　 the









場合,刺 激に対する反応 として,主 に体内の神経系
などに発生する微弱電流 を検知し,電 気信号として
増幅する手法が有効 であるが,動 物 プランク トンへ
の応用例はまだ少ない.
本実験は,新 たに開発 した比較的簡便な電気生理






ィル ター)を 内蔵 した電気的増幅装置,オ ッシロス
コープ,信 号記録用　DAT(テ"ジ タルオーデ?tテ プー)レ コー
ダー,ス ピーカーなどである.実 験用試料 として主
にナンキョクオキア ミ(旦輌suwrba)の 第1触
角を用い,採 集後す ぐに根元か ら切除 し,試 料台の
細溝に入れ,ワ セ リンによ り電気的に隔絶 した3カ
所に対 して,内2カ 所に電気端末を接続 し,残 るユ
カ所を刺激を加える部位 として確保する.刺 激物質
として,天 然の粒子群を含む種々の海水(表 層水,
深層水など)を 用いて行った.測 定実験はすべ て採
集後2～3時 間以内に行われた.
実験は,,91-'92ANARE(オ ース トラ リア南極観測
隊)の 第6航 海中,オ 一 口ラオース トラ リス船上で
行った.実 験に用いたオキアミは,お もに南極海の
Prydz湾 において,　RMTネ ッ トを用いて採集 した.
〈結果と考察〉
使用 した測定装置は,数 種類の甲殻類 を使用 した
予備実験 において,発 生する微弱な電気信号(～ 数
μV)が 確認 されている('92海 洋学会秋季大会).
DATレ コー ダーに記録された電気信号情報は,再 生 し,
A/D変 換 した後,パ ーソナルコンピューターによ り
解析を行 った.
主にナンキョクオキア ミの第1触 角を生体か ら切





1)使用 した測定システムにより,刺 激に応答す る感
覚由来の電気信号の測定が可能である.
2)得 られる電気信号 は,物 理的な刺激に対する反応
よりも,化 学的な刺激に対する反応 において,よ り
微弱で複雑である.
3)オ キア ミの触角において,種 々の刺激に対す る反
応は主に100～1000Hzの 周波数帯に出現す る.







Rhythmicity　 of　 Chromophore　 Turnover　 of　Visual　 Pigment　 in　 the　 Antarctic
AmphjPod　 Orchome〃 θ ρノebs　(Crustacea;　 A皿phipoda)
針 山 孝 彦1'、 寺 北 明 久2)、 　V.Benno.Meyer-Rochow5)
(1)東 北 大 ・応 情 研 、2)大 分 大 ・教 育3)西 イ ン ド 大 ・実 験 動 物 学)
　 　　 　 　 T.Hariyama1),A.Terakita2?、V.B.Meyer-Rochow3)
　 (1)Tohoku　 Univ.,　 2)Oita　 Univ.,　 3)Univ.　 of　 the　 West　 Indies)
Retinal　 amounts　 in　 the　 co皿pound　 eye　 of　 the　 Antarctic　 amphipod
Orchoeee〃e　 ρノebs　 were　 assessed　 durlng　 conditions　 of　 continuous　 summer
daylight　 every　 three　 hours　 over　 a　period　 of　 48　hours.　 The　 habitat　 of
the　 experimental　 ani皿al　 is　 the　 bottom　 of　 the　 Ross　 Sea　 (78'S;　 166°E)
down　 to　depths　 of　 at　 least　 400皿;　 water　 temperature　 is　a　constant　 -1.8'C.
A　 periodicity　 of　 twelve　 hours　 was　 detercted　 with　 relative　 amounts　 of
11-c/s　 retinal　 exhibiting　 Peaks　 at　midday　 and　 at皿idnight　 and　 troughs
at7:00and19:00.
無 脊 椎 動 物 、 脊 椎 動 物 、 植 物 、 真 核 微 生 物 、
ま た、 一 部 の 原 核 生 物 、 っ ま り 生 物 全 般 を 通
し て 、 「概 日 性 リ ズ ム 」 が 存 在 し て い る 事 が
知 ら れ て い る。 こ の 「お よ そ24時 間 の 周 期 」
は 、 主 に 地 球 の 自 転 に よ る 太 陽 の 明 暗 サ イ ク
ル が 同 期 の 原 因 に な っ て い る。 こ の リ ズ ム は
生 物 の 各 器 官 、 お よ び 行 動 の 変 化 の 量 な ど で
観 察 さ れ る。 例 え ば 、 温 帯 域 に 棲 み 明 暗 サ イ
ク ル に さ ら さ れ て い る 甲 殻 類 の 複 眼 で は 、 網
膜 の 構 造 や 、 そ の 構 成 物 質 の 量 が 変 化 し た り、
行 動 量 が 変 化 し た り す る こ と が 報 告 さ れ て い
る 。 北 極 や 南 極 な ど の 極 域 で は 、 こ の 太 陽 に
よ る 明 暗 サ イ ク ル が 存 在 し て い な い ば か り で
な く、 温 度 な ど も ほ と ん ど 日 周 期 変 化 を し な
い 。 そ こ で 、 動 物 全 般 に 観 察 さ れ る 「概 日 性
リ ズ ム 」 が 極 域 で も 存 在 し て い る か ど う か を、
ロ ス 海(78'S;166'E)の 、 海 底400mの 温 度
一1.8'Cの 、 温 度 と 光 の 恒 常 条 件 下 に 生 息 す る
端 脚 目 を 用 い て 研 究 を 行 っ た 。
【結 果 と 考 察 】'90/11末 に 南 緯77'.51'、 東 経
166'.45'の ス コ ッ ト基 地 沖 台 い 約3kmの 地 点 、
氷 の 厚 さ 約3mに 直 径 約1mの 穴 を 開 け、 水 深 約
400mの 箇 所 か ら 魚 を 餌 に し て 端 脚 目　 Orc'ho-
mefie　 p/ebsを 採 集 し た 。50匹 づ っ コ ン テ ナ に
小 分 け し、 再 び 海 中 深 度50mま で 沈 め た 。 水 温
は 一1.8'Cで 一 定 で あ っ た。 採 集 地 点 に は 小 屋
を 建 て、 小 屋 の 中 は 暗 く し、 採 集 に よ る 明 順
応 を で き る 限 り 排 除 し た 。48時 間、3時 間 毎 に
先 の コ ン テ ナ を 引 き 上 げ 、 動 物 を 塩 と 氷 を 混
ぜ た 中 で 凍 ら せ た 。 そ れ ら を 基 地 に 持 ち 帰 り、
完 全 暗 黒 下 で 凍 結 乾 燥 を 行 っ た。 窒 素 ガ ス 封
入 後 、 日 本 に 持 ち 帰 り、 複 眼 内 に 含 ま れ る 視
物 質 発 色 団 の 量 を 、 高 速 液 体 ク ロ マ トグ ラ フ
ィ ー を 用 い て 解 析 し た。 そ の 結 果、11--cノ'sレ
チ ナ ー ル の 比 較 量 に 約12時 間 の 周 期 性 が あ る
事 が 観 察 さ れ た。11・ 一(:isレ チ ナ ー ル の 比 較 量
は、 日 中 と 夜 に 多 く、7時 と19時 に 少 な か っ た。
こ れ ま で 報 告 の あ る 極 地 に 棲 む 動 物 の リ ズ ム
現 象 で は、 甲 虫(Carab(tS　 violaceus)、 ペ ン ギ
ン(PygosceRs　 adeliae>、 え、ズ ミ(Ciett}r20一
〃oefs　 rttfc}¢a〃us)を は じ め、 ウ ェ ッ デ ル ア ザ
ラ シ、 エ ス キ モ ー な ど で も 概 日 性 リ ズ ム な ど
の 周 期 は 観 察 さ れ て お ら ず、 ま た、 温 帯 域 に
棲 む 甲 殻 類 が 一 般 に 約24時 間 周 期 を 示 し、 日
中 少 な く、 夜 間 に 多 い と い う 事 実 か ら も、 特




門echanisnts　 for　 the　 forrnation　 of　Antarctic　 kill　 concentra七ions
　 　 　 　 　 　 　 near　 the　South　 Shetland　 lslands
－ 井 太 郎(遠 水 研) 、 帯 津 直 彦(東 京 久栄)、 石 井 晴 人 、永 延 幹 男(遠 水 研)
T.lchii(NRIFSF),N.Obi七su(↑okyo　l、.ynel Co.,Ltd.),H.lshii　 and　 M.Naganobu(NRIFSF)
Antarctic　 krillr　 which　 scattered　 over　 wide　 region　 (i.e.　 oceanic,　 slope
frontal　 and　 inshore　 zones)　 in　 early　 s㎜err　 came　 to　 be　 concentrated　in
the　 slope　 frontal　 and　 inshore　 zones　 in　 rnid-summert　 on　 the　 northern
side　 of　 the　 South　 Shetland　 Islands.　 Three　 factors　 are　 considered　 to
be　 important　 for　 the　 fommation　 of　 kriil　 concentrations　in　 th se　 two
zones　 in　 mid-summer:　(1)　 Hiqh　 values　 of　 Chl　 a　were　 observed　 in　 the　 t二wo
zones,　 implying　 this　 favorable　 feeding　 environment　may　 attract　 krill;
(2)　 The　 inshore　 zone　 was　 characterized　by　 occurrence　 of　 topographic
convergent　 eddies,　 which　 may　 be　 also　 responsible　for　 accumulating
krill　 into　 this　 zone;　 (3)　 The　 spawning　 stock　 was　 closely　 associated
with　 the　 slope　 frontal　 zone,　 indicating　 that　 krill　 also　 use　 this　 zone
as　 spawning　 ground.
【は し め に 】 サ ウ ス シ ェ ト ラ ン ト 諸 島 の 北 側
は 、 夏 季 に な る と ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ が 密 集
し、 オ キ ア ミ 漁 場 お よ び オ キ ア ミ 捕 食 者 の 餌
場 と な る 海 域 で あ る。 例 え ば 、 漁 場 分 布 は 次
の よ う な 季 節 変 化 を 示 す 。 初 夏(11～12月)
に は 広 い 海 域(沖 合 域+陸 棚 斜 面 フ ロ ン1・ 域
+沿 岸 域)に 操 業 位 置 が 散 ら ば っ て い る が 。
盛 夏(1～2月)に な る と フ ロ ン ト 域 と 沿 岸 域
に 集 中 す る よ う に な る 。 そ れ が 晩 夏(3～4)
に な る と 沿 岸 域 の み に 集 中 す る 。 本 研 究 で は
オ キ ア ミ が 盛 夏 に フ ロ ン ト域 と 沿 岸 域 に 密 集
す る 要 因 に つ い て 、1990/91シ ー ズ ン に 水 産 庁
開 洋 丸 で 実 施 し た 南 極 海 調 査 に 基 づ き 考 察 し
た 。
【方 法 】 調 査 は1990年12月22日 ～1991年1月8
日(LEG　 l)お よ ひ1月18日 ～2月4日(LEG　 ID
に 実 施 し た 。 海 洋 構 造 の 把 握 に はCTD観 測
(CBE-19)を 行 い 、 特 に オ キ ア ミ 分 布 に 大 き
な 影 響 を 与 え る 島 回 り の 複 雑 な 流 動 は 、 ア ル
ゴ ス プ イ(ト ヨ コ ム 、C-2243型)を 用 い て 調
へ た 。 オ キ ア ミ 分 布 密 度 は 科 学 魚 探(古 野FQ
-50型、 周 波 数200kH2、 積 分 周 期1マ イ ル 、 測
定 水 深10-200m)で 調 へ 、 オ キ ア ミ の 採 集 はK
Y卜ITネ ・ソ ト(方 形 口 枠3m×3m、 目 合3.4mni)に
よ っ た 。 オ キ ア ミ はMakarov　 and　 Den)s
(1980)の 基 準 に 従 っ て 成 熟 度 を 判 定 し た 。
【結 果 と 考 察 】 初 夏(12月 下 旬)に は 、 オ キ
ア ミ の 分 布 密 度 は フ ロ ン ト 域 や 沿 岸 域 で は ま
だ 低 く 、 沖 合 域 に 高 密 度 群 が 散 ら ば っ て い た 。
盛 夏(1月 下 旬)に な る と 、 オ キ ア ミ の 分 布
密 度 は フ ロ ン ト 域(37.39/nl-)と 沿 岸 域
(46.2g/mづ で 非 常 に 高 く な り 、 沖 合 域
(8.5g/m2)で 低 く な っ た 。 フ ロ ン ト 域 と 沿 岸
域 で オ キ ア ミ 高 密 度 域 が 形 成 さ れ る 要 因 と し
て 以 下 の3つ が 考 え ら れ た 。
(1)フ ロ ン ト 域 と 沿 岸 域 で は 、 盛 夏 に は ク ロ ロ
フ ィ ルa濃 度 が 高 い 傾 向 を 示 し 、 オ キ ア ミ 分
布 と よ い 対 応 を 示 し た 。 こ の こ と か ら 、 こ の
両 水 域 は オ キ ア ミ に と っ て よ い 餌 環 境 と な っ
て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。
(2)沿 岸 域 で は 、 ア ル ゴ ス ブ イ の 追 跡 結 果 を み
る と 、 地 形 性 の 渦 流 が 発 生 し て お り、 物 が 集
積 し や す い 水 域 と も な っ て い た 。 ま た 沖 合 域
に 投 入 し た ブ イ も　 We(idell-Scotia　 Cotlflu-
ence　 に 取 り 込 ま れ 、 そ の 後 サ ウ ス ジ ョ ジ ア 島
の 沿 岸 域(オ キ ア ミ 漁 場)に た ど り 着 き 、 滞
留 し た 。 沿 岸 域 の 物 理 的 な 集 積 作 用 も 高 密 度
形 成 の 要 因 と 考 え ら れ る 。
(3)フ ロ ン ト 域 は 、 産 卵 群(雌:　 lll　D、　 雄:mB>
の 主 分 布 域 と な っ て お り、 し か も 卯 の 生 き 残
り に 適 し た 海 洋 構 造 を 有 し て い る こ と か ら 、
オ キ ア ミ に と っ て 好 産 卵 場 と も な っ て い る と
考 え ら れ る 。
産 卵 を 終 え た 個 体 は 、 フ ロ ン ト 域 か ら 沿 岸
域 へ 移 動 す る た め　 (Siegel,1988　 :Brinton,
1991)、 晩 夏 に は 沿 岸 域 の み が 漁 場 と な る よ
う で あ る 。
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サ ウ ス シ ェ ト ラ ン ド 諸 島 周 辺 海 域 で の
ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 餌 環 境 に っ い て .
S,　 Kawaguchi
　 Food　 environment　of　 the　 Antarctic　Krill
　　 　 　 　near　 the　 South　 Shetland　Islands.
川 口 創 、 佐 竹 幹 雄(日 本 水 産 ㈱ 中 央 研 究 所)
and　 M,　 Satake　 (Cent.　 Res.　 Lab.　 NipPon　 Suisan　 Kaisha　 LTD.)
In　 the　 1990/91　 austral　 summer,　 size　 fractionation　of　 phytoplankton　 was
perfor[‖ed　 in　 the　 waters　 north　 of　 South　 Shetland　Islands,　 which　 is　 known
as　 one　 of　 the　 main　 fishing　 ground　 of　 Antarctic　Kril1.　 During　 the　 cruise,
chlorophylユ 　 concentration　 varied　 between　 O.2　 to　 1.1μgCh1/1.　Result　 of
the　 size　 fractionation　showed　 a　 clear　 tendency　 .　 In　 early　 January,　 share
of　 picosize　 (0.2～2μm),　 nanosize(2～ 　10μm),　 and皿icrosize(10μ 円く)　 were
39～52%,　 33～57Z,　and　 3～7%,　 respectively.　However,　 in　 mid　 February,　the
share　 of　 each　 fraction　 was　 68～88%　 9～ 　24髪 　 and　 O～8%,　 These　 percentages
indicate　 the　 i田portance　of　 picoPlankton　 in　 the　 late　 austral　 sum凪er
around　 this　 area,
[は じ め に]
サ ウ ス シ ェ ト ラ ン ド 諸 島 北 側 海 域 は、 我 が
国 の 重 要 な オ キ ア ミ 漁 場 と な っ て い る。 し か
し な が ら、 実 際 の 漁 場 に お け る ク ロ ロ フ ィ ル
の 経 時 変 化 に 関 す る 調 査 は 殆 ど 行 わ れ て い な
い 。 ま た 、 事 業 船 を 有 効 に 使 用 し た 海 洋 調 査
も お こ な わ れ た こ と は な い 。 演 者 ら は、 今 回 、
日 本 水 産 ㈱ 第8鴻 洋 丸1991/92期 オ キ ア ミ 操
業 に 同 行 し、 実 際 の 漁 場 で の ク ロ ロ フ ィ ル の
サ イ ズ フ ラ ク シ ョ ネ ー シ ョ ン を 行 う こ と に よ
り 、 ク ロ ロ フ ィ ル の サ イ ズ 分 布 の 経 時 的 変 化
を 測 定 し 若 干 の 知 見 を 得 た。 こ の 結 果 を も と
に ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ 餌 環 境 と し て の ク ロ ロ
フ ィ ル 濃 度 に っ い て 考 察 を 加 え る。
[方 法]
1991年12月 下 旬 ～1992年2月 中 旬 ま で 毎 日
1回 バ ケ ツ に よ る 表 面 海 水 の 採 集 を 行 っ た。
採 水 後 た だ ち に 実 験 室 に 持 ち 帰 り、 海 水 試 料
295も し く は590m1を ボ ア サ イ ズ0.2μm,2.0
μm,お よ び10.0μmのNUCLEPORE　FILTERで 極
力 ゆ る や か に 吸 引 ろ 過 し フ ィ ル タ ー は 分 析 時
ま で 一20℃ で 冷 凍 保 存 し た。 ク ロ ロ フ ィ ル は 、
90%ア セ ト ン 内 で 抽 出 し 日 立 蛍 光 分 光 光 度 計
(HODELF-4000)を用 い 分 析 し た。 全 ク ロ ロ フ
ィ ル 濃 度 は0.2μmの フ ィ ル タ ー の 値 を 用 い、
各 フ ラ ク シ ョ ン す な わ ち0.2～2.0'μm(ピ コ サ
イ ズ),2.0～10.0μm(ナ ノ サ イ ズ)、10.0μm
以 上(マ イ ク ロ サ イ ズ)で の ク ロ ロ フ ィ ル の 値
は そ れ ぞ れ の ボ ア サ イ ズ で の 測 定 値 の 差 か ら
求 め た 。 栄 養 塩 類 の 分 析 は　　TECHNICON
AUTOANALYZER(AA-11)にて 行 っ た 。
[結 果 お よ び 考 察]
全 ス テ ー シ ョ ン の 中 か ら、 ほ ぼ 同 一 地 点 で
サ ン プ リ ン グ が 行 わ れ た ス テ ー シ ョ ン を 抽 出
し、3っ のAREAを 設 定 し、 こ のAREA内 で 得 ら
れ た デ ー タ に っ い て、 そ の 経 時 的 変 化 を 調 べ
た 。 調 査 期 間 中 、3っ の エ リ ア 内 で の 栄 養 塩
濃 度 は 、NO3-N(15.7～27.1μmo1/1)、PO4-P
(0.83～1.52μmo1/1)、SiO4-Si(43.1～71,.50
μmo1/1)と 劇 的 な 変 化 は 無 く、 常 に 豊 富 に
存 在 し て い た 。 全 ク ロ ロ フ ィ ル 濃 度 は 、0.2
～1.1μgCh1/1の 間 で 変 動 し た が 、 明 確 な 傾
向 は 見 い だ せ な か っ た 。 し か し な が ら、 そ の
サ イ ズ 分 布 に は 大 き な 変 化 が 見 ら れ た 。 す な
わ ち、 各 種 フ ィ ル タ ー に よ る サ イ ズ フ ラ ク シ
ョ ネ ー シ ョ ン の 結 果 、 各 フ ラ ク シ ョ ン に お け
る ク ロ ロ フ ィ ル の シ ェ ア は、1月 の 上 旬 に ピ
コ サ イ ズ 、 ナ ノ サ イ ズ お よ び マ イ ク ロ サ イ ズ
で そ れ ぞ れ39-52%,33-57%,3-7%とナ ノ お よ
び ピ コ サ イ ズ の 割 合 が ほ ぼ 等 し か っ た の に 対
し、2月 中 旬 で は そ れ ぞ れ68-88%,9-24%,0-
8%と ピ コ プ ラ ン ク ト ン の み が 優 占 し て い た 。
　 El-Sayed(1988),　 Holm-Hansen　 and　 Mitche
11(1991)は 、 南 大 洋 に お け る ナ ノ プ ラ ン ク ト
ン の 重 要 性 を 指 摘 し て い る が 、 今 回 の 結 果 か
ら、 晩 夏 に は さ ら に 小 型 の ピ コ サ イ ズ が 優 占
す る こ と が 示 唆 さ れ た。
こ の 様 な サ イ ズ 組 成 の 変 化 と オ キ ア ミ の 捕














yariation　 of　 the　 composition　of　 body　 length　 of　 Antarctic　Krill near
　 　 　 　 　 　 　 the　 South　 Shetland　 Islands　 for　 the　 past　 12　 years・
S.　 Kawaguchi
川 口 創 、 佐 竹 幹 雄(日 本 水 産 ㈱ 中 央 研 究 所)
and　 H.　 Satake　 (Cent,　 Res.　 Lab.　 NipPon　 SuisanKaisha　 ltd.)
Data　 from　 log　 book　 of　 commercial　k ill　 traw・1ing　 Performed　in　 the　 Scotia
Sea　 was　 used　 for　 analyzing　the　 annual　 fluctuation　f body　 length　 of
Antarctic　 Krill　 for　 the　 past　 12　 years.　 During　 each　 period　 of　 1983/84　 to
1986/87　 and　 1990/91,　 the　 percentage　of　 l rge　 krill(45皿m<)　dominated　 in
the　 catch,　 however,　in each　 Period　 of　 1980/81　 to　 1982/83,　 1987/88　 to
1988/89,　 the　 percentages　of　 relatively　small　 krill(38く45mm)　and　 small
kri11　 (<38mm)　 predominated.　ApPearance　 of　 thes皿all　 krill　 suggests　the
evidence　 of　 a　 large　 recruitment.　Relationship　 between　 the　 sea　 ice　 and
the　 composition　of　 the　 body　 length　 will　 be　 discussed・
[は じ め に]
サ ウ ス シ ェ ト ラ ン ド 諸 島 周 辺 海 域 は 現 在 ナ
ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 漁 場 と し て 各 国 の 船 が 操
業 す る 重 要 な 海 域 で あ る 。 し か し な が ら、 当
海 域 に お け る オ キ ア ミ の 現 存 量 や 体 長 組 成 な
ど の 長 期 的 変 動 に 関 す る す る 知 見 は 非 常 に 乏
し い。 日 本 水 産 ㈱ で は 過 去12年 間 継 続 し て 同
海 域 で オ キ ア ミ 操 業 を 行 っ て き た 。 そ の 操 業
デ ー タ を も と に 同 海 域 で 漁 獲 さ れ る ナ ン キ ョ
ク オ キ ア ミ の 体 長 の 変 化 に っ い て 調 べ た。
[方 法]
過 去12年 間 の 日 本 水 産 ㈱ オ キ ア ミ ト ロ ー ル
船 の ス コ シ ア 海 で の 操 業 デ ー タ を も と に、 サ
ウ ス シ ェ ト ラ ン ド 諸 島 北 側 海 域 に お け る 操 業
デ ー タ の み を 抽 出 し、 そ の 体 長 を 指 標 と し た
毎 網 の 製 品 規 格(2L,L,H,)を 解 析 に 用 い た 。
[結 果]
過 去 ス コ シ ア 海 の 操 業 て 水 揚 げ さ れ た 毎 網
の 製 品 規 格(2L,L,M)を 調 べ た。 さ ら に 毎 年
の 操 業 位 置 の 違 い に 起 因 す る 製 品 規 格 の 変 動
の 要 素 を な く す た め 、 サ ウ ス シ ェ ト ラ ン ド 諸
島 北 側 の 陸 棚 海 域 で 得 ら れ た 製 品 の 規 格 の み
を 対 象 と し て そ の 変 動 を 調 べ た。
そ の 結 果 、83/84期 ～86/87期 お よ び90/91
期 で は 大 型 規 格(2L)が 中 心 と な り、80/81～
81/82期 お よ び87/88～88/89期で は 比 較 的 小
型 の 規 格(L)が 中 心 と な っ た。
2L規 格 の 製 品 の 組 成 は 、45mm以 上 の 個 体 が ほ
と ん ど で あ っ た の に 対 し、L規 格 製 品 の 体 長
組 成 を み る と 、37mm以 下 の 小 型 個 体 も か な り
多 く 存 在 し い た。 す な わ ちL規 格 製 品 の 多 か
っ た 年 は 小 型 の 個 体 群 の 加 入 が 示 唆 さ れ た 。
現 在 、 体 長 組 成 の 年 変 動 と 過 去 十 数 年 の 氷
の 張 り 出 し の 関 係 に っ い て 検 討 を 加 え て い る 。
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サ ウ ス シ ェ ト ラ ン ド 諸 島 周 辺 海 域 に お け
る ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 分 布 特 性
Speciflc　 distribution　of　 Antarctic　Krill　 near　 the　 South　 Shetland　 Islands
川 口 創、 佐 竹 幹 雄(日 本 水 産 ㈱ 中 央 研 究 所)、 崎 谷 悦 夫(日 本 水 産 ㈱)
S.　 Kawaguchi,　M.　 Satake(Cent.　 Res.　 Lab.　 Nippon　 Suisn　 Kaisha
　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　 E.　 Sakitani(Nippon　suisan　 Kaisha　 ltd.)
1td.),
Log　 book　 data　 of　 commercial　kri l　 trawlers　 was　 used　 for　 the
lnvestigation　 of　 the　 distribution　patterns　 of　 Antarctic　 Krill　 near　 the
South　 Shetland　 Islands.　In　 February,　CPUE　 (catch/haw1)　was　 high　 in　 the
coastal　 area　 and　 the　 frontal　 area,　 however,　it　 was　 low　 in　 the　 mid　 shelf
area.　 Within　 the　 high　 CPUE　 area,　 the　 percentage　of　 gravid　 female　 was
high　 at　 the　 frontal　 area,　 but　 gravid　 female　 was　 hardly　 observed　in　 the
coastal　 area.　 Whereas　 in　 March,　 spent　 female　 was　 observed　in　 the coastal
area.　 These　 facts　 suggest　 the　 possibility　f　 m gration　of　 spent　 female
from　 the　 frontal　 area　 to　 the　 coastal　 area.
[は じ め に]
近 年 、 海 洋 の 生 態 系 に 対 す る 関 心 が 非 常 に
高 ま っ て い る。 水 産 会 社 の ト ロ ー ル 船 に よ る
サ ン プ リ ン グ は 研 究 船 の よ う に 調 査 地 点 を 選
べ な い と い う 欠 点 が あ る 反 面 、 サ ン プ リ ン グ
回 数 が 非 常 に 多 く、 ま た、 漁 網 も 非 常 に 大 型
で あ る こ と か ら 、 現 場 海 域 の 生 物 の 生 態 的 特
性 を 比 較 的 正 確 に 反 映 す る も の と 考 え ら れ、
オ キ ア ミ の 分 布 、 資 源 量 、 性 比 等 を 考 え る に
は 有 利 で あ る。 そ こ で 、 日 本 水 産 ㈱ 阿 蘇 丸
90/91期 オ キ ア ミ 操 業 の デ ー タ を も と に、 ナ
ン キ ョ ク オ キ ア ミ の 分 布 生 態 に っ い て 報 告 す
る 。
[方 法]
90/91期 阿 蘇 丸 操 業 デ ー タ を 解 析 に 用 い た 。
[結 果 お よ び 考 察]
各 月 別 の 水 揚 げ を 調 べ た。1月 中 は、 リ ビ
ン グ ス ト ン 島 北 西 海 域 の 広 い 範 囲.で 漁 獲 が 多
か っ た。2月 に 入 る と 水 揚 げ は リ ビ ン グ ス ト
ン 島 北 側 沿 岸 域 お よ び 斜 面 域 で 多 か っ た 。3
月 は 沖 台 い で の 操 業 は 少 な く、 沿 岸 域 で 水 揚
げ が 多 か っ た。
さ ら に 、 分 布 密 度 を 知 る た め に、　 CPUE(CATCH
/HAUL)を 求 め た と こ ろ 、1月 は ど の 海 域 で も
ほ ぼ 均 一 に 分 布 し て い た が 、2月 は 沿 岸 域 お
よ び フ ロ ン ト 域 で の 分 布 密 度 が 非 常 に 高 く、
陸 棚 中 央 部 で は 低 か っ た。
2月 の 個 体 を 沿 岸 お よ び フ ロ ン ト に 分 け て
み る と、 沿 岸 域 で は30～45m皿 の 個 体 が 比 較 的
多 く み ら れ(全 体 の 約40%程 度)抱 卵 雌 は 存
在 し な か っ た の に 対 し、 フ ロ ン ト域 で は ほ ぼ
全 個 体 が45皿m以 上 の 大 型 個 体 で 、 そ の60～
90%が 雌 、 う ち70X前 後 が 抱 卵 し て い た 。 ま た、
3月 に は 沿 岸 域 で 産 卵 済 み の 雌 個 体 が 出 現 し
た 。
以 上 ま と め る と、2月 は 、 こ の 海 域 で ナ ン
キ ョ ク オ キ ア ミ の 産 卵 期 に あ た り、 フ ロ ン ト
付 近 に 大 型 の 産 卵 個 体 が 、 ま た、 沿 岸 域 に は
比 較 的 小 型 の 個 体 が 分 布 し た 。3月 に な る と
産 卵 済 み の 雌 個 体 が 沿 岸 域 に も 出 現 し、 産 卵
を 終 え た 一 部 の 雌 の フ ロ ン ト域 か ら 沿 岸 部 へ
のMIGRATIONが 示 唆 さ た 。Brinton(1991)も産






Gut　 contents　 of　 Euphausia　 superba　 Dana　 in　 the　 waters　 in
　　　　　　　 the　 vicinity　 of　 the　 South　 Georgia　 Island
西野康人 河村 章人 (三 重大 生物 資源)
Y.Nishino　 A.Kawamura　(Mie　 Univ.　 Biorcsouces)
工he　 foregut　 contents　 of　 Antarctic　 krill
superba　 were　 observed　 with　 Ught　 rnicroscope.　 SampleS　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
obliquely　 lnobtained　by　towing　the　Midwater　T owl
waters　 in　 the　 vicinity　 of　 the　 South　 Georgia　 Island　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　
samplesJuly　through　ear August　l992.　The　collected
preserved　 with　 formalin.　.　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　






















よる傾斜曳きであ り、標本は10%ホ ルマ リンで固定





第26次 南 極 観 測 隊 に よ っ て ブ ラ イ ド 湾 及 び
グ ン ネ ル ス バ ン ク で 採 集 さ れ た 貝 形 虫
(Ostracoda)　 に つ い て
Ostracoda　 co日ected　 from　 Breid　 Bay　 and　 GUnnerus　 Bank,　 Antarctica,
　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 during　 the　 JARE-26　 Cruise
蛭 田 眞 一(北 海 道 教 育 大 学 釧 路 分 校 ・生 物)
S.　 Hiruta　 (Hokkaido　 Universlty　 of　 Education,　 Kushiro)
Seven　 species　 of　 Ostracoda　 (Crustacea)　 were　 col|ected　 from　 Breid　 Bay　 and　 GUnnerus　 Bank,
Antarctica,　 during　 the　 JARE-26　 Cruise:　 six　 myodocopids,　 of　 which　 four　 are　 new　 to　science
(asterisked),　 Doloria　 isaacsi　 Kornicker,　 1975;　 *Philomedes　 sp.;　 Scleroconcha　 sp.;
*Parastero　 e　sp.;　 *旦9遡sp.　; *Skogsbergiella　 sp.;　 one　 podocopid,　 Macrocyprididae
sp.　 Some　 biological　 aspects　 on　Antarctic　 myodocopid　 ostracods　 were　 dlscussed.
第26次 南 極 観 測 隊 に よ っ て ブ ラ イ ド 湾 と
グ ン ネ ル ス バ ン ク よ り 採 集 さ れ た 底 棲 動 物 の
中 か ら 以 下 の 貝 形 虫(甲 殻 類)4新 種(☆ 印)
を 含 む7種 が 見 い だ さ れ た.採 集 総 個 体 数 は
幼 生 を 含 め て153個 体 で あ っ た.7種 の 内
Scleroconcha　 に つ い て は 最 終 幼 生 段 階 の 標
本 が1個 体 の み で あ っ た た め,種 レ ベ ル ま で
の 同 定 は で き な か っ た.ま た,41個 体 含 ま
れ て い た　 Macrocyprididae　 sp.　 に つ い て は




　 　 　　 Doloria　 isaacsi　 Kornicker,　 1975
　 Philomedidae
　 ☆ 　 Philomedes　 sp.
　 　 　　 Scleroconcha　 sp.
Cylindro|eberididae
☆ 　 Parasteroesp.




　 　　 　 Macrocyprididae　sp.
今 回 は 上 記 の　Myodocopina　 6種 に つ い て
若 干 の 生 物 学 的 知 見 を 含 め て 報 告 す る.
南 極 大 陸 周 辺 域 で の　 Myodocopina　 に つ い
て は,　 Kornicker　 (1975)が,南 極 大 陸 と 南 緯
35度 の 間 に お け る こ れ ま で の 記 録 お よ び 調
査 船　 Eltanin,　 An七 〇n　Bruun,　 Hero,そ れ に
Vemaか ら 得 ら れ た 大 量 の 標 本 を も と に し た
研 究 で,10新 属 を 含 む35属,60新 種 を
含 む122種 を 報 告 す る と と も に,こ れ ら の
出 現 状 況 か ら,4つ の 群 集　(facies)　 を 区 分
し て い る.最 近 で は,　 Myodocopina　 以 外 の グ
ル ー プ も 含 め て　Har七mann(1986-1991)カs南
極 半 島 周 辺 の 種 類 を 報 告 し て い る,彼 は,南
極 域 よ り こ れ ま で に323種(内74種 がMy
odocopina)　 の 貝 形 虫 が 知 ら れ て い る こ と か
ら,こ こ が 分 類 学 的 に 多 様 な 地 域 で あ る と み
な す こ と が で き る と 述 べ て い る.
こ の よ う に 広 範 な 南 極 周 辺 お け る 貝 形 虫 研
究 が あ る が,日 本 の 観 測 基 地 の あ る 海 域 周 辺
に お け る 報 告 は こ れ ま で な か っ た.今 回 調 べ
る こ と の で き た ブ ラ イ ド 湾 お よ び グ ン ネ ル ス
バ ン ク か ら 得 ら れ た わ ず か な 個 体 数 の 貝 形 虫
に 少 な く と も　 Myodocopina　 4属4新 種 が 含
ま れ て い た こ と は,　 Hartmann　 の 見 解 を 考 慮
す れ ば,東 南 極 沿 岸 域 か ら は 多 くの 種 類 の 記
録 が 期 待 さ れ る こ と を 示 し て い る と 考 え る.
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南 極 冬 季 水 に よ る と 思 わ れ る
thompsoniと 　Ihlea
racovitzai
Possible　 Effect　 of　 the　 Antarctic　 Winter　 Water
Dist二ribution　 Pat二 七erns　 in　 Salpa　 t二hompsoni
(
(1)Mie
の{扁 っ た 分 布
　 　　 on　 he　 Locally　 Biassed
and　 工hrea　 racovitzai
河 村 章 人!),道 守 加 代 子2,,本 純 子3》
D三 重 大 ・空 費、2)環 境 科 学 研 究 所 、3)三 洋 テ ク ノ マ リ ン)
　 A.　 K。W。mural),　 K.　 r4i。him。ri2),　 J.　 M。t。3)
Univ.,　 2)Environ.　 Sci.　 Lab.,　 3)Sanyo　 Technomarine　)
　 　 During　 the　 6th　 Antarctic　 Expediti。n　 ・f　 the　 R・V・ 　 Kaiy。 　Mar・(N。v・ 　 1990-Ma「 ・
1991)tot二he　 region　 around　 the　 South　 Shet二1and　 工slands,　 macrozooplankton　samp1-
ing　 was　 conducted.　 With　 a　 WP-2　 net　 of　 56cm　 mouth　 opening,　 0.35㎜netting　O-100
ロ ロ
m　 vertical　 hauls　 were　 made　 at　 a　total　 of　 82　 hydroqraphic　statユons.　 Among　 slx
taxonOmic　 groups　 of　 zooplankton,　Copep da,　 Salpidae,　 Euphausiacea'　Amphipoda'
P・lychaeta　 and　 Chaet・qnatha,　tw・(。r　 three)　 ・pecies　 ・f　 salps'　 S・1pa　 th・mps・ ・i
and　 Ih].ea　 racovitzai,　showed　 local!y　 distinct　 biassed　 dist二ribution　 being　 clear-
ly　 reversed　 pattern　 t・　the　 ・est　 five　 9・ ・up・ 　 (Fig・ 　 1)・ 　 The　 salps　 exclusively
distributed　close　 to　 the　 S.　 Shetland　 Islands　 while　 t二he　others　 occupied　 mOre
P・1・gic　 regi・n.　 N・　di・tin・t　 envir・nmen七al　features such　 as　 f・・n七s　 ・・　meet　 ・f
different　 wa七er　 mass　 were　 observed.　 However,　 southern　 edge　 of　 the　 cold　 Ant・-
arctic　 Win七er　 Wat二er(A;AJW)　 was　 found　 at二　50-70m　 layer　 at　 the　 location　 where　 the
occurrence　 of　 salps　 was　 replaced　 with　 ot二her　 zooplankton　groups・ 　The　 bioユoqical
or　 ecological　 function　 of　 the　 AWW　 has　 not　 been　 known'　 locally　 developed　 temp－
の
erature　 gradients　 of　 +1.250C　 -　 -1.250C　 magnitude　 possibly　 effect二ed　 on　 mユgrat-
ory　 movements　 of　 the　 salps　 into　 the　 more　 northern　 pelaqic　 waters・
第6次 開 洋 丸 南 極 海 調 査(1990.11～1991.
3)の 際 、 南 シ ェ ト ラ ン ド 諸 島 近 海 で 採 集 さ
れ た 大 型 動 物 プ ラ ン ク ト ン の 分 布 生 態 を 調
べ た 。 標 本 はWP-2ネ ッ ト(0.35mm)に
よ る0-100m鉛 直 採 集 で 合 計82地 点 か ら 得
ら れ た 。 動 物 プ ラ ン ク ト ン を サ ル
パ 類 、 オ キ ア ミ 類 、 僥 脚 類 、 端 脚13
12
類 、 多 毛 類 及 び 毛 顎 類 に 分 け て 分11
布 性 状 を 見 る と、 サ ル パ 類(幽1田
9
thompsoni　 s・　1・　 と　 Ihlearacovit-　
m8
zai)　 は 他 の グ ル ー プ と 明 瞭 な 分 布
上 の 相 違 を 示 し た 。 サ ル パ 類 の 分 布
は 専 ら 南 シ ェ ト ラ ン ド 諸 島 近 海 に 限
ら れ 、 他 の グ ル ー プ は す べ て そ れ よ
り も 北 方 沖 合 域 に 分 布 し た(Fig.1)。
こ の よ う な 分 布 の 特 徴 は　'exclusion',
'intensive　 grazing'　 あ る い は'rapid
growth'に よ る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。
し か し、 環 境 か ら 見 る と し の よ っ な 分 布 の
特 徴 は 、 同 海 域 に 残 存 し た 温 度 極 小 層(南 極
冬 季 水)の 存 在 と 地 理 的 に 一 致 し て お り、 局
地 的 に み れ ば こ の 温 度 勾 配 が サ ル パ 類 の 北 方
沖 合 い へ の 移 動 ・ 分 布 を 制 御 し た も の と も.考




A　 PIan　 of　 Observing　Fish　 Behavior　 Using　 Ultrasonic　Pinger
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 nearby　 the　 Syowa　 Station
弾 車,宮 本 佳 則,濱 田 悦 之
東 京 水 産 大 学
Han　 Jun,　 Yoshinori　M yamoto,　 Etuyuki　 HaNada
　 　 　 　 　 Tokyo　 University　of　 Fisheries
　 　 　 The　 system　 for　 observing　fish　 behavior　 consists　 of　 ultrasonic　pingers,　 eight
slave　 stations　 and　 one　 ■aster　 station,　Each　 siave　 station　is composed　 of　 an
ultrasonic　 transducer,　 a　 sound　 transciever　and　 a　 radio　 transciever.　The　 田aster
station　 consists　 of　 eight　 channel　 radio　 recievers,　one　 transnitter　and　 a　 32bit
personal　 co■puter.　The　 屋aster　 fixes　 fish　 positions　by　 measuring　 the　 ti箇e
differences　 between　 slaves.　 Distinction　of　 pingers　 with　 sa簡e　 frequency　is
Perfor国ed　 by　 different　 pulse　 Periods.
[は じ め に]南 極 昭 和 基 地 周 辺 に お い て,
超 音 波 ピ ン ガ ー を 用 い て,魚 の 位 置 を 長 時
間 に わ た っ て 連 続 的 に 計 測 し,遊 泳 行 動 を
把 握 す る.こ の 観 測 計 画 は 第34次 南 極 地 域
観 測 隊 で 実 施 す る 予 定 で あ る.な お,魚 だ
け で な く,ペ ン キ ン,ア ザ ラ シ で も 観 測 を
行 い た い と 考 え て い る.
[シ ス テ ム 構 成]行 動 観 察 シ ス テ ム は,魚
に 装 着 す る 超 音 波 ピ ン ガ ー,8つ の 子 局 お
よ び 親 局 か ら な る.親 子 局 間 は ラ ジ オ テ レ
メ ト リ で 結 ば れ て い る.
ピ ン ガ ー は,周 波 数69kHz,幅15口sの 超
音 波 パ ル ス を 発 射 す る.ピ ン ガ ー 毎 に1s程
度 の 異 な る パ ル ス 発 射 周 期 を 有 し て い る の
で,そ れ を 利 用 し て 複 数 の 魚 の 行 動 を 同 時
に 追 跡 す る こ と が で き る.音 響 出 力138dB,
内 臓 電 池 の 寿 命 は1週 間 で あ る.そ の 大 き
さ は 直 径 が8.5m■,長 さ が33■.,水 中 重 量
は2.7gで あ る.
ピ ン ガ ー か ら の パ ル ス 信 号 は,各 子 局 の
海 氷 下 に 垂 下 さ れ た 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー
サ で 受 信 さ れ る.ト ラ ン ス デ ュrサ は 無 指
向 性 で 一200dBの 受 渡 感 度 を 有 し て,1000m
離 れ た ピ ン ガ ー か ら の パ ル ス 信 号 を 受 信 で
き る.
各 子 局 は4ビ ッ ト ワ ン チ ッ プCPUで 制
御 さ れ,幅 の 狭 い 水 中 ノ イ ズ を 除 去 す る パ
ル ス 幅 チ ェ ッ ク や,電 池 寿 命 を 延 ば す パ ワ
ー セ ー ブ 機 能 な ど を 有 し て い る.各 子 馬 で
受 波 さ れ た 超 音 波 信 号 は,そ れ ぞ れ 独 自 の
チ ャ ン ネ ル で 親 局 に 電 波 テ レ メ ト リ さ れ る.
親 局 は,4子 局 か ら の 信 号 の 受 信 時 間 差
か ら,ピ ン ガ ー の 立 体 位 置 の 計 算,表 示 を
行 い,デ ー タ を ハ ー ド デ ィ ス ク ま た は フ ロ
ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保 存 す る.
各 子 馬 は 互 い に100m程 度 離 し て 氷 上 に 配
置 さ れ る.そ れ ぞ れ の ト ラ ン デ ュ ー サ 位 置
は,あ ら か じ め 正 確 に 測 定 さ れ て い る 必 要
が あ る.親 局 か ら 子 馬 位 置 測 定 指 令 を 送 信
す る と,指 定 し た 順 に 各 子 馬 の ト ラ ン デ ュ
ー サ か ら170dBの 強 力 な 超 音 波 パ ル ス を 送
信 す る.そ の パ ル ス を 他 の 子 局 で 受 信 し て,
す べ て の 子 馬 の 位 置 を 決 定 で き る.
【測 位 精 度 】 本 シ ス テ ム は 超 音 波 パ ル ス 受
信 の 誤 差 が 距 離 換 算3c.程 度 で あ る.　 GDOP
(Geo■etric　 Dilution　 of　 Precision)　 を 計
算 し,シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し た と こ ろ,測 位
誤 差 はIOc.以 内 に お さ ま っ て い る.
[予 備 実 験]五 島 列 島 福 江 島 で 飼 付 け 放 流
さ れ た3尾 の シ マ ア ジ で,1週 間 の 識 別,
連 続 測 位 が で き,こ の シ ス テ ム の 実 用 性 が
検 証 さ れ た.
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 THE  EFI-ECT OF  TEMPERATURE ON THE KINETIC ACTIVITY OF 
PHOSPHOFRUCTOKINASE AND  FIEXOKINASE FROM THE ANTARCTIC FISH 
TREMATOMUS BERNACHII
Edson RODRIGUES1, Rubens ROSA1, Mitsuo FUKUCHI2 & Metry BACILA1
 1Brazilian Antarctic Program CNPq-CIRM-PROANTAR, Brasil and 
2National Institute of Polar Research, Japan
     Phosphofructokinase (PFK) and Hexokinase (HK) were partially purified from the 
epaxial muscle (PFK) and cardiac muscle  (HK)  of  T. bernachii, Phosphofructokinase. The 
apparent Km for ATP and F-6-P was established at different temperatures (5°-,  11°-, 20°- and 
30°-C),  pH 8.0. At this pH (8.0), in which no allosteric properties of the PFK is observed, no 
significant effect of the temperature on the enzyme activity was observed. By analyzing the 
effect of ATP in different concentrations of fixed concentrations of F-6-P (0.07mM, 0.5mM, 
1mM) it was observed that the rate of inhibition by ATP at 5°C is lower than at 20°C. For 
different concentrations of F-6-P in regard to fixed concentrations of ATP (0.1mM, 0.5mM, 
1mM) it was observed that the Km values at 5°C (=0.14mM) and at 20°C (=0.21mM), showed 
that the affinity of the enzyme for F-6-P is about 10 times higher in regard to the values 
obtained at 20°C, a result that might have an important significance on the biochemical 
adaptations of those organisms to low temperatures. Values obtained for energy of activation of 
this preparation of PFK were 9.16  Kcal/mol in the interval between 18-35°C, and 14.41 
Kcal/mol between 5-18°C, with the inflexion point around 18°C. For cardiac muscle 
hexokinase (HK), the apparent Km at 20°- and 5°C showed no significant alterations at pH 7.4. 
 Ilowever, an increment of about 25% in the enzyme activity has been found at 5°C in regard to 
20°C. With ATP, as substrate, with fixed concentrations of glucose, apparent Km of 0.38 mM 
and 0.6 mM was found at 5°- and 20°C respectively, the increment of activity at 5°C being of 
about 36 percent.
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PURIFICATION AND KINETIC OF PHOSPHOFRUCTOKINASE AND HEXOKINASE 
FROM THE ANTARCTIC FISH TREMATOMUS  BERNACHII
Rubens ROSA1,Edson RODRIGUES1, Mitsuo FUKUCHI2 & Metry BACILA1 
1Brazilian Antarctic Program CNPq-CIRM-PRONTAR , Brasil 
2National Institute of Polar Reseach, Tokyo
     Specimens of Trematomus Bernachii were caught by nets cast near Syowa Station 
during the month of January, 1992. The caught animals were transporte to the laboratory at the 
 "Icebreaker Shirase". Epaxial and cardiac muscles were dissected, rapidly chilled and used for 
the purification of  Phosphofructokinase and  Hexokinase respectively, Phosphofructokinase 
(PFK). Both the apparent Km of PFK for fructose-6-phosphate (F-6-P), in the presence of 216 
RMATP, and for ATP, in the presence of 1mM F-6-P were assayed at 20°C, ph 8.0 in which 
case the enzyme did not display allosteric properties. The effect of and F-6-P concentration on 
the rate of enzyme activity were established at pH 7.0 PFK inhibited by ATP was not 
reactivated in the presence of  Fru-1,6-P in concentrations up to 107mM at pH 7.0.  Hexokinase 
(HK). Assays for HK activity were carried out in liver, RBC hemolysates, encephalo, epaxial 
muscle, and cardiac muscle giving the following results in specific activity, as units per ml of 
the preparation: encephalo, 0.018 U/mg protein;liver, 0,0027 U/mg protein; RBC hemolysates, 
0.0; epaxial muscle, 0.0; cardiac muscle, 0.062 U/mg protein. The apparent Km for ATP was 
also assayed in a reaction medium containing 5mM glucose, and for glucose in a medium 
containing 2mM ATP. The negative values for HK activity in epaxial muscle and RBC 
hemolysates are still under discussion but it is important to emphasize that a similar result has 
been obtained by us in Notothenidae fish, N. neglecta and N. rossi marmorata from the 
Admiralty Bay at King Gerge Island.
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仙 台 湾 沖 合 にお け るEμpahusia　pacificaの 底 生 魚類 の餌 生 物 と して の重 要性
Importance　 of　Eμ励oμ ∫ioρ αcψcαas　 a　Prey　 of　Demersal　 Fishes　 off　 Sendai　 Bay,　 North　 Japan.
山村 織 生(北 大)稲 田伊 史(東 北 水 研)島 崎 健 二(北 大)
0.　YAMAMURA　 (Hokkaido　 Univ),　T　INADA　 (TNFRI)　 and　K,　SHIMAZAKI　 (Hokkaido　 Univ.　)
We　 evaluated　 the　extent　 to　which　 EUphaus'ia　 pacifica　 contributes　 to　the　 individual　 and　 total　 diet　 of　demersal　 fishes　 off　Sendai
Bay,　 in　lOO　 -　500　 m　 of　water　 based　 on　 a　total　 of　90　 trawl　 samples　 collected　 in　May　 1989　 -　1991.　 The　 examination　 of　3,342
stomachs　 from　 53　 species　 revealed　 that　 23　 species　 preyed　 on　 E.　pacifica.　 The　 percentage　 contribution　 of　 E.ρac萌ca　 tothe
total　 fish　 diet　 (1E)　 was　 calculated　 for　 each　 year　 and　 each　 of　 two　 strata　 delineated　 by　 the　 300　 m　 depth　 contour　 using　 the
following　 formula:　 1ε=Σwid、/100,　where　 w、　is　the　 perccntage　 contribution　 of　E.　pacifica　 to　the　 ith　species,　 and　 d、　is　the
percentage　 abundance　 of　ith　species　 in　a　depth　 strataＬn　 the　 shal|ow　 stratum,　 IE　value　 was　 specifically　 low　 (〈20%)　 in　l990
compared　 with　 1989　 and　 1991　 (>40%)　 while　 the　deep　 stratum　 showed　 a　reverse　 trend　 to　the　 shallow　 one　 (〈7%　 in　1989　 and
l991,　 >20%　 in　 l990)　 .　This　 difference　 of　contributioll　 by　 yetif　 and　 depth　 strata　 was　 ascribed　 to　the　difference　 in　the　 water
temperaωre.
《目的 》　Euphausiapacificaは 北太 平洋 亜寒帯 海域 全域 に出
現 し、海 洋食 物 連 鎖上 重 要 な 地位 を占 め る 。 しか し、 本
極の 被 食 生 態 お よ び分 布 に関 す る知 見 は 、 海洋 の 表中 層
域 に おけ る ものが 多 く、近 底 層 に おけ る知 見は 乏 しい 。
また 、プ ラ ンク トンの分 布 は 通常 様 々 なネ ッ ト採 集に よ
って 調 べ られ るが 、あ る海 域 に分 布す る広 範囲 な プ ラ ン
ク ト ン捕 食者 の食 性分 析 か ら、 バ イ アス や エ ラー の少 な
い分 布 情 報 が得 られ る と考 え られ る。 そ こで 本研 究で は 、
仙台 湾沖 合 におけ る底生 魚類 の餌 生物 と してのE.　pacifica
の寄 与を経 年 的 に調べ 、 その 底層 水 温 との 対応 を検 討 し
た。
《材 料 と方 法 》1989～1991年 の 各5月 に、仙 台 湾 沖合 水
深100～500mの 海 域 で 、調 査船 但 州丸(444t)に よ り30点 つ
つ 合計90点 の トロ ール試料 を採集 した 。全 漁獲 物 を同 定 ・
計 量 し 、各 試料 か ら各 魚種 毎 に1種 あた り15個 体 を上 限 に
抽 出 し、体 長 と体 重を測 定 の後、 胃 を10%海 水 フ ォルマ リ
ン に固定 した。 各 採 集点 ではM-STDに よ る海底 水 温 の測
定 も行 っ た。 実験 室 に て餌 生 物 を 選別 ・同定 し、52℃ で
24時 間 、室 温 の デ シケ ータで36～48時 間乾燥 の後 に 、各
餌 生物 の重量 を精度lmgで 測 定 した。 以上 の デー タに基づ
き、 年 お よび 魚種(優 占種 は 体 長 群)毎 に 、消化 不明 物
を除 く全判内 容物 中 に占 めるE.　pacjficaの 割 合w、(%)を 計算
した。 その際 には深度帯 に よるE.　pacificaの 分布 、魚類 相
お よび 水 温 の 違 い を考 慮す る た め に 、 試料 を採 集 深 度
300mを 境 に21洋 に分 けて 扱 った 。最後 に、客 年 ・深度 帯
に つ い て 魚 種 組 成 を求 め 、 以 下 の 式 で 与 え られ るE.
ρaα伽 の魚類 群集 へ の寄 与一楽(%)を 計算 した:le=w、d/100、
但 しd、は各試 料 にお けるt魚種 の優 占度(%)。
《結 果>53魚 種 か ら成 る3,342個 体 の 胃 内容物 を分析 した
結 果 、合計23魚 種 がE.　 pacificaを 捕 食 して お り、89年 の
300m以 深(83%)を 除 くいず れ の年 ・深度 帯 にお いて も、 オ
キ ア ミ捕 食魚 種 が全 漁獲 重 量 の約90%以 上 を 占め た。3年
間 を通 じて 水 深300m以 浅 の海 域 で優 占 したマ ダ ラ(Gadus
macrocephalus)と スケ トウダ ラ(Theragra　chalcografnma)に 注
目 してみ る と 、両 者 とも全 体 長群 を通 じて 直接 ま たは 間
接的 にE.　pacificaに 依存 してい た。即 ち、 直接E.ρacificaを
捕食 しな い大型 個 体 は、極 めて高 い割合 でE.　pacificaに 依
存 してい るマ イ ワシ(Sardinops　rnelanostictus　)、　カ タクチ イ
ワシ(Engraulis　japonicus)お よびハ ダカ イワ シ科 魚 類 を捕食
して いた。 一 方 、89年 お よび91年 に30〔㎞ 以 深 で魚 類 群 集
中で優 占 した イ トヒキ ダ ラ(Laemonema　 longipes)の 両 年 に
おけ るE.　pacificaへ の依存度 が 低か った(全 体長 群 の重 み付
き平均 で1.2%お よび5.2%)も の の 、 優 占度 が 低 か っ た
(41%)90年 に は85%と 高 い依存 度 を示 した。
次 に、　E.　pacificaの 群集 への 寄与率 を見 て み る と(Fig.)、
300m以 浅 の 海域 で は89,91両 年に40%以 上 の寄 与 を示 し た
の に対 し、90年 は20%に 満 た なか った。 これ に客年 に お け
る採 集点 の平 均 海底 水 温 を対 応 させ る と、90年 は7.9℃ と
他の2年 に較べ て約1℃ 高か った(p<O.01,t-test)。 一 方 、
300m以 深 の海域 で は89、91両 年 が7%未 満 の 寄 与 で あ っ た
の に対 し、90年 は20%を 越 え た。 また 、低水 温 は89、90両
年 に4℃ 未 満 で あ った のに 対 し、90年 に は5℃ を 越 え た。
以上 か らE.　pacificaは 、1)当 海域 におい て底 生 魚類 群 集 の
食物網 に おい てkey　 preyと なって お り、2)そ の底 生魚 類群
集へ の寄与 率 は、 環境 水温 に対応 したE.　pacificaの 分 布密




サ ロ マ 湖 氷 下 に お け る 榛 脚 類 の 日 周 鉛 直 移 動 と 擬 餌
　 Diel　vertical　migration　 and　 feeding　 of　copepods　 under　 the　ice　at　Saroma　 Lake
服部 寛(道 東海大工)・ 齊藤宏明(北 水研)
　 　 　　 H.　Hattori　 (Hokkaido　 Tokai　 Univ.)　 and　 H.　Saito　 (Natl.　Fish.　Res.　 lnst.　Hokkaido)
Zooplankton　 observation　 was　 carried　 out　7　times　a　day　 under　 the　sea-ice　 at　Saroma　 Lake　 during　 25　and　 26　February,　1992.
The　 NIPR-net　 (0.33　 mm　 mesh　 openings)　 was　 used　 for　the　sampling　 at　5　1ayers　 from　 under-surface　 of　the　ice　to　g　m.
Copepods　 are　most　 dominant　 accounting　 for　99.0%　 of　total　zooplankton　 numbers.　Among　 copepods,　 」Pseロdoca∬anus　 spp.
and　 Acartia　 spp.　 were　 abundant　 accounting　 for　81.4%　 and　 16.6%,　 respectively.　 Diel　venical　 migration　 was　 observed　 in
these　 two　 species.　 Both　 two　 speceis　 migrated　 up　to　the　under-surface　 from　 tile　bottom　 at　sun　set　and　they　 stayed　 at　 the
surface　 during　 l700　 and　2200　 then　they　began　 to　descend　 to　the　bOttom　 around　 mid-nighしPseudocalanus　spp.　moved　 to山e
bottom　 without　 stopping　 intermediate　 layer,　 however　 Acartia　 spp.　 stayed　 at　mid　 layer　 befor　 san　 rise.　 Gut　 pigment
concentrations　 of　these　 species　 were　 highest　 during　 2200　 and　 O200　 auhe　 surface　 then　they　 decreased　 with　time.　 Lowest
concentration　 was　 observed　 during　 day-time　 in　both　 species.　 Greazing　 pressur　 to　phytoplankton　 and　 ice-algae　 will　be
discussed.
【はじめに1本 研究は海氷 下の基礎生産者であるアイ
スアルジーに対する擁脚類 の摂餌 と分布の日周変化 を
調べ、基礎生産者か ら第2次 生産者への物質輸送量 を
推定することを目的に調査 を行なった。本報告では得
られた結果の内、擁脚類の 日周鉛直移動 と摂餌 に関 し
報告する。
【方法】調査はサロマ湖東部の栄浦、水深9.5m、 氷
厚30cmの 地点において、 海氷が発達 している時期 の
1992年2月25日 から26日 に行 なわれた。 採集 はNIPR
ネッ トによる0、1、3、6、9m層 採集を、 日の 出日没





した種はPseudocalanus　spp.で あ り、金椀 脚類個体 数
の81.4%を 占めていた。このPseudocalanus　spp.は 体サ
イズに して2つ の群が認め られ、大型と小型の群が認
め られ た。この種 に次 いで多か った種 は、　Acartia
spp.で 全擁脚類個体数の16.6%を 占め、 これ ら2種 で
」僥脚類の98.0%を 占めていた。
2月25日 から26日 における桟脚類の日周鉛直移動は
Fig.　1の ごとく観察 され、 日没後の1947時 には氷の直
下に多かったが、2349時 には氷の直下か ら下降を開始
し、26日 の 日の出頃にはほ とんど近底層まで移動 して
いた。近底層の榛脚類の上昇移動は1642時 には既に開
始され、2144時 には氷の直下 にまで達 していた。この
ことから、擁脚類の 日周移動で氷直下に滞在する時間
はおおよそ17時 から22時 頃の5時 間であると推定で き
た。
しかし、上記2種 の鉛直移動の様子は種間で異な り、
Pseudocalanus　spp.が 日没時 に上昇移動を開始 し、短
時間氷直下に留まり、日の出前には速やかに湖底 まで
下降移動 していたことに対 し、　Acarti'a　spp.は 上昇開




0-9m鉛 直曳で得 られたPseudocalanus　 spp.,　Acartia
spp.個 体 当た りの消化管色素量の時間変化は、前極が
22-02時 頃氷直下で最 も高 く、その後時 間経過に伴い
どの層においても減少 し、io-15時 の時間帯は全層で











Fig.　 1　Diel　 change　 in　 vertical　 distribution　 of
copepods　 (number　 per　 m3).　 Distance　 means　 the
distance　 from　 under-surface　 of　 the　 ice　 in　 meter.
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ホ ッ キ ョ ク ダ ラ の 長 期 飼 育 と 産 卵 お よ び 胚 発 生
Long-term　 rnaintenance,　 spawning　 and　embryonic　 development　 of　Arctic　 cod,
Boreogadus　 sαida.
桜 井 泰 憲 ・ 、 石 井 清 彦 、 矢 部 衛 、 中 谷 敏 邦 、 増 田 紀 義1)、 杉 本 匡2)、 西 山 恒 夫3)
(1)北 大 ・水 、2)浅 虫 水 族 館 、3)北 海 道 東 海 大 ・工)
Y、、un。,i　SAKURAI,　 Kiy。hik。 　ISHII,　 M・m・・u　YABE,　 T・shikuni　 NAKATANI,　 N・・iy・shi　MASUDAI),
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tadashi　 SUGIMOTO2),　 Tsuneo　 NISHIYAMA3)
　　　　　　　 (1)Hokkaido　 Univ.,　 (2)Asamushi　 Aquarium,　 (3)Hokkaido　 Tokai　 Univ.)
During　 the　 cruise　 for　 Arctic　 survey　 by　 T/S　 Oshoro　 Maru　 of　 Hokkaido　 University　 in　 the　 su㎜er
of　 1991,　 23　 1ive　 Arctic　 cod,　 Boreoga(1us　 sai(1a　 captured　 by　 bottom　 trawling　 at　 the　 southern
area　 of　 Saint　 Lawrence　 Is.　 were　 kept　 on　 board　 and　 transported　 to　 the　 laboratory　 of　 Hakodate,
Japan.　 Apart　 of　 these　 species　 were　 maintained　 in　 small　 aquarium　 at　 temperatures　 of　 -O・2
to　 3.0　 °C.　 Captive　 three　 females　 spawned　 between　 February　 9　to　 l6,　 1992.　 A日 　of　 ripe　 eggs
estimated　 to　 be　 released　 at　 a　spawning　 and　 the　 nature　 was　 non-adhesive　 and　 pelagic.　 Days　 from
spawning　 to　 50%　 and　 lOO%　 hatching　 atatemperarure　of　 1.9±0.4℃ 　were　 44　 days　 and　 50　 days,
respectively.　Spawned　 cod　 had　 gradually　 unfed　 and　 weakened,　 and　 then　 all　 of　 individuals　 had　 died
toJune,1992.
ホ ッ キ ョク ダ ラ は北 極 洋 お よび そ の近 接 した寒 冷 域 に
生息 す る タ ラ科 魚類 で あ り、 その 生活 史や 繁殖 生 態 に つ
い て は、 生 息 域 が結 氷 した海 域 を主 とす るこ とか ら、 不
明 な点 が数 多 く残 され て い る。 また 、本 種 は マイ ナ ス の
水温 帯 に適 応 した生 活 史 を持 つ こ とか ら、 これ らの 生 態
の解 明 は、 今 後 の温 暖 化 な どの海 洋環 境 変 動 を知 る上 で
の 北 極 海 域 の 指 標 生 物 と 位 置 づ け られ る。 演 者 らは、
ホ ッ キ ョク ダ ラの成 長 様 式 や 寒冷 地適 応 、 あ るい は 繁殖
生態 と再 生 産 過 程 を解 明 す る こ と を 目的 に、生 きた 個体
を船 上飼 育 して 持 ち帰 り、室 内で の長 期 飼 育実 験 に よっ
て解 明 す る試 み を1991年 よ り開始 し、長 期 飼 育が 可能 で
あ る こ とが確 認 で きた。 そ こ で、 本報 告 で は1992年 に実
施 し た採 集 、 輸 送 並 び に 飼 育 方 法 を紹 介 す る と と も に、
水槽 内 で初 め て 産卵 に成 功 した卵 の胚 発生 と仔 魚 の 育成
お よ び産 卵 後の 親 魚 の死 亡 な どに つ いて紹 介 す る。
【採 集 と飼 育 】 飼 育 に 用 い たホ ッ キ ョク ダ ラは 、1991
年7月22口 に北 大 練 習 船 「お しょ ろ丸 」 に よる ベ ー リン
グ海 セ ン トロー レン ス島 南方 海域(62°58.5'N,172°56.
2'W,水 深41m,底 水温:-1.6℃)で の底 曵 き トロー ル に よ
り採 集 した。 採 集 時 に生 きて いた個 体 は、 船 内の約801
容 量 の 角型 水槽(濾 過 循 環式,水 温 は3℃ 以 ドに冷 却)に
収容 して オ キア ミを給 餌 しな が ら飼育 し、8月19日 に函
館 に 持 ち帰 った 。到 着 時 の生 存 数 は 計23尾 で、 体 長範 囲
は14～17cn1(推 定 年 齢3～4歳)で あ った 。 こ れ らの 個
体 は 、 水 産 学 部 で2尾 、残 りを青 森 県 営 浅 虫水 族 館 にて
長 期 飼 育 した。 飼育 方 法 は 、 大 学 で は 低 温 インキュへ㌧ ダ
(飼 育 水 温:1～3℃)内 で の小 型パ ッ ト(201容 量)を
用 い た 止水 換 水 法 で行 い 、浅 虫で は外 部 を断熱 処 置 した
角 型 展示 水 槽(1801容 量,冷 却 濾 過循 環,水 温:-O.2～1.
8℃)を 用 いた 。 餌 と して 、 冷 凍ホ ッケ 魚 肉切 り身 お よ
び冷 凍 オ キ ア ミ を3口 に1回 給 餌 した。 な お、 光 条件 は
大学では給餌時間以外は無照明、浅虫水族館では口中の
展示時間は照明を行っている。
【結果 と考察】 大学での2尾(雌 雄各1尾)は 翌年の4
月(8ヶ 月)ま で、浅虫での飼育個体21尾 の中で5尾















た。 仔魚の最終死亡時(92年5月14日,産 卵後98日 目)
までの飼育水温は、1.9(平 均)±0.42(SD)℃(範 囲:1.









コ マ イ の 血 漿 滲 透 圧 と　Na濃 度
及 び そ の 寒 冷 適 応
Plasma　 Osmolali七y　 and　 sodium　 cOncentration　of　 he　 saffron
cod,　 Eleginus　 gracilis　 and　 t二heir　 cOld　 adaptation.
小 笠 原 真 ・ 佐 藤 弘 和 ・ 小 川 瑞 穂
(埼 玉 大)・ 福 地 光 男(極 地 研)
M.　 Ogasawara,　 H.　 Sato,　 M.　 Ogawa　 (　 Sait二ama　 Univ.　 )
and　 M.　 Fukuchi　 (　 NIPR　 )
　 　 In　 our　 previous　 report,　 the　 shrunked　 glomeruli　 were　 observed　 during　 the、　winter
(Kitagawa　 et　 al.,　 190).　 This　 may　 be　 related七 〇t二he　 conservation　of　 antifre ze
glycoproteins(AFGP).　 In　 the　 pit二uitary　 of　 the　 summer　 fish,　 the　 positive　 immuno-
reaction　 wit二h　 prolactin(PRL)　was　 remarkable(Ogawa　et　 al.,　 ,92).
The　 seasonal　 variations　 of　 plasma　 osmolality,　Na　 concentration　and　 pit二uitary　 of
saffron　 cod　 were　 investigated.　Both　 plasma　 osmolality　 arld　 Na　 concentraヒion　wer
increased　 during　 t二he　wint二er　 than　 during　 t二he　summer.　 In　 the　 summer　 fish,　 the
posit二ive　 immunoreaction　with　 bo七h　 growth　 hormone(GH)　and　 PRL　 were　 remarkable　 than
those　 of　 the　 winter　 fish.　 It　 is　 known　 that　 GH　 blocks　 the　 AFGP　 mRNA　 transcription
in　 t二he　 liver.　 However,　 these　 results　 may　 suggest　 the　 possibilit二y　 of　 PRL　 clearing
of　 AFGP　 of　 plasma　 by　 increasing　 glomerular　 filtration　 during　 the　 summer.
南 極 海 域 の 硬 骨 魚 は 血 中 に 不 凍 糖 タ ン パ ク
を 持 ち,体 液 の 氷 結 を 防 い で い る　 (D8Vries
eta1.,'70).ま た ,こ れ ら の 硬 骨 魚 の 腎 は
糸 球 体 が 無 く,不 凍 糖 タ ン パ ク の 腎 か ら の 漉
過 排 出 を 防 ぎ そ の 保 持 に 役 立 っ て い る(Dobbs
eta1.,'74.Dobbs,DeVries,'75).　 南 極 域 に
限 ら ず 北 半 球 高 緯 度 の 寒 冷 水 域 に 生 息 す る 硬
骨 魚 も 血 中 に 不 凍 糖 タ ン パ ク を 有 し ,冬 期 に
は そ れ が 増 加 す る(Duman,DeVries,'74),　 　北
大 西 洋 の カ レ イ　(winter　 flounder)　 に 於 け る
夏 期 の 不 凍 糖 タ ン パ ク の 消 失 に は,下 垂 体 が
関 与 す る と 考 え ら れ て い る(Duman,　 DeVries,
'76
・　 Fletcher,'79,'81,　Fletcher　 et　 al.,
'78)
.本 邦 産 の コ マ イ も 同 様 に 冬 期 に は 不 凍
糖 タ ン パ ク が 増 加 し,夏 期 に は そ れ が 消 失 す
る(Burchman　 et　 a1.,'84).我 々 は,夏 期 の コ
マ イ の 腎 は 糸 球 体 が 拡 張 し,濾 過 作 用 を 営 ん
で い る に 反 し,冬 期 の 腎 糸 球 体 は 萎 縮 が 観 察
さ れ,南 極 域 の 硬 骨 魚 と 同 様 に 不 凍 糖 タ ン パ
ク を 濾 過 排 出 せ ず,そ の 保 持 に 関 与 し て い る
と 推 論 し た(Kitagawa　 et　 aL,'90).
今 回 は,北 海 道 野 付 産 の コ マ イ　 Eleginus
gracilis　 を 用 い,そ の 血 奨 滲 透 圧 とNa濃
度 を 測 定 し,併 せ て 免 疫 組 織 化 学 的 手 法 で 下
垂 体 の 成 長 ホ ル モ ン(GH)と プ ロ ラ ク チ ン
(PRL)産 生 細 胞 の 季 節 的 動 態 を 観 察 し て ,
寒 冷 適 応 の 機 構 を 考 察 し た.コ マ イ は2月 と
6月 に 採 取 し た 材 料 を 用 い,血 翠 滲 透 圧 は
Hermann　 Roebling　 の 微 量 滲 透 圧 計 で,Na
濃 度 は　 Horibaの イ オ ン メ ー タ,N-8Fで
測 定 し,免 疫 組 織 化 学 的 観 察 に は サ ケ のGH
とPRL抗 体 を 用 い た,
血 漿 滲 透 圧 は 冬 期 に 有 意 に 高 く,こ れ は 不
凍 糖 タ ン パ ク の 存 在 に よ る も の と 考 え ら れ る .
血 中 のNa濃 度 も 冬 期 に 高 く,夏 期 に は 低 か
っ た.冬 期 の 下 垂 体 で はGHお よ びPRL抗
体 に 対 す る 免 疫 反 応 は 著 し く 弱 か っ た が ,夏
期 の 下 垂 体 は 両 抗 体 に 対 す る の 陽 性 反 応 が 顕
著 で あ っ た.
最 近 の 報 告 に よ る と,GHは 肝 臓 中 の 不 凍
糖 タ ン パ ク 合 成 のmRNAの 転 写 を 阻 害 し て
い る こ と が 知 ら れ,PRLは そ れ に 関 与 し て
い な い(ldlereta1.,'89).し か し,PRL
は 腎 機 能 へ の 関 与 が 考 え ら れ,夏 期 に は 腎 の
糸 球 体 を 拡 張 さ せ,不 凍 糖 タ ン パ ク を 濾 過 排
出 し,そ の 消 失 に 関 与 し て い る 可 能 性 の 指 摘
(Ogaua　 et　 al.,'92)を 再 確 認 し た.血 中Na
濃 度 の 季 節 変 化 は 説 明 が 困 難 で,そ の 理 由 や
意 義 に っ い て は,今 後 の 検 討 課 題 と し て 残 さ
れ て い る.
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NEW RESULTS ON THE FISH AND SHRIMP FAUNA OF THE WEDDELL AND 
LAZAREV SEA  (ANTARCTICA)
Julian  GUTT1, Werner  EKAU2 &  Matthias  GORNY1
1 Alfred Wegener Institute for Polar and Marine Research, ColumbusstraBe, 
 D-2850  Bremerhaven, Federal Republic of Germany
2 Center for Tropical Marine Ecology,  Universitatsallee  GW1/A, 
 D-2800 Bremen 33, Federal Republic of Germany
    Underwater photographs, representing 1607 m2 sea floor, from the 
high Antarctic shelf and upper slope, were analysed for the presence of fish 
and shrimps and compared with previous results from adjacent areas. A 
total of 151 fish and 414  shriMps were counted.
    In the Weddell Sea in the near shore Halley Bay area an average 
number of fish taxa (11) and a high abundance of 15.7  specimens/100 m2 
were recorded. The species composition, dominated by the Nototheniids 
Trematomus scotti and T. lepidorhinus as well as the Bathydraconid 
Prionodraco evansii, did not show any close relationship to the fish fauna 
from the off shore Halley Bay area recorded on previous expeditions. In the 
Lazarev Sea a high number of 24 taxa was found, however, the abun-
dance of 7.3  specimens/100 m2 was below the average of the Weddell 
Sea. The species composition was similar to that of the Kapp Norvegia 
area. Besides a fairly high abundance of T. lepidorhinus, all four families 
which are known to be the most abundant in that area (Artedidraconidae, 
 Bathydraconidae, Channichthydae, Nototheniidae) were evenly repre-
sented in terms of species numbers and individuals. The similarities of the 
species compositions between different areas show a gradient from the 
Lazarev Sea in the east through the Halley Bay area into the southernmost 
part of the Weddell Sea.
    Among the three most abundant Antarctic shrimps, Notocrangon 
antarcticus dominated the near shore Halley Bay area with an average 
abundance of 33.5  specimens/100 m2. The shallow water species  Chorismus 
antarcticus was missing even at most stations on the upper shelf, the slope 
preferring Nematocarcinus lanceopes was totally absent since no stations 
below 600 m were sampled. In the Lazarev Sea all three species were pre-
sent. N. antarcticus had a low abundance of 1.3  specimens/100  m2, 
C. antarcticus corresponded with average values of the Weddell Sea and 
N. lanceopes was the most abundant species with 3.4  specimens/100 m2. 
The results show, that the occurrence of all three shrimp species perform 
both, a distinct vertical zonation and regional differences.
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ア デ リ ー ペ ン ギ ン の 夏 期 間 の 食 性 ニ リ ュ ツ オ ホ ル ム 湾.
プ リ ン ス オ ラ フ 海 岸 大 陸 棚 で は
ナ ン キ 旨 ク オ キ ア ミ を 食 っ て い る
綿貫豊(極 地研)、森貴久(京都大)、 内藤靖彦(極地研)
ADEL工E　 PENGU工N　 FORAGE　 ANTARCTIC　 KRILI、 　IN　 SHELF　 AREAS
あコ
　OF　 LUTZOW-HOLM　BAY　 AND　 PRINCE　 OI、AV　 COAST　 IN　 SUMMER
Y.　 WATANUKI(NIPR),　Y.　 MORI(KYOTO　 UNIV.),　 Y.　 NAITO(N工PR)
Abstract.　 Ad61ie　 penguins　 Pyqoscelis　 adeliae　 foraged　 mainly
2?9ft「一 器 需.19;一鶴asξ」晶 膿c竃'漂
30宅 　 mass)　 in　 January　 -　 February　 at　 Hukuro　 Cove　 colony　 in　 I・utzow-
Holm　 Bay　 and　 at　 Cape　 Hinode　 colony　 in　 Prince　 Olav　 Coast二,
Antarctica　 in　 1989-1991.　 Although　 they　 forage　 in　 shelf　 area,　 they
rarely　 brought　 E.　 cr　 starollo　 hias.　 This　 does　 not　 correspond　to
the　 qeneral　 meso-scale　distribution　pattern　 of　 these　 two　 krill
species　 in　 Ross　 sea　 and　 Prydz　 Bay;旦L　 superba　 dominates　in
oceanic　 or　 slope　 area　 but旦 二　cr　 starollo　 hias　 in　 nerit二ic　 or　 shelf
area.　 Large　 scale　 circumpolar　distribution　pattern　 of　 旦L
might　 influence　 the　 penguin　 diet.
アデリーペンギンの繁殖期間中の食性荊南極半島及び南極大陸各地の繁殖 コロニーで調査されている。これら
の研究から、アデ リー ペンギンはシグニー島 、キングジ ョー ジ島や南極半島など、外洋域あるいは大陸棚斜面で
採食する場所ではナンキHク オキアミ　Euphausia　superba　のみを食っているのに対 し、ロス島 、ブリッツ湾 、ア
デ リー ランドといった、沿岸あるいは大陸棚 で採食する場所では、E.　crystarollophias　 やコオリイワシ
Pleuragramsva　antarcticumも 頻繁に食っていることが明かとなった 。この地域差は、E.　superba　がおもに外洋
一大陸棚斜面に大嵐に分布するのに対し、沿岸一大陸棚では　E.　crystarollophias　が優占するとk、う、中規模
空間スケールでのオキア ミ2種 の分布の影響を強 く受けていると説明されている 。
リュツオホルム湾の咽 びプリンスオラフ海岸には10数 ヵ所のアデ リー ペンギンの繁殖地があり、
育雛期中、彼らは夏期間中も海氷に覆われることが多い沿岸域で採食 している。この地域の海氷下でのオキア ミ
の分布は計画的には調査 されていない。我々は30、31、32次 南極観測において 、リュツオホルム湾袋浦で
1989、1990、1991年1-2月 、プリンスオラフ海岸日の出岬において1991年1月 にアデ リー ペ
ンギンが雛に持ち帰 った餌の調査をおこなった 。餌のサンプリングは 、海から戻ってきたペンギンの胃内容物を
胃ポンプ法によって金扇吐 き出させることによって 、ペンギンを傷つける事な くおこなった 。
胃内容物重量は袋浦(271t132g)の 方が 日の出岬(333±133g)よ り軽か った。彼らの主要な餌はどちらの コロニ
ーにおいてもナンキョクオキアミでありG顕 韮量比59-79%)ほ かにコオ リイワシ(湿 重鼠比4-1眺)、ショウ
ワギス他の魚G踵 量比 く1-30%)も 食っていた。E.　crystarollophias　 の霊蹴 一ヒは袋浦では1%日 の出岬で
は10%で あり、マイナーな餌であった。
この結果は、E.　superba　は外洋に、E.　crystarollophiasは 沿岸1こ分布するという、今まで報告 された一般的
傾向 とは必ずしも一致しない。リュツオホルム湾における、断片的な直接観察 、ライ トトラップによるサンプリ
ングでもナンキョクオキアミしか出現していない。われわれの調査地が位置するエンダービーランド沖は 、大ス
ケールでみるとナンキョクオキア ミが高密度に分布する場所であり、これがこの地域沿岸におけるアデリーペン
ギンの食性と関連しているのかも知れない 。結論として 、リュツオホルム湾 、プリンスオラフ海岸沿岸は 、大陸




第2回 国 際 ペ ンギ ン会 議 報 告:ペ ンギ ン研 究 の 動 向
Report of　 the　 Second　 In'ternational　Conference　 on
　　　　 Cowes,　 Phillip　lsland,　 Australia
Penguins
上 田 一 生(ペ ンギ ン 会議)
Kazuok Ueda(Penguin　 Conference　 Japan)
Abstract:　 The　 Second　 lnternational　 Conference　 on　Penguins　 was　 held　 in　Cowes,　 Australia.　 from　 24　to　28　August　 1992.
Hosted　 by　Mike　 Cullen　 of　Monash　 University　 and　 Peter　 Dann　 of　Pengvin　 Co㎜ittee　 of　Manageraent,　 the　conference　 was　 attended　 by
l32　 penguin　 students　 representing　 fourteefl　 countries.　 After　 the　keynote　 address　 by　pauline　 Rei1|y　 52　papers　 presented　 at　the
conference　 focused　 on　nearly　 all　 aspects　 on　penguin　 biology.
　 Attention　 was　 paid　 mainly　 to　the　 5　species　 of　Pygoscetis　 and　A♪tenodytes　 and　23　papers　 were　 devoted　 to　these　 species.　 Depth
recorders,　 radiotracking　 and　 Transponder　 systems　 were　 intensively　 employed　 in　relation　 to　the　behavioral　 researches　 of　penguins
in　the　sea　 and　 to　identify　 individual　 penguins　 in　their　 colony.
要旨:第2回 国際ペ ンギ ン会議が、1992年8月24日 か ら28日にかけ
て、オース トラ リア、カウズで開催された。14カ 国から132名 が参加
し、口頭発表、展示発表合わせて52の 論文が提出された。アデ リーペ
ンギン属 、エ ンペラーペンギ ン属の5種 のペ ンギ ンの発表論文がそのう




識別を自動化 した トランスポンダー ・システムを用いた コロニーでの研




窒 素 安 定 同 位 体 比 を 利 用 し た
イ ロ ミ ズ ナ ギ ド リ の 繁 殖 地 起 源 と 北 上 渡 り ノレ ー ト
The　 determinaしion　 of　 birth　 places　 and　 migratioll　 routes　 of　 Sooty　 Shearwaters　 (PuffiU1rs　 9」二1S魑)
in　 the　 North　 Paciric　 ill　しerms　 of　 sしable　 isotope　 analysis.
南 浩 史(北 入 水 ・北 洋 研)
1:Res.
南川雅男(三 菱化成生命研) 小城春雄(北 大水 ・北洋研)
　 　 　 　 　 　 　 Hiroshi　 Minami1,　 Masao　 Minagawa2　 and　 Haruo　 Ogil
Insし.　 Nor.　 Pac.　 Fish.,　 Fac.　 Fish.,　 Iiokkaido　 Univ.　 2:　 Mitsubishi　Kasei　 lnst.Life　 Sci.
The　 δ15N　 values　 of　 muscle　 tissues　 of　 27　 Sooty　 Shearwaters　(b!frinus　 gLL量 且且≦)　 sampled　 in
しhe　 offshore　 waters　 (⊃f　the　 North　 Pacific　 Ocean　 in　 May　 and　 Jutle　 l990　 were　 examined.　|l 　 しhe
norしhwesしern　 regioll,　 110　 significanL　defferetices　 of　 しhe　 δ　15N　 vatues　 between　 mature　 and
immature　 birds　 exisしed.　In　 しhe　 northeastern　region,　 however,　 the　 δt5N　 values　 of　 immature
birds　 showed　 significanし1y　higher　 thal1　 しhose　 of　 mature　 birds.　 The　 stable　 isotope　 ratios　 of
muscle　 tissues　 of　 this　 species　 in　 May　 and　 Jl1Tle　 have　 been　 co【lsidered　to　 r flecし しhe　 isotope
raしios　 of　 their　 prey　 organisms　 fed　 ill　 しhe　 southern　 hemisphere.　These　 re ulしs　 suggested　しhaし
しhere　 wereしhe　 dirrerences　or　 birth　 places　 ar}d　 llorthward　 migratioll　 routes　 of　 this　 species
betweel}　 Ilorしhwestern　and Ilorしheastern　regions.
生物 の 窒 素 安定 同 位 体 比は 、 摂 取 した餌 生
物 の窒 素 安 定 同位 体 比 と密接 な関 係 が あ る。
こ の こ とか ら、 長距 離渡 りを行 う海 鳥類 の 窒
素 安定 同 位 体 比 は、 様 々 な海 域 にお け る餌 生
物 の 同位 体 比 を 反映 して い る こ とが 考 え られ
る。 そ こで 本 研 究は 、 北 太 平洋 に お け るハ イ
イ ロ ミズ ナ ギ ド リ④ur五 皿題 　grユーpgge)σ)窒.素
安定 同 位 体 比 を解 析 す る こと に よっ て、 本 極
の 繁殖 地 起 源 と北上 渡 りル ー トを明 らか にす
るこ と を 日的 と した。
【材 料 と方 法 】標 本 は 、1990年5、6月 に、
北太 平洋 で 流 し網 に羅 網 し死 亡 した ハ イ イ ロ
ミズ ナギ ドリ27個 体 の 筋 肉 部 を使 用 した。脱
脂 した筋 肉 部 を 、　Minagawa　 et　al.(1984)に 従
いN2ガ ス に精製 し、 質 量 分析 計 を 用 いて 窒素
安 定 同位 体 比(δ1{'N)を 測定 した。
【結 果お よび 考 察 】北 西 部北 太 平 洋(東 経
155度 ～西 経170度)に お け る成 鳥 お よび 幼 鳥
個体 の δisNは 、 それ ぞ れ9.4%。。、10.6%で あ
った。 これ に 対 して、 北 東部 北 太 平洋(西 経
170度 ～西 経150度)に お け る成 鳥 お よび幼 鳥
個体 の δtsNは 、 それ ぞれ10.6Z、。、16.4%で
あ っ た。 こ の よ う に、 北東 部 幼 鳥個 体 の
δ15Nは 、 同海 域 にお け る成 鳥 個体 、 お よび
北西 部 成鳥 、 幼 鳥 個 体 の δtsNよ り も有 意 に
高 い値 を示 した。 この 海域 あ る いは 成 長段 階
別 に よる同 位 体 比 の 差 が生 じる 要因 と して、
以下 に本極 の渡 り特 性 と生 体 内外 にお け る同
位体 分 布 か ら考 察 す る。5、6月 は 本 種の 北
上 渡 り 直後 であ るこ と、 また、 筋 肉 部 に お け
る 同位 体比 は過 去 に摂 取 した餌 生 物 の 同 位 体
比 の積 分的 情 報 を反映 して い る こ と を 考 慮 す
る と、 北西 部 一北 東 部間 にお い て、 さ ら に北
東 部 に お い ては 成 鳥 一幼 鳥 間 に お いて 、 北 ヒ
渡 り機 構 に差 が 存 在 す る こ とが 考 え ら れ る。
北 西 部一 北東 部 問 に お け る人 種 の δ15Nに
関 して 、 西経170度 を 境界 に して 、北 西 部 個 体
群 と北 東部 個体 群 の 北上 渡 りル ー トの 違 い が
考 え られ る。Shuntov(1972)の 報 告 か ら、 本種
の 渡 り経路 は 、 北 太 平洋 の 西側 に沿 っ て 北 上
す るの はニ ュー ジー ラ ン ド群、 東 側 に沿 っ て
北 上す るの は 南 ア メ リカ南 端群 と考 え られ て
い る。 この こ とか ら、 本 種 の繁 殖 地起 源 と し
て 、北 西部 成 鳥 、幼 鳥 個 体 群は ニ ュー ジ ー ラ
ン ド群 、 北 東 部 成 鳥、 幼 鳥 個体 群 は 南 ア メ リ
カ 南端 群 で あ る こ とが 示 唆 され た。
ま た、 太 平 洋 に お いて 、窒 素 固 定 が 駆 動 す
る東 シナ 海 、 南 シ ナ海 等 の海 域 に お け るプ ラ
ン ク トンの δisNは 低 い 値 を示 す の に 対 し て、
脱 窒 素 が駆 動 す る カ リフ ォル ニ ア 海流 域 、 フ
ンボ ル ト海 流 域 等 の プ ラ ン ク トン の δ15Nは
特 異 的 に高 い値 を示 す こ とが 知 られて い る 。
この こ とか ら、 北 東 部 に お いては 、 成 鳥 個 体
と幼 鳥 個体 と では 北 上渡 り特 性 に違 い が あ り、
成 鳥 個 体 が何 も捕 食 せず に北 半球 に北 上 す る
の に対 して、 幼 鳥 個 体 は東 部 熱帯 域 の δi5N
の 高 い餌 生 物 を摂 餌 しなが ら飛翔 す る こ と が
考 え られ た。
一89一
P72
北 太平 洋 におけ るハ イイ ロ ミズナギ ドリの初列風切 り羽の換羽
Primary　 molt　 of　the　 Sooty　 Shearwater　 (Puffinus　 griseus)　 in　the　 North　 Pacific.
塩 見 浩 二 小 城 春 雄(北 大 水 産)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 K.　SHIOMI　 and　H.　OGI　 (HokCkaido　 Univ.)
Primary　 molt　of　the　Sooty　 Shearwaters　 (P嚇nus　 griseus　 )　was　examined　 by　using　a　total　of　371　fiight　feathers　 of　the
birds　 sampled　 in　the　Nonh　 Pacific　 Ocean　 during　 March-November,　 19894990.　 All　birds　 were　 divided　 into
immatures　 and　adults　based　 on　the　gonadal　 development.　 The　 starting　and　completion　 dates　of　primary　 molt　 for　adults
were　 estimated　 at　21　 April　 and　 23　AugusしPrimary　 molt　 of　them　 took　 l24　days　 for　completion,　 For　immatures,
primary　 molt　 was　 more　 advanced　 than　 that　of　adults.　The　 starting　 and　 completion　 dates　 were　 13　February　 and　 l6
August.　 Its　duration　 was　 l84　days.　The　 rates　of　molting　 primaries　 were　 greatest　 in　July　both　 for　immatures　 (20.8%)
and　adults　 (27.1%).　 Most　 feathers　 (90%　 immatures　 and　93%　 adults)　were　 molted　 by　September.
ハイイロミズナギ ドリ(Puffinus　griseus　>は1幸1半球起源の海鳥種で、地球規模の渡 りをすることが知 られ
ている。即ち、成鳥は南半球で繁殖後、北半球亜寒帯域に北上 し、4月 中旬一10月中旬までの約6ヶ 月間滞





ハイイロミズナギ ドリ標本 は1989,1990年3月 一11月に北太平洋で流 し網に羅網 し死亡した371個 体を用







期は4月21日 および8月16日 で、継続期間は124日 であった。一方、幼鳥は成鳥より約2ヶ 月はや く、2月13
日に換羽を開始し、終了は8月23日 で、継続期間は成鳥よりも長く、184日 であった。また、成鳥、幼鳥
ともに7月 に換羽が最 も活発で、9月 にはgo%以 上の羽が換羽を終了 していた(Fig.2)。




Diving　 types　 of　loggerhead　 turtles　during　 internesting　 periods.
佐 藤 克 文(京 大 農)坂 本 亘(京 大 農)内 藤 靖 彦(極 地研)
田 中 秀 二(京 大 農)西 井 啓 典(京 大 農)
K.　SATO(Kyoto　 Univ.　Fish.),　W.　SAKAMOTO(Kyoto　 Univ.　Fish.),　Y.　NAITO(NIPR),
　　　　 H.　TANAKA(Kyoto　 Univ.　Fish.)　and　 A.　NISH"(Kyoto　 Univ.　Fish.).
In　1991　 and　1992,　 time-depth　 recorders　 were　 attached　 on　four　loggerhead　 turtles,　Carena　 carena,　 nesting　 on　 the　coast　of
Minabe　 town,　 Wakayama　 Prefecture　 in　Japan.　 Diving　 behavior　 were　 recorded　 continuously　 for　each　 turtle　during
internesting　 periOds　 ranging　 from　 15　to　17　days.　 Two　 individuals'　 data,　No.91-l　 and　 No.91-2,　 have　 been　 analyzed.　 As
shown　 in　Fig.　1　diving　 profiles　 were　 classified　 into　four　types.　 Type　 l　is　characterized　 by　a　steady　 down　 and　up　motion
with　 staying　 at　a　certain　 depth　 for　several　 ten　minutes.　 Type　 l　was　 frequently　 found　 in　No.91-1,　 and　 cumulative
submergence　 time　of　Type　 l　was　 62.2%　 of　her　internesting　 interval.　 The　 most　 frequent　 dive　 type　by　No.91-2　 was　 Type
2　which　 is　characterized　 by　a　steady　 down　 with　 a　subsequent　 gradual　 ascending.　 Both　 of　Types　 l　and　2　seem　 to　be　a
form　 of　their　"resting".　 Besides　 these　types　there　were　 two　types.　 Type　 3　is　spil(e　like　diving　 without　 staying　 at　a　certain
depth.　 Type　 4　is　characterized　 by　a　spil(e　like　diving　 with　a　subSequent　 gradual　 ascending.
産卵期のアカウミガメ,　Carena　carena,の 潜水行動を
調べるために,連 続水深記録計(TDR)を 装着 し,約2
週間の連続潜水記録を4個 体分得た.[方 法]実 験は
1991年 と1992年 に和歌 山県南部町 の千里浜で行 った.
アカウミガメは,夏 の産卵期に同じ砂浜で2回 から3
回産卵する.初 めの産卵終了時に背甲に装着 したTDR
を,約2週 間後 に再び産卵上陸 した際に回収 し,こ の
間の潜水深度記録を得た.各 潜水 の潜水時 間と潜水
深度 を数値化 して解析に用いた.ま た,特 徴的な形
を持つ潜水を4つ のタイプに分類 した.[結 果]現 在
1992年 の2個 体 は解析 中なので,1991年 の2個 体
(No.91-1,No.91-2)に ついてのみ記す.No.91-1,
No.91-2共 に潜水 を連続的 に行ない,全 潜水 回数 は
1240回 及び1395回,潜 水時間の合計 はそれぞれデー
タ長の96.6%,93.7%を 占めた.両 個体 とも潜水時間
の短い潜水が多 く,5分 以下 の潜水の回数が全潜水回
数の42.3%,30.9%を 占めた.ヒ ス トグラムを描 くと,
潜水時間の長い潜水 ほど度数は減っていくが,No.91-
1で は50分付近にも第2の 低いピークがあった.No.91一
1の 最 大 潜 水 深 度 は36.7mで,5mか ら10mの 潜 水 が 最
も多 く,全 潜水 回 数 の53.0%を 占 め た.No.91-2で は
最 大 潜 水 深 度 は54.7mとNo.91-1よ り 深 か っ た が,5m
以 下 の 浅 い潜 水 が 全 潜 水 回 数 の73.3%と 多 か っ た.
No.91-1の 行 う潜 水 で 特 に 目 立 つ の は,Fig.1に 示 す よ
う な 一 定 水 深 に 数 十 分 間 留 ま るType1で あ っ た.
No.91-1のTypelの 潜 水 時 間及 び 潜 水 深 度 の 中央 値 は,
そ れ ぞ れ45.9分 と8.3mで,　 Type1の 潜 水 時 間 の 合 計 は
No.91-1の 全 デ ー タ 長 の62.2%を 占 め た.一 方,
No.91-2は 野pe1を27回 し か 行 わず,　 Typelの 潜 水 時 間
を合 計 して も全 デ ー タ 長 の3.4%に しか な ら な か っ た.
No.91-2が 最 も 多 く行 っ た潜 水 は,あ る水 深 ま で潜 っ
て か ら 緩 や か に 浮 上 し,そ の 後 速 や か に 浮 上 す る
Type2で あ っ た(Fig.1参 照).こ の 他 に,潜 水 し た後 直
ち に 浮 上 す るType3や,　 Type3とType2が 続 け て起 こ っ
た よ う なType4な ど が 両 個体 に見 ら れ た.No.91-1と
No.91-2で そ れ ぞ れ 最 も多 く見 られ たType1とType2は,
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Typical　 dive　types,　 and　definition　 of　duration　 and　depth.
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P74ア カ ウ ミ ガ メ の 潜 水 深 度 は 肺 中 の 空 気 の 量 を 反 映 し て い る か?
The　 dive　depth　 of　loggerhead　 turtle　re刊ects　the　volume　 of　the　air　in　Iung　 ?
南 川 真 吾(京 大)、 内 藤 靖 彦(極 地 研)、 内 田 至(名 古 屋 港 水 族 館)、 日高 敏 隆(京 大)
Shingo　 Minamikawa　 (Kyoto　 Univ.),　Yasuhiko　 NaitO　(NIPR),　Itaru　Uchid 　 (Nagoya　 Port　Aquarium)　 and　Tositaka　Hidaka
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (Kyoto　 Uninv.)
Diving　 behavior　 of　 loggerhead　 turtle　 (Careffa　 carefごa)　 was　 recorded　 by　 time　 depth　 recorder　 (TDR)　 and　 time　 swimmlng　 distance
・ec・ ・d・・　(TSDR)・ 　Th・ 　dive・ 　・f　thi・ 肌im・1町e　 ch・ ・act・ri・・d　by　 f・・r-ph・ ・ed　p・t【・m　 ・f　1.　f丘 t　d・・c・n ,　2.　 irst　 ・・cent,　 3.　9・ad・al
asce・tand4・ 舳 ・・cenしAm・ng　 m・ ・e　th・n　 50%　 ・f　h・・　di・e・ 　the　 t・・tl・　・t・y・d　・t　ce・ 協i・　d・p由with・ ・t・wimmi・g・uh・g・ad・・1
・・c・nt　ph・ ・e・　Thi・ 　m・ 飢 ・th・uh・ 　t・・tl・　i・　neut・al　 b・ ・y・nt　 ・【 由i・　ph・ ・e・　Th ・ef・・e　th・　d・pth　 ・nh・ 　g・ad・al　 ・・cent　 ph・ ・e　i・
detemined　 by山e　 buoyancy　 of　the　 turtle　 and　 lhis　is　automatically　 determined　 by　 the　 volume　 of　 the　 air　in　lungs.　The　 correlation
b・twee軸 ・　d・pM・ ・i・g　9・ad・al　 ・・cent　 ・nd血 ・　di・e　 d・ ・ati・n　・e1・t・　wi血the　 ab・ve　 fact・.　F・u・teen　 p・・　cent　 ・f　・ll　di・e、　。f山i、
加 ・tl・b・y・ ・d血 ・"ae・ ・bi・di・ ・limれ"　 (ADL)・ 　 The　 c・n・1・ti・n　 b・tween　 di・ ・　d・・ati・n飢d伽 ・ …　 face　 i・t…　 al　・f【・・　di・e　・ug9・ ・t・山 ・
possibility　 nonaerobic　 me【aboUsm　 during　 prolonged　 submergence.
〈方法 〉これ までの ア カ ウ ミガメへ の 潜水 記録計 装着 実験 に よれば その 潜水 型 は基本 的 に最初 に一気 に最 大深 度 まで潜 り
(firstdescent)、 す ぐに あ る深度 まで浮 上 し(firstascent)、 そ こか らゆっ くり とした浮 上率 で徐 々 に浮上 し(gradual　ascenり、
最後 に一気 に浮上 す る とい う4つ の相 か らな って い る。 この 型 は ウミヘ ビ(Pelamisplaturus)の 潜水 パ ター ン(Graham,1987)
に類 似 して お り、 海棲 哺 乳 類 や海 鳥類 と異な ったパ ター ン とな っ てい る。
今 回 、1983年 徳 島県 蒲生 田 岬沖 に おい て連 続水 深 記録 計(TimeDepthRecordcr,TDR),遊泳 距 離計(Time　 Swimming
Distance　Recorder,　TSDR)の 装着 に よ り得 られ た、産 卵期 の ア カウ ミガ メの潜水 記 録 を解 析 した。　TDRの デ ータ につ いて は
各 潜水 の潜 水 開始 時刻 、 最 大潜水 到 着 深度 とそ の時刻 、　first　ascent終 了深 度 とそ の時刻 、gradualascent終 了深度 とその 時
刻 、 潜水 終 了時刻 につ いて 読み 取 っ た。　TSDRの デ ータ につ いて は5分 毎 の遊 泳距 離 を読 み取 り、 その時 の平均 遊泳 速度 を
求 め、 この値 か らTDRの デー タ とつ き合 わせ て潜水 各相 での遊 泳 速度 を推 測 した。 なお。 、 この個 体 の甲 長は88.1cmで あ
り、 この値 か ら体 重95.6kg,ADL　 (AerobicDiveLimit)は49.9min.と 計 算 され た。
〈結 果>　 gradual　ascentの 時 、 ほ とん ど遊 泳 を行 な って いな い潜水 が50%以 上 み られ、 この結 果か らこの と きの ア カ ウミ ガ
メ の比 重 は海水 とつ りあ っ てい る と考 え られる。 ウ ミヘ ビで はgradual　ascentの 深度 で比 重 が釣 り合 うよ うに、潜 水前 に肺
に吸 い 込む 空気 の 量 を調節 して お り(Graham,1987)、 ア カウ ミガ メで もそ の ような調節 を行 な ってい る可 能性 が考 え られ
る。 深 い水 深 で比 重 を釣 り合 わ せ る ため には肺 中の空 気 量 を大 き く しなけ れ ばな らな いが 、例 え ば ウェ ッデル ァザ ラ シで
は 肺へ の酸 素貯蔵 量が全 貯 蔵 量 の4.7%(Kooymanetal.1983)であ る よ うに海楼哺 乳類 では肺 にはほ とん ど空気 を蓄 えて
い な い の に対 し、 ア カ ウ ミガメ で は肺 に71.6%も の酸 素 を蓄 えて お り(LutZetal.1985)、 肺 が 主要 な酸 素貯蔵 の場 とな って
い る。 遊 泳 速度 が 速 い とき には潜 水 時間 は短 くなる傾 向が見 られ た ものの 、　gradual　ascentの 際 の水 深 が深 い ほ ど潜 水時 間
が 長 くなる とい う関係 が見 られ た こ とか ら、　gradualascentの 深 度 はア カ ウ ミガ メの肺 の 空気 量 を反 映 してい る と考 え られ
三 ・
ま た、 こ の個 体 の最 大 潜水 時 間 は92分 間 であ り、全 港水 の うち14%の 潜水 がADL(49.9分 間)を 越 える潜水 であ った が、
海楼 哺 乳類 や海 鳥 類 で はADLを 越 え る潜水 は稀 で あ り、 特定 深度 に長時 間滞在 す る潜水 パ タ ー ンは これ らの動物 で は見 ら
れ ない もの であ る。潜 水 時 間 と次 の潜水 に移 る までの 浮上 時 間 とは正 の相 関 を示 して い るこ とか らア カ ウミガ メの長 時 間









Characteristics　 of　winter　 migration　 of　female　 Pribilof　 fur　seals
清 田 雅 史1,馬 場 徳 寿1,　 ThomasR.Loughlin2,　GeorgeA.Antonelis2
(1遠 洋 水 産 研 究 所,2米 国 海 洋 漁 業 局 海 生 哺 乳 類 研 究 所)
　 　 　 　 Masashi　 Kiyota1,　 Norihisa　 Baba1,　 Thomas　 R.　Loughlin2,　 George　 A.　Antonelis2
(1National　 Research　 Ins{itute　of　Far　Seas　 Fisheries,　 2National　 Marine　 Mammal　 LabOratory,　 NMFS)
ARGOS人 工衛星システムを利用 して,プ リビロフ系キタオットセイ(Ca〃orhinus　ursinus)の 冬期
回遊経路を追跡 した.1990年 お よび1991年 の10月 下旬からll月始めにアラスカ州セン トポール島にお
いて合計10頭 の雌 を捕獲 し,人 工衛星用送信機(東 洋通信機製T-2028型 およびT-2038型)を 背部毛
皮 に装着 した.2機 の送信機は不調であったが,8個 体のオットセイの冬期南下回遊 を1～35カ 月間
追跡することがで きた.オ ットセイは11月5日 ～25日 に南下回遊を開始 し,12月 の始めにベーリング
海から北太平洋に侵入 し南～南東方向へ移動を続け,北 東太平洋中央部へ達 した.4940,4944,14741
の3個 体は最も南 まで移動 し,翌 年1月 には北緯42度,西 経150-160度 付近に滞在 した.若 齢個体の
14736は,北 緯50度 まで南下した後東方進み,ア ラス カ湾へ向 った.追 跡期間中の移動距離は1,400～
3,100km,平 均移動速度は1.2～2.8km!hで あった.こ れまでキタオットセイは大陸の沖合いに沿って移
動すると考 えられていたが,北 太平洋中央部を回遊経路 として積極的に利用 しており,越 冬場所は北
米西岸沖合いに限定されないことが予想される.
　　Northern　 fur　seal　 (Ca〃orhinus　 ursinus)　 is　one　 of　the
most　 pelagic　 species　 in　Pinnipedia.　 They　 spend　 all　the
time　 at　sea　 except　 for　the　 summer　 season　 when　 they
reproduce　 on　 breeding　 islands.　 Their　 pelagic　 distribution
and　migration　 have　 been　 investigated　 by　sighting,　 tagging
and　capturing　 through　 ship　survey.　 However,　 information
collected　 by　research　 vessels　 may　 be　biased　 spatially　 and
temporally,　 and　 the　 migration　 route　 estimated　 from
distribution　 data　 is　basically　 a　temporal　 change　 of　high
density　 area,　which　 may　 not　coincide　 with　 the　movement
of　individual　 animals.　 Therefbre,　 we　 initiated　tracking　 the
migration　 route　 of　 northern　 fur　seals　 using　 ARGOS
satellite　system.
　 We　 captured　 ten　female　 northern　 fur　seals　on　St.　Paul
island　 of　Pribilof　 islands,　 Alaska,　 in　late　October　 to　early
November　 in　l990　 and　 1991.　 Satellite　 transmitters　 were
glued　 on　the　back　 of　animals　 with　 epoxy　 resin.　 We　 used
O.5W　 transmitters　 manufactured　 by　TOYOCOM　 Co.　 Ltd.,
modelT-2028(70×195cm,480g)in1990andT-2038
(35×177cm,210gor35×210cm,310g)in199L
Ahhough　 two　of　the　transmitters　 did　not　work　 correctly,　 we
could　 track　movement　 of　eight　fur　seals　for　1-35　 months.
　　The　 female　 fur　seals　departed　 the　breeding　 island　 for
wintering　 migration　 o11　5th　to　25th　 of　November.　 They
passed　 through　 the　Aleutian　 Chain　 and　entered　 to　the　North
Pacific　 by　early　 December.　 They　 continued　 going　 to　the
south　 or　 southeast　 and　 reached　 the　central　 area　 of　the
eastern　 North　 Pacific.　 Three　 individuals　 (4940,　 4944,
14741)　 took　 the　southernmost　 route　 and　stayed　 in　the　area
around　 42°　N,　 150-160°W　 in　January.　 14736,　 a　juvenile
female　 without　 a　pup,　 tumed　 east　after　she　went　 down　 to
50°N　 and　 headed　 toward　 the　Gulf　 of　Alaska.　 Travel
distance　 during　 the　tracking　 period　 was　 1,400　 to　3,100　 km,
and　average　 speed　 ranged　 1　.2　to　2.8　kmth.
　 For　there　 is　no　major　 southward　 ocean　 current　 in　the
eastem　 North　 Pacific,　 the　fur　seals　must　 have　 moved　 in　the
uthern　 direction　 positively　 and　radiated　 into　the　central
North　 Pac fic.　 So　far,　northern　 fur　seals　were　 believed　 to
migrate　 along　 the　offshore　 of　the　continent,　 but　 these
results　 suggest　 that　wintering　 area　 of　Pribilof　 fur　seals　is
not　restricted　 to　the　area　off　North　 America.
TaUe　 1　.　Simmary　 of　sate‖ite　tradcing　ot　winter　m晦ration　 ot　tem副e　 northem　 tur　seals・
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Feeding　 habit　 and　 food　 consumption　 of　southern　 minke　 whales　 in　the　 Ross　 Sea
and　 i七s　offshare　 regin
－ 井 太 郎(遠 水 研) 、 山 崎 麻 子(東 海 大)、 加 藤 秀 弘(遠 水 研)、 藤 瀬 良 弘(白 鯨 研)
T.lchii(NRlFSF).A.Yarnazaki〈Tokaiしlniv),H.kato(NRlFSF)　and　 Y.Fujise(lCR)
The　 stomach　 contents　 of　 southern　 minke　 whales　 (Baエ ∂enop亡era
acutorostra亡a)　taken　 in　 the　 region　 bounded　 by　 530S,　 77030'S,　 1680E　 and
1800by　 a　 Japanese　 survey　 durinq　 1988/89　 were　 examined.　Except　 in　 both
southernmost　(Sub-Antarctic)　and　 norther㎜ost　(Ross　 Sea　 shelf)
regions,　 E.　 superb∂ 　were　 dominant　 food　 species　 comprising　 100$　 by
weight　 of　 stomach　 contents　 even　 in　 a　 region,　 where　 Thys∂noessa　 macrur∂
and　 E.　 frigida　 were　 found　 frequently　 in　 net　 samples.　 Minke　 whales
were　 most　 abundant　 in　 shelf　 slope　 region,　 where　 large-sized　and　 mature
krill　 were　 aggreqated　 for　 spawning.　Competition　over　 food　 between
minke　 whales　 and　 other　 krill-dependent　predators (i.e.　 sea　 birds　 and
crabeater　 seals)　 in　 the　 survey　 reqion　 is　 discussed.
【は じ め に 】 わ が 国 が 南 極 海 で 実 施 し て い る
鯨 類 捕 獲 調 査 の 目 的 の1つ は 、 南 極 海 の 海 洋
生 態 系 の 中 で ミ ン ク ク ジ ラ(Balaenoptera
acu七 〇rostrata)が い か な る 役 割 を 果 た し て い
る か を 知 る こ と で あ る 。 本 研 究 で は 、1988/8
9年 に ロ ス 海 の 西 側 で 行 わ れ た 鯨 類 捕 獲 調 査 に
よ り 捕 獲 さ れ た ミ ン ク ク ジ ラ の 食 性 お よ び 擬
餌 量 に つ い て 調 べ 、 本 種 と 海 鳥 類 や ア ザ ラ シ
類 と の 餌 を め ぐ る 競 合 関 係 に つ い て 検 討 し た 。
【方 法 】 調 査 海 域 は 東 経168度 か ら180度 間 の
南 緯53度 か ら ロ ス 海 氷 提(お よ そ 南 緯77度30
分)ま で の 海 域 で 、 調 査 期 間 は1989年1月12日
～3月31日 で あ っ た 。 調 査 コ ー ス は 固 定 角 度 反
射 方 式(調 査 域 内 部 が 等 確 率 で 調 査 さ れ る 方
法)を 採 用 し、 目 視 調 査 を 行 っ て 分 布 密 度 を
収 集 し1つ つ 、 ラ ン ダ ム な 捕 獲 を 行 っ た(kato
etal.1990)。 捕 獲 し た ミ ン ク ク ジ ラ の 胃 内
容 物 は 一 部 を 採 集 し 、10%ホ ル マ リ ン で 固 定
し 分 析 に 供 し た 。 餌 生 物 が オ キ ア ミ 類 の 場 合
は 、 体 長 組 成 お よ び 岡akarov　 and　 Dellys
(1980)の 基 準 に 従 っ て 成 熟 度 を 判 定 し た 。
【結 果 と 考 察 】 本 海 域 は 、 北 か ら 順 に4つ の
海 域 に 分 か れ る が 、 そ れ ぞ れ の 海 域 で ミ ン ク
ク ジ ラ の 胃 内 容 物 組 成 をTahle　 lZ示 し た 。
沖 合 域 と 陸 棚 斜 面 域 で はE.superbaの み が 擬
餌 さ れ て い た 。 沖 合 域 に 主 分 布 域 を も つ
Thysanoessa　 macrura　 や　 E.f　rigidaは 、 沖 合
域 で は 全 く 擬 餌 さ れ て お ら ず 、　 E.superbaが 分
布 し な く な る 亜 南 極 海 域 で の み 擬 餌 さ れ て い
た 。 こ の こ と は 、 ミ ン ク ク ジ ラ がE.superbaを
選 択 的 に 摂 観 し て い る こ と を 示 唆 し 、　 Ichii
and　 Kato　 (1991)の 結 果 と も 一 致 し た。 陸 棚 域
で はE.superbaに 代 わ っ てE.crL.'s七a日oro　 hi-
asが 摂 餌 さ れ て い た が 、 こ の 海 域 もE.SUper-
baが 分 布 し な く な る 海 域 で あ る 。
ミ ン ク ク ヅ ラ の 分 布 密 度 は 、 陸 棚 斜 面 域 で
最 も 高 か っ た。 こ こ は 、 ち ょ う ど 大 型(体 長
モ ー ド:47mrn>で 成 熟 度 の 高 いE.Sl」 　perbaが
卓 越 し て お り 、 し か も 斜 面 フ ロ ン ト が 発 達 し
て い る こ と か ら、　 E.superbaの 産 卵 場 と な っ て
い る 可 能 性 が あ る 。
本 海 域 で は 、　 E.superba捕 食 者 で あ る 海 鳥 類
や ア ザ ラ シ 類 の 擬 餌 量(Ainly1984.1985)、
お よ びE.superbaの 資 源 量(A22ali.1992)に
つ い て 調 べ ら れ て お り、 そ れ ら と 本 研 究 で 得
ら れ た ミ ン ク ク ジ ラ の 擬 餌 量 を 比 較 検 討 す る
こ と に よ り、 蝕 」r垣 捕 食 者 の 餌 を め ぐ る 競
合 関 係 に つ い て も 考 察 す る。
Dietary　 composition　 of　 minke　 whales　 by　 regions
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XV Symposium on Polar Biology
Program
December 9 (Wednesday) and 
    10 (Thursday), 1992
National Institute of Polar Research

December 9 (Wednesday), 1992
Registration (6th Floor) 
Opening Remarks: Hoshiai, T. (NIPR) 
                     --- Keynote Address I -- 
            "Monitoring of Polar Terrestrial Ecosystems" 
Introduction: Ohyama, Y. (NIPR) 
Chairpersons: Kojima, S. (Toyama Univ.) and 
                Inoue, M. (Akita Univ.) 
 S1. Geochemical monitoring of Antarctic lake 
      ecosystems. 
        MATSUMOTO, G.I. (Otsuma Women's Univ.) 
        Commentator: AKIYAMA, M. (Shimane Univ.)
S2. Estimations of microbial biomass by direct and 
     indirect methods in Antarctic soils. 
        BOLTER, M. (Institute for Polar Ecology, Germany) 
        Commentator: SHIVAJI, S. (Centre for Cellular and 
          Molecular Biology, India) 
                           --- Coffee Break ---
S3. Monitoring for algae introduced into Antarctica 
     by human activity. 
        BROADY, P.A. (Univ. of Canterbury, New Zealand), 
          SMITH, R.A. (National Inst. of Water and 
          Atmospheric Research Ltd., New Zealand)
          and SAFI, K. (Univ. of Canterbury, New Zealand) 
        Commentator: OHTANI, S. (Shimane Univ.)
--- Lunch ---
S4. A long-term monitoring on the moss and lichen 
      communities in the Syowa Station area. 
       KANDA, H. (NIPR) and INOUE, M. (Akita Univ.) 
        Commentator: NAKATSUBO, T. (Hiroshima Univ.) 
S5. Effects of vegetational and phenological changes 
     on spectral reflectance in the arctic area. 
        AKIYAMA, T., INOUE, Y., SHIBAYAMA, M., MORINAGA, 
           (Nat'l  Inst. Agro-Environ. Sci.), AWAYA, Y. and 
           TANAKA, N. (Forestry and Forest Prod. Res. Inst 
        Commentator: MATVEYEVA, N.V. (Komarov Bot. Inst., 
          Russia)
S6. Diversity of Arctic Tundra vegetation and 
     International Tundra Experiment (ITEX) in  Canada 
        SVOBODA, J. (Dept. of Bot., Univ. of Tront,  Ca 
        Commentator: KOJIMA, S. (Toyama Univ.) 
                             ---- Discussion ----
                           --- Coffee Break ---



















December 10 (Thursday), 1992
                      --- Keynote Address II ---
          "New Technology for Marine Ecological Studies" 
Introduction: Naito, Y. (NIPR) 930-940
Chairpersons: Sasaki, H. (Senshu Univ.) and 
               Naito, Y. (NIPR) 
S7. Future prospects for marine ecological studies. 940-1020 
        ROTHSCHILD, B.J. (Chesapeake  Bilo. Lab., Solomons, 
             U.S.A.) 
        Commentator: Sugimoto, T. (Tokyo Univ.) 
S8. Applications of hydroacoustics in marine 1020-1100 
      ecological studies: a perspective on the present
      status and future directions. 
        MACAULAY, M.C. (Applied Physics Lab.,  Coll. of Ocean 
           and Fishery Sciences, Univ. of Washington, U.S.A.) 
        Commentator: Kawaguchi, K. (Tokyo Univ.) 
                   --- Coffee Break --- 1100-1115
S9. The use of high frequency acoustics in the study 1115-1155 
      of zooplankton spatial and temporal patterns. 
        WIEBE, P.H. and GREENE, C.H. (Biol. Dept., Woods Hole 
            Oceanographic Inst., U.S.A.) 
        Commentator: Aoki, I. (Tokyo Univ.)
--- Lunch --- 1155-1300
 S10. Micro-data logger and its utilization for the 1300-1340 
     marine ecological studies. 
       NAITO, Y. (NIPR) and Abe, H. (ACT) 
        Commentator: Ichii, T. (NRIFSF)
                   ---- Discussion ----  1340-1400
--- Coffee Break ---  1400-1420
Poster Session II. Marine Biology 1420-1700
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Poster Session I. Terrestrial Biology  1530-1710
December 9 (Wednesday), 1992 
A. Bacteria / Lichens  /  Algae.  1530-1710 
Chairperson: Matsumoto, G.I. (Otsuma Women's Univ.) 
 P1. Bacteria and yeast of Schirmacher Oasis, Antarctica: 
      taxonomy, biochemistry and molecular biology. 
        SHIVAJI, S. (Centre for Cellular & Molecular Biology, 
       India)
P2. A Lichenometric study on snow patch area expansion and 
     debris production increase on Mt. Hotakadake, Northern 
      Japanese Alps. 
        IWAFUNE, M. (Graduate Course of Science, Tohoku Univ.) 
P3. Buellia cryptofrigida sp.nov. and its habitat in the Syowa 
     Station area. 
        INOUE, M. (Akita Univ.) 
P4. Some filamentous green algae from King George Island, 
     Antarctica. 
        OHTANI, S. and AKIYAMA, M. (Shimane Univ.) 
P5. Desmids from King George Island, Antarctica. 
        OHTANI, S. (Shimane Univ.) and NAKANO, T. (Hiroshima Univ. 
P6. Effects of temperature on the photosynthesis of the 
      Antarctic green alga,  Chlorella  vuigaris. 
        NAGASHIMA, H., HAYASHI, N. (Science Univ. Tokyo), OHTANI, 
        S. (Shimane Univ.) and MOMOSE, H. (Science Univ. Tokyo) 
P7. Diatom community of Lake Kirkkolahati (Finland). 
        INOUE, S., KO-BAYASHI, T., (Yokohama City Univ.), 
           FUKUSHIMA, H. (Phycol. Res. Inst.) and FUJITA, H. (Env. 
           Anal. Inst. Kanagawa) 
P8. Diatom Community of King George Island (Antarctica). 
        FUKUSHIMA, H. (Phycol. Res. Inst.), OHTANI, S. (Shimane 
          Univ.), KO-BAYASHI, T. (Yokohama City Univ.) and FUJITA, 
           H. (Env. Anal. Inst. Kanagawa) 
P9. Morphological changes Antarctic Dunaliella sp. exposed to 
      hyper or hypotonic shock. 
         WATANUKI, T. (Kanagawa Pref. Pub. Health Lab.), NAKAMURA, 
           S. (Kanagawa Dental  Coll.), MATSUSHITA, K. (Saitama 
           Medical School) and KATO, K. (National Inst. Health) 
 P10. Floristic studies on algae from inland waters near Syowa 
       Station, Antarctica. VII. Salt lakes. 
        OGUNI, A. (Kobe Tokiwa  Coll.) and TAKAHASHI, E. (Yamagata 






Desert-steppe lichens and other southern lichen species in 
the Siberian subarctic, plateau Putorana. 
  ZHURBENKO, M.(Komarov Botanical Inst.,  lab, of lichenology 
    and bryology, Russia) 
Osmoregulation of Cyanobacteria obtaired from Antarctica. 
  SHIMIZU, A. (Nara Women's Univ.), WATANUKI, T. (Kanagawa 
     Pub. Health Lab.) and KIMURA, K. (Maezawa  Ind. Inc., 
     Res. Dev. Dep.)
Record of Landscope and biota evolution in Lake sediments of 
maritime Antarctic. 
  TATUR, A. and VALLE, Del R. (Institute of Ecology, Poland) 
Perturbation of Antarctic Tundra. 
  VERA, W., SEREY, I. and GUZMAN, G. (Univ. of Chile)
B. Invertebrate Animals / Mosses  / Higher Plants  1530-1700 
Chairperson: Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.) 
P15. Terrestrial arthropod fauna in the ice-free coastal Syowa 
      Station area, East Antarctica. 
        SUGAWARA, H. (Envir. Sci., Hokkaido Univ.), OHYAMA, Y. 
          (NIPR) and FUKUDA, H. (Envir. Sci., Hokkaido Univ.) 
P16. Ecological study of collembolans in King George Island. 
        OHYAMA, Y. (NIPR) and SHIMADA, K. (Inst. Low Temp. Sci., 
          Hokkaido Univ.)
P17. Insects pollinators of arctic plants in Svalbard. 
        HIDAKA, T. (Kyoto Univ.) 
P18. Structure of colonies of Bryum  argenteum in Syowa Station 
      area, Antarctica. 
        IMURA, S. and KANDA, H. (NIPR) 
P19. Ecophysiological study of Carex bigelowii in south-central 
      Alaska. 
        KIBE, T., MASUZAWA, T.(Shizuoka Univ.) and SVEINBJONSSON, 
          (Univ. of  Alaska) 
P20. Relation between a glacial retreat and plant community at 
      Ny-Aleusund of Svalbard. 
        MASUZAWA, T. (Shizuoka Univ.), KANDA, H. (NIPR), KOJIMA, S 
          (Toyama Univ.) and INO, Y. (Waseda Univ.) 
P21. Ecological distributions of major high arctic vascular 
     plants in relation to soil conditions. 
        KOJIMA, S. (Toyama Univ.) 
P22. Measurement of methane and nitrous oxide emissions from 
      peatlands in northern Quebec, Canada. 
        TODA, H., YAGI, K., YOH, M. and TAKEUCHI, M. (National
B
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        Institute of Agro-Environmental Sciences) 
P23. Altitudinal variations in leaf morphology and photosyhthesis 
     of Polygonum weyrichii var. alpinum on Mt. Fuji. 
        MARUTA, E. (Keio Univ.) 
P24. Daily courses of photosynthetic rates and water relations in 
      four dwarf shrubs (Ericaceae) in an alpine zone. 
        NAKANO, T. and ISHIDA, A. (Tokyo Metropolitan Univ.) 
P25. Building a new base at Vesleskarvet, Antarctica - monitoring 
      ecosystem changes resulting from human activity.
        STEELE, W.K. and BALFOUR, D.A. (Percy FitzPatrick 
          Institute of African Ornithology, Univ. of Cape Town, 
         South Africa) 
P26. Macroclimate and the variations of the parameters of 
     biodiversity in the Arctic. 
        CHERNOV, Y.I. (Severtsov's Inst. of Animal Evolutionary, 
           Moscow, Russia) 
P27. The types of spatial structure of arctic communities and 
      microclimatic conditions. 
         MATVEYEVA, N.V. (Komarov Bot. Inst., S.-Petersburg, 
          Russia) and CHERNOV, Y.I. (Severtsov's Inst. of Animal 
           Evolutionary, Moscow, Russia)
Poster Session II. Marine Biology 1420-1700 
December 10 (Thursday), 1992 
C. Physical /Chemical Environments  / Primary Production  1420-1630 
Chairpersons: Taniguchi, A. (Tohoku Univ.) and 
               Taguchi, S. (Hokkaido National Fisherise Research 
                   Institute) 
P28. Downward particle transport under the Antarctic fast ice in 
       summer. 
        SUZUKI, H., SASAKI, H. (Senshu Univ.), HARADA, N. (Nagoya 
          Univ.) and FUKUCHI, M. (NIPR) 
P29. Characteristics of oceanographic structure along 45°W in the 
      Southern Ocean. 
       NAGANOBU, M. (NRIFSF), HISANAGA, M. (Fisheries Agency) and 
         SHIMADZU, Y. (NRIFS) 
P30. Oceanographical analysis on the southern minke whale 
     distributuion based on the data during Japanese research 
     take in 1991/92. 
        NAGANOBU, M. (NRIFSF), KANO, H. (Asia Air Survey) and 
          FUJISE, Y. (Cetacean Res.) 












production in Prydz Bay area, Antarctica. 
  WATANABE,  K., FUKUCHI, M. (NIPR) and MARCHANT, H.J. 
    (ANARE, Australia) 
Culture of diatoms isolated from open ocean zone and 
seasonal ice zone in the Southern Ocean. 
  TAKEDA, S., SAKAGUCHI, I., SHINSHIMA, K., KIYONO, M. 
    (CRIEPI), WATANABE, K. (NIPR) and NUMANAMI, H. (Tokyo 
     Univ. Fish.)
How the quantity and the pattern of primary production by 
microalgae respond to the duration of seasonal sea ice 
coverage in polar sea ? 
  KUDOH, S. (NIPR) 
Distribution and composition of biogenic particulate matter 
at surface in the Bering Sea Gyre in summer. 
  SHIOMOTO, A. and OGURA, M. (NRIFSF) 
Comparative studies of the hydrographic conditions in the 
Chukchi Sea and St. Lawrence polynya region in mid-summer of 
1990, 1991 and 1992. 
  MIYAKE, H. and MASUDA, K. (Hokkaido Univ., Faculty of 
    Fisheries) 
Local algorithm of estimation of chlorophyll pigments for 
remote sensing study in the Western North Pacific: part I. 
modeling of vertical distribution by Gaussian curve and 
spatial and temporal variability in the parameters 
controlling Gaussian curue. 
  TAGUCHI, S., KASAI, H. and SAITO, H. (Hokkaido National 
    Fisherise Research Institute)
Photo-inhibition of ice algal assemblages in Lagoon Saroma 
Ko, Hokkaido, Japan. 
  SATOH, H., MIYAHARA, T. (Tokyo Univ. of Fish.), WATANABE, 
    K. (NIPR) and YAMAGUCHI, Y. (Saitama Univ.) 
Phytoplankton from winter to spring 1992, in lake Notoro, 
eastern Hokkaido. 
  ASAMI, H., IZAWA, T., YASUTOMI, R., IMADA, K. (Hokkaido 
    Fish Hatchery), SAKAZAKI, S. (Abashiri Fisheries Science 
    Center) and KAWAJIRI, T. (Western Abashiri Fisheries Co-
    operation) 
Primary production as estimated by 13C uptake in 
oligotrophic lakes in northen Japan. 
  IMADA, K., YASUTOMI, R. and IZAWA, T. (Hokkaido Fish 
    Hatchery) 
Video record of bioluminescence in the deep ocean. 
  OHASHI, Y. and AOKI, T. (ICRR, Univ. of Tokyo) 
Phytoplankton in the Antarctic marginal ice zone. 
  KANG, S. and FRYXELL, G.A. (Dept. of Oceanography, Texas
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 . Estimate of natural productivity of acrylic acid and 
  dimethyl sulfide during a summer bloom of Phaeocystis  
  pouchetii in Antarctic coastal water. 
    YANG, H. (Second Inst. of Oceanography, China), McTAGGART, 
      A.R., DAVISON, A. and HARRY, H. (ANARE, Australia)
. An ice-active substance from Antarctic sea ice diatoms. 
    RAYMOND, J.A. (Univ. of South Alabama, U.S.A.), SULLIVAN, 
       C.W. (Univ. of Southern California, U.S.A.) and DeVRIES, 
       A.L. (Univ. of Illinois, U.S.A.)
. Measurement of N-15 isotope by ion-mass-spectrometry method 
  and its application to nitrogen cycling and new production 
  studies in marine environments. 
    JIAO, N., WANG, R. (Inst. of Oceanology, Academia Sinica, 
      China) and HUANG, Q. (Beijing Syntone Scientific 
       Instrument Co., China)
. Distribution and abundance of choanoflagellates in the Great 
  Wall Bay, King George Island, Antarctica in austral summer. 
    CHEN, B. (Polar Research Institute of China) 
. In situ impacts of UV exposure on productivity, growth and 
  survival of Antarctic Phaeocystis pouchetii and diatoms. 
    DAVIDSON, A. and MARCHANT, H. (ANARE, Australia)
. Seasonal variations of chlorophyll a and phytoplankton in 
  Great Wall Bay, Antarctica in 1988/1989. 
    WU, B., ZHU, M., HUANG, F., YU, J. and LI, R. (First 
      Institute of Oceanography, China) 
. Radionuclidle deposition and primary plantsuccession in 
  Eurasian Arctic. 
    MARTIN, J.L. (International Plant and Pollution Res., 
       Lab., Estonia) 
. The use of system approach in the stusimilate capacity of 
  polar marine ecosystems with respect to polar ecology and 
  Ocean monitoring. 
    TYSBAN, A.V., GLEBOV, B.V. and KORSAK, M.N. (Inst. Global 
      Climate and Ecology, Russia)
D. Zooplankton 
Chairpersons:
P50. Notes on 
Antarctic 
  GAMO, S 
     Univ.
/ Krill / Fish  1420-1700 
Endo, Y. (Tohoku Univ.) and 
Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.) 
Plakarthrium punktatissimus (Pfeffer) ? from the 
 Sea. 













Sensory responces of zooplankton through a electrophysio-
logical method. 
  SASAKI, H. and SUZUKI, H. (Senshu Univ. Ishinomaki) 
Rhythmicity of chromophore turnover of visual pigment in the 
Antarctic amphipod Orchomene plebs(Crustacea; Amphipoda). 
  HARIYAMA, T. (Tohoku Univ.), TERAKITA, A. (Oita Univ.) and 
    MEYER-ROCHOW, V.B. (Univ. of West Indies) 
Mechanisms for the formation of Antarctic krill 
concentrations near the South Shetland Islands. 
  ICHII, T. (NRIFSF), OBITSU, N. (Tokyo Kynei Co., Ltd.), 
    ISHII, H. and NAGANOBU, M. (NRIFSF) 
Food environment of the Antarctic krill near the South 
Shetland Islands. 
  KAWAGUCHI, S. and M.SATAKE, M. (Cent. Res. Lab. Nippon 
    Suisan Kaisha Ltd.)
Variation of the composition of body length of Antarctic 
krill near the South Shetland Islands for the past 12 years.
KAWAGUCHI, S. and SATAKE, M. 
  Kaisha Ltd.)
(Cent. Res. Lab. Nippon Suisan
Specific distribution of Antarctic krill near the South 
Shetland Islands. 
  KAWAGUCHI, S. and SATAKE, M. (Cent. Res. Lab. Nippon 
    Suisan Kaisha Ltd.) and SAKITANI, E. (Nippon Suisan 
    Kaisha Ltd.)
Gut contents of Euphusia superba Dana in the waters in the 
vicinity of the South Georgia Island. 
  NISHINO, Y., KAWAMURA, A. (Mie Univ. , Bioresouces) 
Ostracoda collected from Breid Bay and Gunnerus Bank, 
Antarctica, during the JARE-26 Cruise. 
 HIRUTA, S. (Hokkaido Univ. of Education, Kushiro) 
Possible effect of the Antarctic winter water on the locally 
biassed distribution patterns in Salpa thompsoni and  Ihlea  
racovitzai. 
  KAWAMURA, A. (Mie Univ.), MICHIMORI, K. (Environ. Sci. 
    Lab.) and MOTO, J. (Sanyo Technomarine) 
A plan of observing fish behavior using ultrasonic pinger 
nearby the  Syowa Station. 
  HAN, J., MIYAMOTO, Y. and HAMADA, E. (Tokyo Univ. of 
    Fisheries)
The effect of temperature on the kinectic activity of 
phosphofructokinase and hexokinase from the Antarctic fish 
Trematomus bernachii  
  RODRIGUES, E., ROSA, R. (Brazilian Antarctic Program, 
    Brazil), FUKUCHI, M. (NIPR, Japan) and BACILA, M. 










. Purification and kinectic of phosphofructokinase and 
  hexokinase from the Antarctic fish Trematomus bernachii. 
    ROSA, R., RODRIGUES, E. (Brazilian Antarctic Program, 
      Brazil), FUKUCHI, M. (NIPR, Japan) and BACILA, M. 
       (Brazilian Antarctic Program, Brazil) 
 . Importance of Euphausia pacifica as a prey of demersal 
  fishes off Sendai Bay, north Japan. 
    YAMAMURA,  0. (Hokkaido Univ.), INADA, T. (TNFRI) and 
      SHIMAZAKI, K. (Hokkaido Univ.) 
. Diel vertical migration and feeding of copepods under the 
  ice at Saroma Lake. 
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